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　この PDFファイルは、私のホームページ
　『［キャポックちゃんの］現代日本アニメ 200選』
　　（url : http://animereview.moryou.com/）
の【短評】と【雑文】のコーナーをPDF化したもので、レビューを集めたメイン
ページの別冊です。メインページは TeX原稿を作成してコンパイルしましたが、
このページは、ブラウザの PDF出力機能を利用しています。

　このファイルは、内容を改変しない限り、自由にコピー・配布してかまいませ
ん。また、レビューの一部または全部を引用する場合、「［キャポックちゃんの］
現代日本アニメ 200選」という引用元タイトルさえ書いてあれば、著者の許諾は
不要です。



短評
　長文のレビューを書くのが億劫な作品に対する短評を集めています。ホームペー
ジでは「年表」からリンクを張っていますが、ここではただ羅列しました。
　正式なレビューとは逆に、新しいレビューほど上になっています。



【短評】鴨乃橋ロンの禁断推理

【評価：☆】

　近年、ミステリ風に味付けしたアニメが多く作られているが、ミステリ愛好家が楽しめる水準のものは、ほとんど見当たらない

（『PSYCHO-PASSサイコパス』は別格）。本作はその典型。トリックの大部分は、素朴な上に実行不能だ。釣り糸で引っ張って何かをす

る仕掛けは、100年前のミステリ黎明期に考案され尽くしており、今さら取り上げるのはいい加減止めてほしい。作中の“名推理”も

突っ込みどころがありすぎて、笑ってしまう。瞳孔散大だけで死亡と判断するのは、本物の警官ではあり得ないずさんな態度で、見な

がら「この警官が共犯なのだろう」と推理してしまった。

【短評】Helck

【評価：☆☆】

　途中までは軽いノリの異世界コメディだったのに、後半になると、人間の罪業を糾弾する重苦しい内容となる。こうした変転の予兆が

伏線として前半に描かれていれば、それなりに評価できる作品となったろう。しかし、前半と後半の落差があまりに大きすぎて、登場

キャラの内面を統一的に把握するのが困難になる。監督の佐藤竜雄は、以前にも、『機動戦艦ナデシコ』という、シリアスでおバカな

ハードSFラブコメを作っているが、この『Helck』は、それに輪を掛けて分裂症的なアニメである。

　このようなケースは、子供向き作品でしばしば見られる。大人ならば、あのキャラがなぜここでギャグを口にしたのかと考え、その心

情を推測する。しかし、子供は、ギャグがあれば笑い愁嘆場では泣くというように、内面の一貫性を理解しないまま、その場の感情に身

を任せがちである。アニメでは、子供向けの作劇法が浸透しており、正負両方に感情を揺さぶるエピソードが脈絡なく並べられること

が少なくないが、もう少しシリーズ構成を工夫しないと、文学好きの大人をファンにすることは難しいだろう。

【短評】アンダーニンジャ

【評価：☆☆☆】

　現代日本でも政治権力の手先として忍者が暗躍しているという設定でありながら、妙に卑近で些事にこだわったシーンの連続。主人

公のニンジャが風采の上がらないニートだったり、光学迷彩が中途半端で上半身だけ透明化したり。最新鋭のロボット兵器が段ボール

を積み重ねたポンコツ風の外見だったときには、「マジか！」と突っ込んでしまった。

　しかし、ギャグには走らない。部分にだけ注目すると笑いを誘っていると勘違いしそうだが、笑うつもりで見ていると、いきなり吐き

気がするほどの残虐シーンに突入する。予想が次々にはぐらかされるオフビートな展開で、内容を理解しようとすればするほど思考停

止に陥る。この奇怪な味わいに対する感受性を持っていれば、高い評価が与えられるだろう（私は「面白い……かも」という微妙な感

想）。

【短評】GANGSTA.

【評価：☆☆☆】

　前半はハードボイルドタッチのギャングものとして抜群に面白いが、後半になると失速。散漫な話が続いた後、ストーリー半ばで中絶

するように終わる。原作漫画は続いていたものの、本アニメ放送後、制作元のマングローブが倒産したため、続編は期待できない（倒産

の原因は、おそらく、売れそうもないのに質にこだわりすぎたせい）。

　監督は、寡作ながら『Witch Hunter ROBIN』『Ergo Proxy』などの傑作をものした村瀬修功。薬物で人間兵器に改造され戦後は

負の遺産として差別される、超人的な身体能力の持ち主・トワイライツたちの非情な日々を、リアルに、しかし人間的な共感を滲ませな

がら描き出す。

　ただし、背景となる状況設定がきちんとなされながら、人間関係が構造化されていない。例えば、主役となる３人の男女は、ほとんど

根無し草的な存在で、なぜ危険な仕事を進んで請け負うのか、動機が判然としない。物語を進行させるエンジンが欠落しているので、

途中から、無理に新キャラを投入してはエピソードをでっち上げるだけの内容となる。原作を読んでいないので断定はできないもの

の、周辺キャラの人物像をじっくり描くことで、第６話までの内容を１クールに引き延ばした方が、（売れるかどうかはともかく）より優

れた作品になったろう。

【短評】クロスアンジュ

【評価：☆☆】

SF小説に対して使われる「ワイドスクリーン・バロック」という評言がぴったりの怪作。SF的ガジェットをてんこ盛りにした、軽薄で悪

趣味で猥雑な作品を指す言葉だが、ここまでやってくれると、笑いながら拍手したくなる。

　変形ロボットに万能潜水艦、パラレルワールド、超科学とディストピア、生粋のドラゴンと人間もどきのドラゴン族など、さまざまな

SF・ファンタジーの要素に加えて、往年の女囚ものを思わせるいじめやレズビアンの描写から、異国的な貴族趣味、これでもかという

ヌードシーン、さらには手垢の付いた定番ギャグまで、あらゆる娯楽要素を無定見にブチ込んでいる。シーン毎に画面に突っ込むのが、

正しい鑑賞法だろう。



【短評】青のオーケストラ

【評価：☆☆☆】

　クラシック音楽をフィーチャーした作品だが、音のない原作漫画ほどにも音楽の魅力が表現されていない。通常の学園アニメを、ポ

ピュラー名曲の演奏シーンで粉飾しただけに見える。優れた演奏は、映画『戦場のピアニスト』や『シャイン』で描かれたように、魂を揺さ

ぶり人生を変える力を持つのに。

CGを用いた作画は、これじゃバイオリンは弾けないだろうと突っ込みたくなるほど、しなやかさに欠ける。肩や首の動きは、本来、も

う少し自由度が大きい。高畑勲『セロ弾きのゴーシュ』などの手描きアニメを見習ってほしい。

　内容的には、第１／第２バイオリンの違いを細かく説明するなど、クラシック音楽をほとんど聴かない初心者を念頭に置いた作品と言

えそう。ただし、「新世界より」で２つのパートを別々に演奏してみせるシーンはクラシックファンにも興味深く、星を１つ追加した。

【短評】アンデッドガール・マーダーファルス

【評価：☆☆】

　さまざまな妖怪たちが闘うアクションアニメのはずなのに、主役の半妖がふざけすぎで、バトルシーンはまるでじゃれ合っているよ

う。シリアスなエピソードでも真剣さが欠けてのめり込めず、かと言って、ファルス（笑劇）と呼べるほどには笑えない。何とも中途半端

な出来。

　特に、アルセーヌ・ルパンが登場するエピソード（第５～８話）は、キャラが多すぎてまとまりに欠け、ひどく退屈だ。前後の吸血鬼と人

狼の話は、ミステリ風味が加わってそれほど悪くないので、脚本家は原作のラノベを脚色する際、１クールアニメ用にシリーズ構成を練

り直すべきだったろう。

【短評】AIの遺電子

【評価：☆】

　ブームに乗ってAIを登場させる作品が増えているが、作者がAIの仕組みを理解できていないのが見え見えのケースが多い。本作の

場合、AI絡みの倫理などを取り上げているにもかかわらず、技術的観点からは的外れとしか言えない内容になっている。

　同じくAIの倫理に目を向けながら、カズオ・イシグロの『クララとお日さま』が文学史上に残る傑作になった理由は、AIを「信頼できな

い語り手」として設定したことにある。クララの語りが人間の常識からずれていることを浮き彫りにし、技術を超えて人間と世界の本質

に読者の目を向けさせた。キャラがAIであることの意味を熟慮し、その上でドラマを構成しなければ、どんなに金を掛けて制作しても

無駄になるだけだろう。

【短評】マイホームヒーロー

【評価：☆☆】

　平凡なサラリーマンが家庭を守るために、犯罪という非常手段を選ぶ物語。

　この手の作品で評価のカギとなるのが、主人公にどこまで親しみを覚えられるかだろう。ところが、本作の主人公は、話が進むにつれ

て平凡な外貌をかなぐり捨て、めったにない非凡なスキルの持ち主であることを明らかにする。おそらく原作漫画（未読）で、各回の最

終ページに「主人公が絶体絶命のピンチに陥る」という状況を盛り込みすぎた結果だろう。このやり方は、読者の関心をつなぎ止める

ためにしばしば使われる便法だが、度を超すとリアリティが失われてしまう。

　こうして「平凡さ」が生み出す親近感が薄れ、派手ではあるが他人事にしか見えない、単なる犯罪モノにとどまることになった。

【短評】君は放課後インソムニア

【評価：☆☆☆】

　発端こそ、不眠症（インソムニア）の高校生二人が使われていない天文台で出会うというひねった設定だが、それ以降は、何とも素直

な部活アニメ。あまり深入りしない人間関係が心地よく、重大な事件がほとんど起きないのに、つい見入ってしまう。やたらかまびすし

いアニメが少なくない昨今、こうした作品は貴重かもしれない。

【短評】はたらく魔王さま！

【評価：☆☆☆】

　「取り柄のない主人公が異世界に転生すると無双のヒーローになる」という異世界転生ものの逆を行って、「強大な魔王が現実世界に

転生すると平凡な市民になる」物語。斬新なプロットで引きつける作品であり、この設定に基づいて紡がれたエピソードはかなり面白

い。

　ただし、それだけでは話がもたないようで、有名キャラが異世界から次々とやってきては、ひとしきり（ありきたりの）アクションを繰



り広げるシーンが挿入される。こうしたぬるいシーンを最小限に抑え、逆転生にまつわる緊密なコメディとして構成されていれば、もう

少し高く評価できる秀作になったのだが。

【短評】REVENGER

【評価：☆☆☆】

　復讐代行を請け負う「利便事屋」が、アヘンで人心を堕落させる謀略の闇を暴き出す。最近では珍しい骨太の構想に基づく作品で、原

案・シリーズ構成を担当した虚淵玄の力業が堪能できる。

　主人公は、奸計に欺かれて許嫁の父親を殺めてしまった元薩摩藩士・雷蔵。許嫁が復讐代行を依頼したことから利便事屋との関わり

を持ち、紆余曲折を経て組織に加わる。そこは、対照的な表と裏の顔を持つ殺し屋たちの集まりだった…

　私が好きなのは、利便事屋をバックアップするのが、朽ちた礼拝堂にいる司祭らしき人物であるところ。愛と平和を説くキリスト教が

日本では邪教とされたように、いつしか正と邪が反転する。利便事屋のリーダーも背にマリア像の刺青を入れており、復讐を成し遂げ

た暁には肩脱ぎとなって、「いと慈悲深きサンタマリアの御前に、その罪その咎、悔い改めよ」と嘯く。この目眩く状況に酔える人なら

ば、アニメの世界を存分に楽しめるだろう。

【短評】チェンソーマン

【評価：☆☆☆】

　アメコミもどきの独善的ヒーローだったら第１話で切ろうと思って（原作未読のまま）見始めたのだが、実際には胸のすくほど徹底し

たアンチヒーローもの。「善は悪に歯が立たない。悪を倒せるのは悪（かアホ）だけ」という世界観が小気味好い。

　舞台となるのは、悪魔と呼ばれるモンスターに蹂躙され荒廃したパラレルワールド。悪魔の力を借りて超人的な能力を身につけたデ

ビルハンターたちが、敵対する悪魔相手に残虐無比の闘いを（多くの一般人を巻き込みながら）日々繰り広げている。

　「チェンソーの悪魔」を身に宿す主人公デンジは、「悪い奴は好きだぜ～。ぶっ殺しても、誰も文句言わねーからな」とほざく悪党だが、

良からぬ欲望ゆえに公安所属のデビルハンターとなる。圧倒的に強いわけではなく、勝ったり負けたりしながら、なぜか死なずに闘い

続けるのが笑える（一応、理由付けはされる）。

　血しぶき飛び散るおどろおどろしい殺戮シーンや、口にするのも憚られるグロい（と言うかゲロい）場面があるので、気の弱い人には

勧められない。私は、共感できるキャラの流血には耐えられないが、本作の場合、殺されても仕方のない（敵や味方の）悪党どもがグ

チャグチャになるだけなので、結構平気で見ていた。

【短評】後宮の烏

【評価：☆☆☆】

　古代中国風の後宮を舞台に、決して夜伽をしない烏妃（うひ）・寿雪（じゅせつ）と、廃太子を経て皇帝となった高峻（こうしゅん）が、さ

まざまな愛別離苦を目にする。寿雪は、この世にとどまる魂を呼び出す能力があり、それを使って死の真相を探り出すのだが、たいが

いは悲しい物語があぶり出される。

…といったストーリーは、なかなかに面白い。アニメ視聴後、原作の一部を試し読みしてみたところ、ライトノベルにしてはプロットが

しっかりしている。それ故に、筋をたどるだけで、そこそこ見られるアニメを制作できたようだ。

　残念ながら、作画は平凡で取り立てて印象的なシーンがない。一応、中国風の建物や調度を描いているものの、おそらく有り物を写し

ただけなのだろう、「このキャラなら、部屋のしつらえや服装・化粧はこうであるはずだ」といった工夫がない。人物は棒立ち、幽鬼に

至っては、悲哀もおぞましさも表現できていない。寿雪の菓子好きも、幼い頃に貧しく美味しいものが食べられなかったという背景が

窺えず、単にがっついているだけのように見える。

　原作では言語の観念性を利用してキャラの内面を語るが、アニメ化する場合は、もう少し具体的な情感を喚起できる視覚的表現を心

がけるべきだろう。

【短評】よふかしのうた

【評価：☆☆☆】

　優等生なのに不登校になった中学生のコウは、眠れないままに夜の街をさまよい歩くうち、吸血鬼の美少女・ナズナと出会う。社会の

しがらみに束縛されない吸血鬼の生き方に憧れ、ナズナに血を吸わせ眷属になることを願うが…。前向きな引きこもり少年と、奔放な

のに照れ屋の吸血鬼少女---絶妙な取り合わせによって、生きることそのものの豊かさが浮かび上がってくる。吸血鬼アニメの快作で

ある。

　特に、泣くほど嫌な仕事でも上司からの呼び出しには常に応じる女性のエピソード（第６話Ａパート）は、感動的だ。それ以外は、出来

不出来の差があるものの、メイド喫茶で働く女性を取り上げた第10話は、なかなかの佳編。

　夜の街の住人は、皆どこかエキセントリックで、それがかえって人間の本質を感じさせる。彼らが闇の奥に息づく静かな街には、昼間

には味わえない独特の情感が漂っており、そうした雰囲気を巧みに描き出した作画は、味わい深い。

OPとEDも出色だが、特に、Creepy Nutsによる「よふかしのうた」（ニッポン放送「オードリーのオールナイトニッポン」のために作ら

れた楽曲）とナズナの動きが見事にシンクロしたEDアニメは、何度見ても面白い。



【短評】リコリス・リコイル

【評価：☆】

　テロ対策の実働部隊が全員女子高生姿の美少女だったり、主要キャラがいきなり和風カフェで働き始めたり、終盤でなぜかお涙頂戴

の難病ものになったり…もはや突っ込む暇もないほどコテコテの「あざとアニメ」。過去作で人気を博した要素をつぎはぎしただけなの

で、ストーリーは辻褄が合わずキャラの性格も一貫性が欠ける。これがギャグなら笑い飛ばせば済む話だが、作中では何人も死ぬ深刻

な事件が起きているので、大っぴらに笑うのはさすがに不謹慎。どんな顔をして見れば良いのか、戸惑ってしまう。

　ヒロインの千束は「殺さない」ことをモットーにしているが、テロの根源を絶たなければいつまでも人殺しが止まらない状況なのだか

ら、自分が対峙する相手だけを生かしてやっても、ただの自己満足にすぎない。登場人物の内面を深読みしようとすればするほど、頭

が空っぽの木偶人形に見えてくる。

　対照的な性格の主人公コンビ（ショートの金髪とロングの黒髪）は、真下耕一の名作『MADLAX』を彷彿とする（ただし、ショートとロン

グが逆）。人間離れした射撃の腕前を持つ、記憶があやふやで出自が謎めく---など共通点も多い。しかし、『MADLAX』が陶酔感をも

たらすシーンの連続だったのに対して、本作は苦笑をもたらすシーンの連続。宴会のBGVに使えば、みんなで突っ込んで大盛り上がり

できるだろうが。

【短評】錆喰いビスコ

【評価：☆☆☆】

　文明崩壊後の荒廃した世界が舞台。陸地には砂漠が広がり、人を蝕む錆び風が吹きすさぶ。アニメの前半では、滅亡に向かいつつあ

る人類の最後の足掻きと、砂漠に蠢く巨大な蟹や「キノコ守り」が播種する異様なキノコの生態が描き出され、なかなかに面白い。

　残念ながら、後半になると悪役を一人の人間に押しつけ、対立軸を単純化したバトルばかりになるため、酷くつまらない。特に、巨大

兵器・テツジンの造形はオリジナリティが決定的に不足している。

　前半の貯金でかろうじて星３つは付けられるが、後半５話はない方が良いだろう。

【短評】ハコヅメ

【評価：☆】

　アニメを見始めてすぐ、これは原作漫画の方が面白いだろうなと感じたが、実際、視聴後に第１巻の何話かを読んだところ、圧倒的な

面白さで引き込まれた。おそらく、実写ドラマの評判が良かったので急遽アニメ化したのだろうが、どう見ても原作の劣化コピーでし

かない。

　漫画とアニメでは、時間の叙述が根本的に異なる。１つのコマに異質の情景を対位法的に描く漫画特有のテクニックが使えないため、

漫画をアニメ化する際には、映像の流れに沿って対立要素の衝突・融和を表現することが必要になる。だが、『ハコヅメ』では、それがで

きていない。例えば、アニメ第４話Ａパート「拝啓お犬様」で、山狩りの最中「ノドがカラカラでおしっこしたい」と泣き言を言い出した女

性警官に、同僚男性が優しく飲料水のボトルを差し出しながら「心おきなく小便出して…」と言うシーン。漫画では、背後から登ってきた

警官の姿を同じコマに描き込むことで爆笑を誘うが、アニメになると、手前からふつうに登場するため笑う機会を失する。素早いパン

で切り返しの効果を生むといった工夫がなされていない。

　技術的な理由で効果が上げられない場合、原作にないシーンを追加してアニメならではの盛り上げを演出する方法もあったはず。

『のだめカンタービレ』の演奏シーン、『ヒカルの碁』の盤面描写などが好例で、『ハコヅメ』ならば、現場に取材して交番勤務の実情をよ

りリアルに表現することが考えられる。しかし、時間や予算がなかったせいか、漫画の描写をそのままなぞっただけのシーンばかり。い

かにも手抜きである。

【短評】月とライカと吸血姫

【評価：☆☆】

1960年代にソ連とアメリカの間で繰り広げられた宇宙開発競争の史実をベースに、共和国連邦（ソ連がモデル）が有人飛行の安全性

チェックのため、吸血鬼少女を開発段階のロケットに搭乗させる物語が展開される。吸血鬼と言ってもファンタジーの要素はほとんど

なく、あくまで人々に嫌悪される「呪われた種族」として扱われており、多民族国家にしばしば見られる被差別少数民族のアレゴリーと

考えてかまわないだろう。この設定を潜めながら登場人物の心情を深く掘り下げていれば、優れた作品になったはずである。しかし、

アニメでは表面的な人間描写に終始して、根底にある社会問題に迫ることはない。

　ヒロインの吸血姫・イリナは、自分が宇宙空間に到達する最初の「人間」だという矜持を持つことで、実験動物としての扱いに耐え抜い

た。こうした彼女の思いを視覚的に表現するためには、人間の狭小な差別意識など問題にならない、宇宙の圧倒的な巨大さを視聴者

に印象づけるのが効果的だろう。だが、アニメで描かれたのは、ありきたりで平板な光景でしかなく、映像からイリナの思いは伝わって

こない。

　ロケット開発の重責を担うチーフのコローヴィンは、実在したソ連の天才技術者・コロリョフをモデルとしている。国のトップから無理

難題を押しつけられる姿は、国家機密としてその存在自体が長く秘匿され、ソ連崩壊後にようやく明かされたコロリョフの実像と重な

る。ただし、史実の方がアニメより遙かに峻烈なので、興味のある人は、関連文献を繙いていただきたい。

　取って付けたようなラストが原作通りかはチェックしていないが、何とも興ざめな幕切れである。



【短評】見える子ちゃん

【評価：☆☆☆】

　「特殊な才能のある一部の人にだけ怪異が見える」とは、『夏目友人帳』など多くのサブカル作品で採用される定番の設定。本作で

は、あやかしの姿が異様におどろおどろしく、これを目にしたヒロイン・みこは、障りを避けるべく見えていない振りをしてやり過ごそう

とする。おそらく、不気味なあやかしと何気なく振る舞うヒロインの対比で笑わせるホラーコメディとして構想した作品（原作は漫画）だ

ろう。しかし、これだけでは面白みに乏しく、すぐにネタ切れになってしまう。冒頭２話を見た時点でそう判断した私は、いったん視聴を

打ち切った。

　ところが、放送終了後に全話を通して見たところ、中盤から急激に面白くなっていたことに驚いた。おそらく、ネタ切れで話が続かな

くなった作者が、設定を一ひねりしたことで、好結果が生じたのだろう。恐ろしげな姿をしたあやかしの中にも、凶悪ではなく人間に協

力的なものがいる---このように設定を改めると、ヒロインは単にやり過ごすだけでなく、状況判断に基づいて行動を選択しなければ

ならず、そこからドラマが生まれる。認知症の老婆（第５話Ｂパート）や猫の死霊に取り憑かれた教師（第10-11話）を取り上げた好エピ

ソードは、ひねりの賜物だろう。

　中でも私が好きなのが、パワースポットに降臨した稲荷神（第６話Ｂパート）で、巫女姿の小稲荷は、おぞましくて愛らしい不思議な

キャラ。

　みこの描写も味がある。何も感じていないような無表情の顔立ちと、心底怖れている震え声のモノローグが、絶妙なバランスで楽し

める。予想外の佳作と言える（ところで、第８話の弟くんは、お姉さんの下着について何を誤解したのだろう？）。

【短評】かげきしょうじょ!!

【評価：☆☆☆】

　シリーズ構成と演出にやや難があり、傑出した作品とは言いがたいが、終盤の盛り上がりが素晴らしいので、三つ星評価とした。

　物語は、宝塚を思わせる若い女性だけのミュージカル劇団・紅華歌劇団の団員育成を目的とする音楽学校が舞台となる。過去のトラ

ウマのせいで人気アイドルグループを脱退することになった奈良田愛と、歌舞伎の助六に憧れながら女性であるが故に道を閉ざされ

た渡辺さらさを中心とする多彩な生徒たちの群像劇であり、彼女らがミュージカル俳優として、また人間として、どのように成長して

いくかを見つめる王道的なビルドゥングスロマンである。

　残念ながら、十数巻にわたる原作漫画（未読）を１クールアニメに編成し直す際のシリーズ構成が練り上げ不足で、今ひとつ作品に入

り込みにくい。はじめの４話は、愛とさらさの過去の因縁に絡む出来事を描いており、この二人の人間関係を深掘りするのかと思って

いると、急にコミカルな展開となって肩すかしを食らう。第５話後半から別の生徒（山田彩子）の話に転換、劣等感から過剰なダイエット

を始めるという深刻な問題を取り上げたにもかかわらず、同じ回のラストでやけにあっさりと解決してしまう。その後もブツ切りのエピ

ソードが繰り返され、キャラへの共感がなかなか深まらない。集団の成長物語では、まず学園の日常をじっくり描くことで人物設定を

明確にし、その後で過去の因縁に遡ってキャラクターを掘り下げていくのが効果的だろう。

　演出も平板である。第10話の運動会でさらさが転倒したシーンなど、目を剥くマンガ的演出に逃げてほしくなかった。さらさが教室

でティボルトを演じたとき、最初（第６話）が過去公演のコピー、２度目（第13話）になってようやく独自性を発揮するのだが、その差異

が的確に描出されない。ここが一番の見せ場なのだから、視線誘導などについて教員に言葉で解説させるのではなく、オーバーラップ

やパンなどアニメならではの演出テクニックで魅せてほしかった。

　もっとも、同じオーディションでの山田彩子の描き方はうまい。インサートされる回想シーンで、女友達が「やっぱ彩、かわいい。わた

しも一生友達でいたい」と笑いながら涙を流す場面は感動的である。最終３話は、最近のテレビアニメでは上位にランクされる出来と

言ってよい。

【短評】Vivy-Fluorite Eye's Song-

【評価：☆】

　私が一般的な評価よりもかなり低い点を付けるのは、主に「あざとい」作品である。視聴者はこんな描写を喜ぶだろうと先読みして制

作する---そうしたやり方では、一時的な人気は得られても、何年か経つと見向きもされなくなる。

　物語の発端は、「100年後にAIが人類抹殺を始める」「この惨事の原因を絶つべくエージェントが過去に送り込まれる」という設定。

SF愛好家ならいくつもの有名作品を想起する、何ともありきたりな話である。もちろん、だからと言ってダメとは限らない。ありきた

りな物語の中で深遠なドラマが繰り広げられるケースも、ままあるからだ。しかし、本作のキーパーソンである二人のAI---未来からの

エージェント・マツモトと、彼の指令に基づいて歴史改変を試みる歌姫型AI・ヴィヴィ---の言動は、AIと人間の対立という極限的な状

況とかみ合っていない。

　何よりも、AIがなぜ人類を抹殺しようとしたのか、その理由（ダブルバインド？バグ？）が最後まではっきりしない。このため、ある行

動が惨事を回避するのに有効だと言われても、信憑性が感じられず、マツモトの言葉を真に受けて素直に任務を遂行するヴィヴィに、

共感を覚えることができない。彼女の物語に感動する視聴者がいるとすれば、それは、「努力しているのになかなか報われない」「記憶

が何度も失われる」といった境遇に対する上から目線の同情に過ぎない。AIは人間と何が共通しどこが違うかというポイントに無自覚

である彼女の姿には、自身が人型AIであることに対する切迫感が欠けている。

AIを登場させる優れた物語作品からは、いずれもこのポイントについての明確な問題意識が窺える。HAL9000誤作動の背後にあっ

た人間の奸計を短い映像で突きつける『2001: A Space Odyssey』は、その最高峰と言って良い。眉村卓『消滅の光輪』で、もはや

万策尽き暴徒から身を守る術がなくなった司政官に対して、補佐ロボットが最後に発する言葉は、人間とAIの関係性を浮き彫りにす

る。樹なつみ『OZ』に登場する人間を愛してしまったAIは「あなたは私が守ります」と口にするが、この「あなた」が何を指すか悟ったと



き、読者は慄然とせざるを得ない。

　こうした傑作群で描かれたAIに比べると、本作のマツモトとヴィヴィは、古典的な感動作に見られるキャラの類型をなぞっただけ。内

面描写に裏打ちされたドラマは、ないに等しい。典型的な「あざとアニメ」である。

【短評】ましろのおと

【評価：☆☆☆】

　津軽三味線をフィーチャーしたアニメ。人物描写に深みがなく、プロットには無理があるが、それでも、演奏シーンの圧倒的な迫力に

呑まれてしまう。

　主人公は、名人と謳われた祖父の死をきっかけに、単身上京して自分の進むべき道を模索する少年。もっとも、彼が何を望んでいる

かは曖昧なまま。飛び入り参加したライブで素晴らしい名演を聴かせたかと思うと、人気三味線奏者を前に急に意欲をなくしたかのよ

うな凡庸な演奏をする。やる気スイッチがどこにあるのかわからず、見ていてもどかしい。

　さらに意味不明な言動を見せるのが彼の母親で、他者の意志を平気で踏みにじる傲慢な人物としてカリカチュアライズされながら、

しばしば強引にストーリーの方向性を決定してしまう。結局、ドラマのきっかけとなるモチベーションが描かれないまま、話がダラダラ

と進んでいく。主人公以外は初心者ばかりの津軽三味線愛好会が、大して練習もしていないのにコンクールで好成績を収めたりもす

る。

　そんな面白くもない話に突如として割り込んでくるのが、津軽三味線の凄まじい音響。強烈なダイナミズム、ロックやポップスとはま

るで異なるリズム感、単純なのに心を打つ音階。そこに奏者の姿と心象風景が映像として加わることで、聴覚と視覚双方からの刺激が

相乗効果を生み心を揺さぶる。特に、第５話の連弾はすごい。演奏シーンのためだけに、アニメ全12話を見通す価値は充分にある。

【短評】憂国のモリアーティ

【評価：☆☆☆】

　悪の帝王モリアーティは、ミステリー執筆に飽きたコナン・ドイルが、ホームズの最期に相応しい敵役として登場させた急造キャラ。人

物像は類型的で設定に無理があるが、そのことが逆にシャーロキアンたちを焚き付けた。「ホームズがわざとモリアーティの人物像を歪

曲したのでは」「彼が関与した事件は政治的意図で隠蔽されたのかも」---そんな議論が戦わされ、多くの作品に原作小説とは異なる

キャラとして登場する（私は島田荘司の爆笑パロディが好き）。本作も、そうした「モリアーティ異聞」の一つで、『必殺シリーズ』よろし

く、法律で裁けない悪徳貴族に天誅を下す姿が描かれる。

　モリアーティとは何者かを語る冒頭の５話は、文句なく面白い。中でも、第４話「希少な種」と第５話「橋の上の踊り子」は、短編ミステ

リアニメとして傑出した出来である。ホームズのキャラ設定がやや平凡で物語も大味になったため、第６話以降はそれほど関心をそそ

られなかったものの、 脇役の描写はかなり凝っている。特に、原作ではホームズの賞賛に値する女性とは思えなかったアイリーン・アド

ラーが、共感できる人物として思い入れたっぷりに描かれる。ただ、マイクロフトはイケメン過ぎるような気もするが…。

【短評】ふしぎ駄菓子屋 銭天堂

【評価：☆☆☆】

　子供向けと勘違いして視聴が遅れたものの、2020年のテレビアニメ全作品中、優にベストテン入りする出来。「面白不気味」とでも形

容すべき佳作である。

　ストーリーだけ追っていると、勧善懲悪の教訓臭漂うアニメと錯覚するかもしれない。しかし、画面を通じて表現された内容を読み解

けば、そんな生やさしいものでないとわかる。私が特に好きなのが、「ホーンテッドアイス」（第３話）「クッキングツリー」（第５話）「おも

てなしティー」（第10話）「ゴブリンチョコエッグ」（第17話）などで、「こんなヤバイ終わり方でいいの？」と（ニヤリとしながら）突っ込ん

でしまう。

　動きの乏しい紙芝居風の作画だが、決して手抜きではなく、懐かしくて怖い雰囲気を再現するのに最良の絵柄と言うべき。駄菓子の

陳列棚を眺めるだけで、得体の知れないリアリティを感じて、絵の中に引き込まれそうになる。

　表面的なストーリー以上のものを読み取れる眼力のある人にオススメだ。

【短評】リズと青い鳥

【評価：☆☆☆☆☆】

　人生のアイロニーを正面切って描き出した傑作。何度も見返して、人生とは何かを考えるきっかけにしてほしい。

　主要登場人物は、吹奏楽部に所属する二人の女子高校生。仲が良いのだが、一方が相手を親友未満にしか見ていないのに、他方は親

友以上の思いを抱いている。映画の中盤では、この食い違いが少しずつ拡大していき、遂には予想を超える大団円が訪れる。この大団

円は、感動的ではあるが、苦い。「ほろ苦い」などという生やさしいものではない。人の世に条理はあるが無情だということか。

　原作は、同じく京都アニメーションによってTVアニメ化された武田綾乃のラノベ『響け! ユーフォニアム』の一エピソード。ただし、

『ユーフォニアム』のスピンオフ作品ではなく、あくまで単独の作品と位置づけされる。雰囲気がTVアニメと全く異なる内容からして、こ

の扱いは正当だろう（と言うより、エリック・ロメールなど往年のフランス映画を思わせる心理劇の映画化を、よく上層部が許したもの

だ）。

　監督を務めたのは、TVアニメ『けいおん!』で監督デビューし、映画『聲の形』で批評家に絶賛された山田尚子。本作における心理描写



の巧みさは、彼女の手腕によるものだろう。『聲の形』が社会問題を前面に押し出したわかりやすい作風だったのに対して、本作の凄さ

は、二人の少女の心理をきちんと読み解かなければ理解できない。それだけに、万人受けする作品ではないものの、わかる人には生涯

の宝となるはずだ。

【短評】体操ザムライ

【評価：☆】

　こんなアニメを作ってはダメだという見本のような作品。

　一度は引退寸前まで追い込まれた体操選手が、全日本選手権で復活を目指すという王道的なストーリー。ただ、東京オリンピックの

開催を前提とした便乗企画である点を別にしても、スポーツを見世物扱いする傲慢さが許しがたい。

　３回宙返りの大技で鉄棒の銅メダリストとなったものの、以降は怪我のせいもあってパッとしないのが、主人公の荒垣城太郎。そこで

宙返りを４回に増やすという目標を立てるのだが…。まず、宙返り回数を増やすことがどれだけのダメージになるか、アニメスタッフが

理解していない。身体各部に加わる衝撃は大幅に増大し、選手生命を短縮するだけでなく、命の危険も伴う。技としても、健康増進とい

うスポーツ本来の目的からはずれ、見た目にも美しくなく、ただのアクロバットでしかない。

　ストーリーの随所に、ご都合主義の影が窺える。肩の怪我を鍼治療で克服することは、現実問題としてあり得ない（神経過敏による疼

痛でなければ）。痛みを隠して試合に臨むシーンは、悪しき精神主義そのもの。主人公の頑張りを見て自分の為すべきことを悟る忍者

アクターや、父親のせいでいじめられながらも信頼を失わない小学生の娘など、いかにも作り物のキャラでしかない。

　もっとも、第10話の演技シーンだけは素晴らしい。私は、体操の種目では鞍馬が最も好きで、特に男子選手が足を振り上げたときの

太ももからつま先まで真っ直ぐに伸びた姿態に見惚れてしまう（ヘンタイって言わないで！）。第10話では、そうした演技の魅力が丁寧

に描かれる。これだけの作画ができるのに、つまらない脚本で台無しにされたことが残念である。

【短評】ウィッチブレイド

【評価：☆☆】

　小林靖子の脚本は、母娘の愛情をうまく織り込んだウェルメイドな出来なのに、モンスターのデザインが酷すぎて楽しめない。ストー

リーとキャラデザの不調和は、エロと暴力を売り物にしたアメリカン・コミックスの原作を、設定以外はすべて作り替えたというアニメ

の成立過程に由来する。原作の設定は、魔術としか思えない不可解なテクノロジーによって、人体を究極の兵器・ウィッチブレイドに改

造するというもの。なぜか女性は半裸の人型モンスターに、男性は機械のような異形の姿にされる（男性の義体は、ウィッチブレイドの

技術を流用したまがい物だとか）。このどうにもバカバカしい設定を、真面目に脚色した小林靖子の無駄な努力に、頭が下がる。

　有能な脚本家が原作に振り回されたという点で、『ガングレイヴ』と並ぶ迷作。

【短評】Gungrave ガングレイヴ

【評価：☆☆】

　仲が良かった二人の男が、ギャングとなって裏切りと復讐の渦に巻き込まれる---というなかなか面白いストーリーに、死者を蘇生さ

せ戦闘員として使役するオカルト紛いの話が接ぎ木される。死者の大半は、思考力がないまま異様な怪力を発揮するただの化け物で、

まるで『高慢と偏見とゾンビ』（オースティンの名作小説の随所にゾンビのエピソードを挿入した超絶的パロディ）のギャング版だ。ただ

し、『高慢と偏見と…』が爆笑できるのに対して、このアニメは、笑うに笑えない。そもそも、血縁と忠義心を重んじるマフィアが、ファミ

リーの契りを無視して死者を道具のように扱うという展開は、登場人物に心理的な一貫性が感じられず話に無理がある。死者を次々

と撃ち殺して面白がるというガンアクション・ゲームを、名脚本家の黒田洋介が無理に一つの物語に仕立て直した結果だろうか。

【短評】GREAT PRETENDER

【評価：☆☆】

　珍しいコンゲーム（信用詐欺）アニメ。ポップアートを思わせる背景は美しく、音楽も画面にマッチしており、これで脚本さえ良ければ

楽しめる作品になったはずなのだが…。

　コンゲームものが成功する鍵は、「騙される快感」にある。この快感は、大ドンデン返しでは味わえない。映画で言えば、『スティング』

と『Big Deal at Dodge City（テキサスの五人の仲間）』。どちらの視聴者も、「自分は状況を把握している」という優越感に浸りつつ

成り行きを楽しんでいると、ラストでひらりとかわされる。「あ、やられた」と笑ってしまうのが、コンゲームものの醍醐味である。

　アニメで言えば、『ダーティペア』第23話「不安だわ…!? うちらの華麗なる報復」（脚本：島田満）が数少ない成功例。麻薬取引で富を

築いた男に偽の儲け話を持ちかけ、金を掠め取る算段だったが、途中で仲間が裏切り…と、ここまでは視聴者の予想通りにストーリー

が進行しながら、最後に見事な肩すかしで「騙される快感」を味わわせてくれる。

　こうした名作に比べると、本アニメはいかにも味わいが乏しい。原因は、詐欺の計画に根本的な無理があることだろう。

　信用詐欺は（誉めるわけではないが）知的な犯罪であり、偶発的な要因を可能な限り取り除いて、初めて成立する。偶発性が排除され

ているからこそ、物語の作者は、視聴者の心を自在に操り軽やかに騙せる。ところが、本アニメでは、爆発や銃撃などの制御不能な出

来事が起きたり、被害者側に事態を回避するための選択の余地が残されていたりする。ある人物がどう行動するか、状況から見て誰も

読み切れないはずなのに、なぜか詐欺師たちが望んだとおりの結果となる。

　実際、作中で実行される４つの詐欺は、各エピソード終了後に冷静に振り返ると、どれも幸運な偶然によってうまくいったにすぎな



い。整合的な脚本で楽しませるのではなく、端から視聴者を騙してやろうと企み、ラストで話をひっくり返しただけである。楽しがって

いるのはスタッフばかりで、視聴者は置いてけぼりだ。

【短評】アクダマドライブ

【評価：☆☆☆】

　破滅的な戦禍を経て徹底した管理社会と化した未来の日本を舞台に、常識的な規範から異様に逸脱した怪物的犯罪者・アクダマたち

が、世間を混乱の極に陥れる過程を描いたピカレスクロマン。一応、キーパーソンとなる兄妹の救出という“正義っぽい”目標が示され

るものの、あまり真に受けない方がいい。

　見所は、サイバーパンクを思わせるド派手でシュールな映像。５人のアクダマの所業は、いずれも超絶的すぎて笑ってしまう。例えば、

一見妙齢の美女のような医者は、腹を裂かれても自ら外科手術して治すハイパーテクの持ち主。このテクを悪のために用いたら、何が

出来るかと言うと…。

　こんなアクダマたちが暴れ回るのだから無敵かと思いきや、そうでないところに、このアニメの面白さがある。余人の追随を許さない

超人的なエイハブですらモビィ・ディックには全く歯が立たなかったように、アクダマたちも、社会そのものという圧倒的な巨悪を前に

難渋する。そこに巻き込まれたのが、イシュメイルならぬ「常識を持った一般人」。彼女の凡人らしい発想が、詰んだはずの盤面をひっく

り返す。

　アクダマの中で唯一ダークヒーローらしい面影をたたえた運び屋が、何ともカッコイイ（個人的には、処刑課の“師匠”も渋くて好きだ

が）。

【短評】アオハライド

【評価：☆☆☆】

　主人公の双葉は、中学時代に思いを寄せながら突然の転校で姿を消した洸と、高校に入って再会する。ところが、彼の性格は、昔とは

大きく変わっていた…

　アニメ『アオハライド』は、思春期のどうしようもない心の揺らぎを、静かに、しかし暖かく描き出す。ドラマチックに盛り上げることは

せず、何度も繰り返される勉強会の描写など、日々のちょっとした出来事をピックアップしたシーンが、見る者に切ないほどのリアリ

ティを感じさせる。

　特筆すべきは、すべての人物に優しく注がれる作者（原作・咲坂伊緒、シリーズ構成・金春智子、監督・吉村愛という女性トリオ）のまな

ざし。いじめのシーンでは、いじめる側も決して悪意の塊ではなく、同調圧力の中で何とか自分の立ち位置を確保しようと足掻いてい

ることが、言動の端々から浮かび上がる。

　私が特に興味を持ったのが、家族と洸の関係性である。あることが原因となってうまくコミュニケーションがとれないものの、決して

互いに嫌ったり無視したりする訳ではない。第12話で、洸が「おかえり」と言い父親が「そうか…ただいま」と返すシーンでは、泣きそう

になった（第11話での母親の電話シーンは反則的である。本気で泣いてしまった）。

【短評】超訳百人一首 うた恋い。

【評価：☆☆☆】

　初放送時に見たときには、過剰なまでに技巧的な表現テクニックにややうんざりさせられたが、最近になって再見したところ、こうし

た技巧をやり過ごして人間関係に注目すると、なかなかよくできたドラマだとわかった。特に、聡明で機知に富みながら、恋愛運のな

かった清少納言に心惹かれる。

【短評】バンブーブレード

【評価：☆☆☆】

　部員不足で廃部寸前だった女子剣道部に、少しずつ個性的な部員が集まり、地方大会に出場するまでになる---というと、いかにも

部活アニメの王道のようだ。だが、王道を外れてからの方が面白い。

　この逸脱は、アニメのストーリーが連載中の原作マンガ（未読）に追いついてしまい、第19話から倉田英之（脚本）によるオリジナルの

展開になった結果として生じた。原作では５人の剣道部員が対等に描かれるらしいが、アニメでは、川添珠姫という、いかにも倉田好

みのキャラにスポットライトが当てられ、第19話以降では、オリジナルキャラの鈴木凛とともに完全に主役となる。

　珠姫は、幼少時より剣道一直線の生き方をしてきたため、技量は圧倒的であっても、勝負の駆け引きができない。倉田が愛するの

は、『神のみぞ知るセカイ』の汐宮栞や『俺の妹がこんなに可愛いわけがない』の黒猫のように、一つことにのめり込むあまり、人間とし

て欠けたところのある少女。珠姫は、正にそのタイプである。彼女が、より高い境地から剣道のあり方を見つめ直す終盤は、倉田脚本の

真髄が味わえる佳編である。

【短評】あさっての方向。

【評価：☆☆☆】



　思春期には、多くの少年・少女が精神と肉体の食い違いに悩み、現実とは異なる自分への変身を空想する。ただし、こうした空想をそ

のまま映像化すると、自虐的で品のない作品に堕す危険性がある。本作は、同種のアニメの中では、（『ココロコネクト』『青春ブタ野郎

はバニーガール先輩の夢を見ない』などよりも）好意的に評価できる佳作である。

　両親と死別した小学生の五百川カラダは、従兄弟の尋に養ってもらうことに負い目を感じており、早く自立することが願い。一方、尋

の恋人で変な別れ方をした野上椒子は、過去を精算し別の人生を送れたら…と思っている。この二人が、祠に納められた願い石にそれ

ぞれの思いを伝えたところ、カラダは大人に、椒子は子供に変身してしまう。二人がこの異常事態にどう対処するかが、基本ストーリー

となる。

　このアニメの長所は、やろうと思えばいくらでもできるコミカルな展開やエロチックな描写が抑制され、二人の女性が共に本気で思

い悩むところ。大人になれば自立できると信じていたカラダが、社会的には無能者であることを思い知らされる場面は、切々と胸に迫

る。

　派手な描写がなく人気は乏しいものの、隠れた名作と言ってよい。

【短評】アルテ

【評価：☆☆】

16世紀初頭のフィレンツェを舞台に、当時はほぼ皆無だった「女性の画家」であるアルテの頑張りを描くアニメ。ただし、その描き方

は類型的で、女性が社会で活躍するためには何をすべきかという点に目を向けることはない。

　当時の画家は今で謂うインテリア・デザイナーであり、教会や王侯貴族の邸宅の内装を手がけていた。漆喰塗りや扉・手すりの制作な

ども行うため、多くの肉体労働者から構成されるチームとして活動する必要があった。工房が男性ばかりだったのはそのせいであり、

必ずしも女性差別という訳ではない。女性が画家として自立するには、女性的な感性を生かした絵画が一個の芸術作品として認めら

れる必要がある。

　ところが、アルテは自分の置かれた立場を深く考えず、仕事にありつくためには男並みの馬鹿力を発揮するばかり。アニメ『二十面相

の娘』で、重い荷物を運ぶように命じられた（運べずに盗賊団への加入を諦めると思われた）チコが、横倒しにしたビール瓶を並べてコ

ロ代わりに使ったのと比べると、あまりに能がなさ過ぎる。

　手を描いたアルテの落書きが、別してたおやかで優しいことを示しながら、それをきっかけに話を拡げようとはせず、すぐに別の物語

を始めてしまう。実在の名画をいくつも画面に登場させたにもかかわらず、そこに込められた新しい工夫（例えば、マリアを崇拝すべき

聖母ではなく愛らしい少女として描いたコレッジオ作品のような）を使って、アルテの進むべき道を暗示することもしない。

　女性芸術家の先駆者として知られる12世紀のヒルデガルト・フォン・ビンゲンは、知的な戦略によって女子修道院の改革を進め、そこ

で多くの絵画・音楽・戯曲を制作した。女性が活躍するには、こうした戦略性が必要なのである。その点に目を向けなければ、単なる頑

張り屋の話にしかならない。

【短評】WHITE ALBUM

【評価：☆☆☆】

　ねっとりじっとり陰々滅々---そんな男女の姿をこれでもかと見せつける作品だが、私は嫌いではない。

　主人公は、優柔不断で頼りなく、全く魅力を感じさせない男性。なのに、何人もの女性からいっせいに好意を持たれる。この不自然な

展開は、原作が18禁アダルトゲームで、由綺という本命がいながら、別の女性に言い寄られてなびく男の話だから。多くのユーザの嗜

好に応えるべく、さまざまなタイプの女性を攻略する分岐ルートを用意した恋愛シミュレーションである（らしい、私は未プレイ）。

　ところが、アニメ化するに当たって、こうした個別のルートを一つのストーリーラインに無理にまとめ、多くの女性と同時並行的に恋愛

関係になる流れにした。その結果、恋愛のワクワク感はどこへやら、恋することの不自由さ、他者も自分も思い通りにならないもどかし

さが前面に押し出され、「ハーレムは（本当に）つらいよ」的なアニメとなった。そこが逆に面白い。

　舞台となるのは、ファッションも音楽も昭和の雰囲気が濃厚に漂う芸能界。携帯電話がなく、公衆電話から連絡を取り合うが、何度も

すれ違いが繰り返される。芸能事務所に使い潰されるアイドルや、人権を平然と無視する芸能レポーターの存在が、何とも昭和的。か

つて天才と騒がれながら、才能を蕩尽し自壊していく緒方英二の姿に、某有名ミュージシャンの影が重なって見える。

　イラスト風のショットや内的独白を表す文字を挿入するテクニックも、なかなかのもの。次回予告の線画も興味深い。

　水樹奈々が歌うOP曲『深愛』は、いかにも昭和歌謡っぽい作品で、エロゲー由来の曲が紅白で歌われるという快挙を成し遂げた。

【短評】LISTENERS

【評価：☆】

　近年は漫画やゲームのアニメ化に携わることの多かった名脚本家・佐藤大（『カウボーイビバップ』『交響詩篇エウレカセブン』『Ergo

Proxy』）が、久々にオリジナルストーリーの長編アニメを担当すると聞いて、かなり期待したのだが、見終わった後、何とも言えないも

やもや感に襲われた。元ネタのわからないパロディ、何の寓意か不明なアレゴリー、波瀾万丈の大長編が砕け散った後の断片---そんな

ものの集積としか思えないのである。

　『インタビュー「LISTENERS リスナーズ」佐藤大（原案・シリーズ構成）- 少年と少女、音楽とロボットが化学反応を起こす物語』

（Rooftop 2020.04.30）によると、もともと、じん（ミュージシャン）と橋本太知（プロデューサー）による「音楽とロボットをテーマに

したオリジナルのアニメ」という企画があり、これに、橋本と仕事をしたことのある佐藤大が加わって話を膨らませたようだ。ロード

ムービー風の中間部（第４話と第７話は面白い）は、佐藤のアイデアによるものらしい。コアスタッフには音楽フリークが多く、みんなで

ネタを出し合ったとのことで、音楽に詳しくないとついて行けないストーリーは、どうやら確信犯的に練り上げたものらしい。



　私のようなロックに無知なクラシックファンは、門前払いと言うことか。

【短評】かくしごと

【評価：☆☆☆】

　最終回があまりにつまらなかったので星２つにしようかと思ったが、それでは、20年春アニメに３つ星以上の作品が皆無という悲惨

なことになるので、大甘評価で星３つにした。

【短評】無責任艦長タイラー

【評価：☆☆☆】

　その昔、植木等演じる全然平均的でないサラリーマン・平均（たいらひとし）を主人公とした映画『ニッポン無責任時代』がヒット、タイ

トルに「無責任」を冠したシリーズが制作されたが、本アニメの原作『宇宙一の無責任男』は、主人公の名前もジャスティ・ウエキ・タイ

ラーで、映画のオマージュとなるラノベらしい（私は未読だが、映画同様、荒唐無稽なギャグの連続だとか）。もっとも、アニメ化にあ

たって内容が大幅に変更されたようで、反骨心に溢れた愛すべきキャラが戦争の愚かしさを暴く快作となった。

　軍隊とは上意下達が基本の組織で、命令に反すると軍法会議は必至、銃殺もあり得る。無責任など許されようはずがない。そんな

中、一癖も二癖もある愚連隊を集めたオンボロ駆逐艦「そよかぜ」の艦長を押しつけられたタイラーが、無意味な戦闘をいかにして切り

抜けるか。一見、奇跡的な幸運に恵まれたようでありながら、その実、人間に対する深い信頼に支えられた毅然たる行動がもたらす結

末は、見る者に深い感銘を与えるだろう。

　制作年のせいで、ギャグや作画はやや古臭さを感じさせるものの、何話か見るうちに脳が慣れてくる。第６話「トカゲのしっぽのしっ

ぽ」まで見続ければ、作品の真価がわかるはず。テレビシリーズの他、OVA『ひとりぼっちの戦争』『地上より永遠に』も見応えがある（た

だし、リメイク作品『無責任ギャラクシー☆タイラー』はガッカリする出来）。

【短評】ソマリと森の神様

【評価：☆】

　子供を連れた孤独な旅人が各地を転々と放浪する物語は、『家なき子』をはじめ、多くの文学、映画、漫画、アニメで繰り返し描かれた

定番中の定番である。よほどのヘマをしなければ、それなりに感動を与えてくれるはず。ところが、『ソマリ』は、見ているだけでムカム

カするほどつまらない。「もう少し考えて作ってよ」と言いたくなる。

　原作漫画はごく一部を読んだだけだが、それでもアニメよりかなり上出来とわかる。幼女の表現が的確で、その気持ちを推し量るこ

とができるからだ。しかし、アニメでは、「子供が出てきたらこう描く」という類型に則ってストーリーをなぞるだけで、登場人物の気持

ちに寄り添いながらキャラを膨らませるという基本作業を怠っている。現実の幼児は、子供に接した経験のない人が思う以上に論理的

であり、会話能力が低いため言葉にできないものの、世界に対する深い洞察を心の内に秘めている。そうした幼児の内面を、時間的広

がりを持つ映像の中で描出することが、アニメーターの使命のはず。

　にもかかわらず、主人公のソマリは、こまっしゃくれてきかん気の強いガキにしか見えない。内面性が全く感じ取れないのである。ア

ニメーターたちは、異世界を派手に描くことばかり気にしているようだ。

　妙に押しつけがましいソマリの声も気に障るが、これは、声優（水瀬いのり）ではなく、監督ないし音響監督の責任だろう。自分を守っ

てくれる唯一の存在が、実はかなり脆弱であることに気がついたとき、子供はどんな声を掛けるのか---その状況をリアルに想像でき

たならば、こんな声質にはしなかったはずである。

【短評】オーバーロード

【評価：☆☆】

PCゲームの世界に転生するという、最近やたら目立つ類型的作品の一つ。主人公が異様に強く、どんなバトルでも決して負けないと

いう点も、多くの作品と共通する。初めのうちはどうにも他愛のない内容で、大人が見る価値はない。

　ただし、後になって登場する脇役が面白い。可憐で心優しいのに、なぜか一部の王族から「化け物」と呼ばれるラナー王女（第２期に登

場）はその一例。原作はライトノベルだが、ラノベ作家には小説を書き慣れていない若手が多く、優秀な編集者が付いて適切な助言を

与えると成長することがある。「キャラが平凡すぎる」とでも言ってあげたのだろうか。

【短評】夏のあらし！



【評価：☆☆☆】

　戦争の悲劇を背景に、幽霊譚とタイムワープもの、そのほか、さまざまなファンタジーやSFの要素をふんだんにちりばめたコメディ。

新房昭之（監督）らしい華麗な表現テクニックが楽しめる。OPアニメやCパートの仕掛けも見もの。

　大林宣彦監督『転校生』のパロディ「勝手にしやがれ」（第8話）や、タイムパラドクスSFをひねった「HERO」（第9話）も面白いが、私が

好きなのは、「みずいろの雨」（第２期第４話）。いくらテンパったとしても、そこまでミスるかという潤のドジっぷりが可愛い。

　第１期第１話は新房がやり過ぎてスベったので、第２話から見た方がいいだろう。

【短評】黄昏乙女×アムネジア

【評価：☆☆☆】

　設定は本格的なホラーなのに、個々のエピソードはコメディという不思議な作品。軽い笑いにまみれた中に、突如、異様に恐ろしい事

件が勃発する。その落差を受け止められるだけの耐性があれば、それなりに楽しめるだろう。

【短評】ドロヘドロ

【評価：☆☆☆】

　なんで、こんなにドロドロでグチャグチャでムニュムニュな作品が、これほど面白いんだろう？ 魔法が使える異世界なのに、なぜ馴染

み深く懐かしいの？ 見ながら頭の中がクエスチョンマークで一杯になってしまうが、おそらく、超常的で下世話、卑近でファンタス

ティックな作品世界が、そう感じさせるのだろう。寂れた工場や薄汚い大衆食堂が並ぶ裏町を魔法使いが獲物を求めて彷徨い、最高の

食材を盛り付けてグリルで焼くと香ばしい人造人間ができあがる。おぞましすぎて笑ってしまい、恐怖が極まって楽しくなる。

　雑多に入り交じるエピソードには、食べ物とトイレに関わるものが多い。レストランのトイレは“炎洗式”で、用を足すと地獄から炎が吹

き上がって汚物を焼き尽くすとか。コワッ！ 体が溶け巨大なパイに変えられた男は、魔法を解除すれば元に戻れたかもしれないのに、

むしゃぶりついた腹ぺこ少女が腹を下しておじゃんに。

　全話を２～３回ずつ見たが、ストーリーはよくわからない。記憶を失ったトカゲ頭の主人公カイマンが、友人の筋肉美少女ニカイドウと

自分の素性を探る話がメインで、そこに、あらゆるものをキノコに変える（後で料理に使う）魔法使いのエンや、仲間の殺し屋コンビ・シ

ン（覆面を脱ぐと、あっ、イイ男）とノイの物語が絡む。ほんの少しのミステリ風味はあるものの、基本的に筋はあってなきがごとし。特異

な設定を楽しむ作品と心得るべし。

【短評】歌舞伎町シャーロック

【評価：☆☆☆】

　主要登場人物の名前をコナン・ドイルの“聖典”から拝借しており、作中で起きる事件のトリックにも共通項が見られるものの、パロ

ディやパスティッシュ、パクリの類いではなく（もちろんオマージュでもなく）、ドイルの小説とは似ても似つかぬ奇天烈な人間ドラマ。

近年、「ちょこっと謎めかした」ライトミステリが人気を呼んでいることから、すでに著作権の切れたホームズ物を利用して、歌舞伎町を

舞台とするコミカルなミステリアニメを企画したと推測されるが、シリーズ構成・脚本の岸本卓が本気を出しすぎたのか、後半はかなり

重苦しい展開になる。

　働き者できれい好きなハドソン夫人がバーを経営するひげ面のオネエに、老獪な犯罪界の帝王モリアーティが歌舞伎町イレギュラー

ズの高校生隊長に、“聖典”のワトソン夫人である才女メアリ・モースタンがコギャル探偵メアリ・モーンスタンにと、オリジナルの人物像

をこれでもかと変形したキャラ設定が楽しい。私が最も笑ったのは、潔癖で童貞の探偵・京極冬人（モデルは、あの作家だよね～）。ギャ

グがどぎついので人によって好悪が分かれるだろうが、私は嫌いでない。

【短評】虚構推理

【評価：☆】

　オカルトとミステリを合体させたアニメ。同種の作品には、『心霊探偵 八雲』『tactics』『真夜中のオカルト公務員』などがあるが、ど

れもあまり成功したとは言えない。理由ははっきりしている。オカルトものだから作者が思いつくまま非現実的な要素を導入できてし

まい、すっきりとした合理的な解決が得られないからである。

　本アニメでメインになるのは、事故死したアイドルの幽霊とされる鋼人七瀬の正体を巡る謎だが、本当に幽霊なのだから、真相を明ら

かにしても解決にはならない。この現象に対してSNSの参加者を納得させる合理的な解釈をつけることが、探偵役の岩永琴子に与え

られた課題である。ところが、彼女が提示するのは、どう考えても納得できるはずのない不合理な解釈。小説ならば、次々と観念的な

文言を繰り出して読者を幻惑させることが可能だが、アニメになると、迫力のないバトルシーンを差し挟みながら、絵入りの説明をダ

ラダラと続けるだけなので、説得力も何もあったものではない。ところが、なぜかSNSの参加者は、この舌足らずの主張になびいてし

まう。「そこは突っ込みどころだろう」と画面の外から突っ込んでしまった。

【短評】推しが武道館いってくれたら死ぬ



【評価：☆☆】

　シンプルなアイデアに基づく作品のため、途中でネタ切れとなって後半単調になったのが惜しまれるものの、第３話までは素晴らし

い。

NHKが本気を見せた怪作『ねほりんぱほりん』では、売れない地下アイドルがライブ後の物販で涙ぐましい努力を強いられるさまが描

かれ、「そこまでしてアイドルでいたいか」と突っ込んだものだが、本アニメで取り上げられたのは、それよりほんの少しマシな程度の弱

小アイドル。数十人のファンから熱い声援を送られ、何とも嬉しそうに微笑む姿に泣けてしまう。

　そんなアイドルグループChamJamの中でもひときわ人気のない舞菜を熱狂的に推すのが、主人公のえりぴよである。内気な舞菜は

好意をうまく伝えられず、二人の思いはすれ違ってばかり。第３話でえりぴよは、電車内でプライベートの舞菜とばったり出会うが、「ご

めん、車両変えるから。次の駅で降りるし」と会話もせずに立ち去る。

　わかるよ、えりぴよ、よくわかる。それが無償の愛なんだね…うん…（わかりすぎて、我ながら怖い）。

【短評】さらい屋 五葉

【評価：☆☆☆】

　人生の悲哀をしみじみと感じさせる時代劇アニメ。子供に見せるのはもったいない。グラスを傾けながら、独りでじっくり味わいたい

作品だ。

　登場人物の誰もが、周囲の無理解や社会のしがらみによって、思いがたわめられ生きづらさに苦悩する。それでも、大人はかすかな

笑みを浮かべて生き続けなければならない。コミュ障のせいで仕官してもすぐに解雇され、少し腹黒い弟に家督を譲ることになった主

人公の浪人をはじめ、愛娘を辱められた過去を持つ心優しい大男や、養子に入った家で嫡子が生まれ養父に裏切られた青年など、悲

惨な人生なのに絶望することなく、昏い情念を押し殺して世を過ごす。いつの時代も、人生はままならないということか。

　原作は、オノ・ナツメのマンガ。彼女の作品は、キャラが控えめで派手なシーンに乏しく、一見、アニメ向きではなさそうに思えるもの

の、意外に相性が良いらしい。おそらく、表面的にはストーリーが淡々と進みながら、その背後に奥深い物語を潜めるという手法が、ア

ニメ作家の意欲に火をつけるのだろう、これまで、『リストランテ・パラディーゾ』（監督：加瀬充子）、『ACCA13区監察課』（監督：夏目真

悟）、そして本作（監督：望月智充）がアニメ化されたが、いずれも大人の鑑賞に堪える佳作である。

【短評】幕末機関説 いろはにほへと

【評価：☆☆☆】

　勝海舟や土方歳三らが活躍する幕末の動乱を後景、時事ネタを再現して演じる劇団を前景に据えた二重構造のプロット、坂本龍馬の

暗殺を防げなかったと悔やむ青年剣士と、両親を謀殺した仇を追い続ける美しい女座長という魅力的なキャラ---このままストレート

に展開すれば、素晴らしいアニメになったはずなのにと惜しまれる作品である。残念ながら、オカルト好きという高橋良輔（原作・総監

督）の性格が悪い方向に作用して、後半で結構が崩れてしまった。

　高橋の作品は、『装甲騎兵ボトムズ』『ガサラキ』でも、途中からストーリーにそぐわないオカルト要素が入り込んで流れを妨げる。『い

ろはにほへと』では、世界に争いをもたらす「覇者の首」が榎本武揚に取り憑き、蝦夷を巡る無用な動乱を引き起こすという展開。それ

だけなら史実に則ったエピソードを装えたはずだが、なぜか五稜郭が難攻不落の要塞に変貌したり、二人の主人公が「永遠の刺客」と

して戦うなど、はっきり言って、終盤には訳のわからない話が続く。

　面白い部分だけ抜き出せば、星をもう一つ加えて良い秀作なのだが。

【短評】甘城ブリリアントパーク

【評価：☆☆】

　「寂れた遊園地をいかに再生するか」というプロットが、「テーマパークのキャストが本物の妖精」という設定とバッティングして、面白

くなりそうな話なのに一向に盛り上がらない。

　遊園地再生の成功譚には、ハウステンボスやピューロランドなどでのケースが知られている。基本的な方針は、どこも同じである---

「具体的な行動を通じて従業員の意欲を引き出し、客を楽しませることに徹したオンリーワンの仕掛けを作り上げる」。ところが、甘ブリ

の場合、キャストが妖精だという時点ですでにオンリーワンのパークであり、主人公・西也の打ち出す対策は、低価格による集客やサッ

カー試合の開催などパークの実情にそぐわないもの（低価格路線が遊園地再生にあまり効果のないことは、ハウステンボスなどで示さ

れている）。おまけに、西也の秘書としてキャストとの対応に当たる千斗は、銃を振り回すばかりで人間的な性格設定がされておらず、

キャストの意欲を引き出すにはほど遠い。後半で本物の妖精が活躍するアトラクションに観客が熱狂するが、はじめからこれをやって

いればと思ってしまう。

　全体的に言って、ストーリー展開にかなり無理があり、キャラの滑稽な仕草で視聴者を面白がらせるに留まる。現実的な課題をファン

タジー設定の枠内で取り上げるのがいかに難しいか、アニメ作りにおいて他山の石となりそうな作品だ。

【短評】サカサマのパテマ

【評価：☆☆☆】

　大災害によって重力が逆転した世界に生きる地底人が、通常の重力を受ける地上人と出会ったとき、何が起きるかを描いた作品。



　何と言っても、圧倒的なスペクタクルに感服。最近のアメリカ製スペースオペラなど、子供だましにしか見えない。上下が反転すると

きのゾクゾク感は、アニメならではのリアルな感興で、この作品に出会えた喜びに心が満たされる。

　残念ながら、脚本が弱い。SF的な設定が非科学的なのは致し方ないが、独裁者の描写があまりに類型的で展開が読めてしまい、視聴

者に「自分がそこにいたらどうしよう」と思わせるだけの切迫感がない。せっかくのスペクタクルを生かし切れていない憾みがある。

【短評】RD 潜脳調査室

【評価：☆☆☆】

50年間の昏睡から目覚め、老人の肉体と青年の心を併せ持つことになったかつてのダイバーが、サイバーパンク以来お馴染みの「電

脳空間へのジャックイン」を、まるで海中へのダイビングのように実践するというお話。電脳空間が現実の海とつながっているという、

科学的には怪しげな設定だが、Production I.Gによる映像が美しいので、野暮な突っ込みは止めておこう。無理に大団円をデッチ上

げたようなラスト６話を除くと、他は電脳空間を舞台とした１話（１編だけ２話）完結のエピソードであり、それなりに楽しめる。演出はや

や平板で、ウェルメイドな脚本を生かし切れていない憾みがある（例えば、第９話に登場する技術課の課長が、有能かつ誠実であるが故

に課員から信頼されていることが映像できちんと描かれていれば、後半の展開はもっと感動的になったはず）。ただし、第10話「至高

の話手」は、キューブリック『2001: A Space Odyssey』の白く輝く部屋を彷彿とするシーンが素晴らしく、繰り返しの鑑賞に堪える

傑作である。

　登場する女性キャラはすべてぽっちゃりタイプで、人によっては馴染めないかもしれない。私は、最近目につく「胸だけ大きな幼女体

型」にうんざりしている口なので、こうしたキャラデザは嬉しい（もっとも、ズボンを履いたソウタより隣に立つホロンの生足の方が太

かったのには、笑ってしまったが）。

【短評】Fairy gone フェアリーゴーン

【評価：☆☆】

　『天狼』『色づく世界の明日から』に続くP.A.WORKSのオリジナルアニメだが、またしてもストーリーに芯がなく、美麗な作画が活か

されていない。『Fairy gone』の舞台となるのは、妖精と呼ばれる異形の生き物が兵器として利用される前近代ヨーロッパ風の異世

界。妖精を操るための妖精書や人工妖精を巡って繰り広げられる国家的な謀略に、ヒロイン・マーリヤらが巻き込まれるというストー

リー。しかし、妖精がどんな存在かが視聴者に伝わるように描かれておらず、激しいバトルの場面でも迫真性が全くない。妖精に攻撃が

加えられるシーンでマーリヤが苦しそうな表情を見せるものの、何を苦しがっているのかわからないので、逆に笑ってしまう。

　ここで「わかる／わからない」とは、妖精の正体を問題にしているのではない。『進撃の巨人』では、巨人の正体はなかなか明らかにさ

れない（し、明らかになった途端に迫力が半減した）。だが、「圧倒的な強者で本能のまま人間を食らう」という特性だけは明確にされて

おり、そのことが、見る者に異様な恐怖感を与えた。妖精が何であるかはわからなくてもかまわないが、何を感じどんな欲求を持つの

かがわからないと、彼らの行動に対して反応しようがない。

　ヒットする作品とは何か－－ヒッチコックの言葉が参考になる。曰く、家に帰った娘がどんな内容だったか母に訊かれたとき、「あの

ねお母さん、貧しい青年がいて…」と説明できるような作品である。プロットが明確で、見る者が作品世界に入り込めることが大切なの

だ。オリジナルストーリーにこだわるのもいいが、企画立案の際に、何を最優先させるべきかを第一に考えてほしい。

【短評】PSYCHO-PASSサイコパス3

【評価：☆☆】

　アニメ史上に残る傑作だった第１期を受けて続編（２作）や劇場版（４作）が作られたが、虚淵玄（第１期脚本）による当初の設定からど

んどんと遠ざかるばかり。虚淵が描き出したのは、高度な監視網を利用して犯行以前に犯罪者を摘発するディストピアだった。ところ

が、続編を作るに当たっては、公安局刑事課の構成を固定し、取り締まられる側の人物をエピソードごとに変えた方が、単純なプロット

の上にさまざまなヴァリエーションを展開できるため、新規の視聴者にもわかりやすく都合がよい。この方針で制作された結果、ディス

トピアものとしての性格は薄れ、公安局と犯罪的集団の対決という安直な物語に後退した。

　第３期となる本作も、対決の構図は単純。冒頭から奇怪な事件が連続して起きるので、深遠な物語が展開されていると錯覚する視聴

者もいるだろうが、複雑に見えるのは異質な事件を串ダンゴのように次々と付け加えているからにすぎない。過去作の登場人物を再

起用するものの、人間的な厚みが充分に描かれておらず、単なるファンサービス（弥生がやけに素直な性格になっているし）。第１期で

作品の幅を拡げる重要な要素だった監視官と執行官の心理的対立も目立たず、見ていて両者の区別がほとんど付かない。第１期が異

形の傑作だとすれば、第３期は端正な凡作である。

　シリーズものの場合、アニメ以外にも、第１作の設定が後続作品で活かされないケースは少なくない。日本映画で言えば、『陸軍中野

学校』の第１作は、良心的愛国者が国を愛するあまり最も非人間的な行為に手を染める悲劇を描いたものだったが、第２作以降は、日

本人スパイが国に仇なす悪人を退治する痛快活劇に変貌した。ハリウッド映画ならば、反戦的な第１作から好戦的な第２作以降へとベ

クトルが反転した『ランボー』のようなケースもある。第１作のヒットでキャラクターが金づるになると踏んだプロデューサーの節操のな

さが、何ともうとましい。

【短評】BEASTARS

【評価：☆☆】



　擬人化された動物の高校生活を描く物語で、情欲の表現が人間よりも生々しい点に特色がある。ディズニーアニメでも、服を着て２

本足で歩き人語を話す動物が登場するが、これは、「実は動物だ」という表現の枠を設けることで、人間的な特性を減殺するためのテク

ニックである。ちょっとしたことで異常に怒り出すのが人間ならば、不気味で敬遠したくなるのに対して、それがアヒルの場合、気兼ね

なく笑い飛ばすことができる。ところが、『BEASTARS』における擬人化動物たちは、人間性が減殺されるのではなく、動物性がプラス

されている。肉食獣は心の内で草食獣を捕食したがっており、草食獣は短い一生の間に子孫を作らなければと性欲が強い。こうした情

欲がいつ噴出するかを巡って、ドラマが展開される。

　もっとも、さすがに動物的な情欲に対しては、なかなか共感できない。このシーンでハイイロオオカミはドワーフウサギにどんな感情

を抱いているのか、画面で説明されるまでわからないし、説明されても腑に落ちないことがしばしば。新しい試みだとは思うものの、

どこか空回りしている印象を受ける。

　キャラデザはいかにも平凡。オープニングアニメのような3Dで全編を制作したら、グリム童話を彷彿する不気味なファンタジーに

なって面白かったかも。

【追記】2021年に放送された第２期は、ピナやイブキなど、性格が重層的で興味深いキャラが登場したこともあって、設定に頼りすぎて

ドラマが希薄だった第１期より楽しめた。

【短評】本好きの下剋上

【評価：☆☆】

　司書就任の直前に頓死した女子学生が、中世ヨーロッパ風の異世界に幼女マインとして転生、生前の夢を叶えるべく、書物のない世

界で本作りから始めるという物語。しかし、なぜ本作りなのかという動機の曖昧さがあるため、今ひとつ作品世界に入り込めない。

　異世界や遠い過去に飛ばされた主人公が、以前の記憶や知識を頼りに社会に変革を起こすというストーリーは、アメリカにおけるSF

黄金時代から人気があった。最も有名なのが、ディ・キャンプ『闇よ落ちるなかれ』（1939）で、雷に打たれてローマ帝国末期にタイムス

リップした主人公が、アラビア数字による計算法や簿記、印刷・通信技術を広めることで、中世暗黒時代の到来を防ごうとする歴史改

変もの。日本のサブカル作品ならば、中世風の異世界で現代的な科学技術に基づく改革を主導した少女魔王を描くラノベ『まおゆう魔

王勇者』（2013年にアニメ化）がある。こうした先行作品では、現代的な知識を用いて社会変革を進めるという明確な目標があり、話

がどの方向に進んでいくかわかりやすい。

　ところが、マインがなぜ本を作ろうとするのかは、謎である。司書志望の人には読書家が多い。彼らは本を読むのが好きなのであっ

て、本が並んでいるのを見るだけで嬉しがるわけではない。マインが転生したのは本のない世界なので、製紙・製本技術を開発したと

しても、誰かが執筆しない限り、読むに値する本は作れない。生前に読んだ本を再現するためには、記憶がはっきりしている間に書き

起こすべきなのだが、マインが書物の内容を覚えているようには見えない。異世界には魔術や宗教に関するわずかな書物はあるもの

の、これが読みたいのならば、自分で本を作る理由はない。マインが本作りに必死になるほど、「なぜ？」という疑念が頭をもたげる。

　こうした動機の曖昧さに加えて、本作りの過程で直面する障害に対して、しばしばご都合主義的な解決がなされるのも感興を削ぐ。

例えば、紙の原料として最適な植物が突然見つかったり、製紙工房に気前よく資金を提供してくれる人が現れたり…。小さな女の子が

大人顔負けの知識を披露するシーンは面白いが、そこから話は広がらない。不完全燃焼感ばかりがいや増す作品である。

【短評】BLUE GENDER

【評価：☆☆☆】

　知能の低いモンスターの襲撃を受け絶滅の瀬戸際に追い詰められた人類が、常識破りの技術や超能力を駆使して反撃を試みるアニ

メには、これまで、『GOD EATER』『ダーリン・イン・ザ・フランキス』『トータル・イクリプス』『ブラック・ブレット』などがあったが、本作

は、この種の作品中、最も出来が良い（ただし、秀作と言えるほどではない）。私が長所として評価するのは、人類滅亡という危機にふ

さわしく、余計な萌え描写やギャグがない点。自分の命も危うい切迫した状況にすべてのキャラが真剣に対峙しており、リアルで迫力

がある。巨大ロボットが登場するが、高橋良輔（企画協力として参加）のリアルロボット・アニメの伝統を受け継いでおり、機体に対する

過剰な思い入れがなく、取り替え可能な兵器として扱われる。制作年度が古いので、作画は現在のアニメほど緻密ではないものの、状

況がわかるようにしっかり描写しており、（少なくとも私には）不満がない。重要キャラかと思われた登場人物が次々に殺され、肉体が

ずたずたにされる残虐場面も多いので、注意が必要（私は、スプラッターになりそうなシーンでは目をつぶっていた）。

　なお、終盤にテレビアニメとしては珍しいセックスシーンがあるが、絶望的な状況下で男女が愛を確かめ合うものであり、必然性が

あって美しい。

【短評】91days

【評価：☆☆☆】

　日本では珍しい冷酷なギャングアニメの佳作。『ワンス・アポン・ア・タイム・イン・アメリカ』のような重厚なギャング映画が好きな人向

きで、お子ちゃまは見ない方がよい。ギャグはもちろんロマンスすらなく、男同士の友情が物語に花を添えるかと思いきや…

　復讐ものだが、『忠臣蔵』のように大衆から喝采を浴びる爽快な復讐劇とは一線を画する。見終わった後、復讐者がどんな計画を練っ

て行動に移したかをじっくり考えると、腹の底に重石が入ったような言い知れぬ怖ろしさを覚えるだろう。

【短評】PERSONA -trinity soul-



【評価：☆☆☆】

　『ペルソナ』は、主にプレイステーション用に開発されたRPGのシリーズで、これまで、番号なし～５のナンバリング作品と、多数の派生

作品が発売されている。私は一つもプレイしていないが、「能力者はペルソナと呼ばれるアバターを発現させられる」という共通の設定

があり、「ペルソナを育成し悪魔と闘わせる」というバトルゲームから始まって、さまざまなヴァリエーションが生まれたそうだ。この

ゲームを原案／原作とするアニメも複数あり、「ペルソナ３」を基にしたテレビシリーズ（本作）と劇場版４作、「ペルソナ４」を原作とする

テレビアニメシリーズ２作、「ペルソナ５」を原作とするテレビ特番とテレビアニメシリーズ１作が制作された。

　本作『PERSONA -trinity soul-』は最初に作られたアニメ作品で、「ペルソナ３」の世界観を受け継ぎながら、ストーリーやキャラク

ターは一新されたようだ。重苦しく救いのない内容は、原作と異なるアニメ独自のものらしい。バトルシーンは少なく、次第に日常生活

から逸脱していく不気味さに目を向けた、心理ドラマとしての性格が色濃い。

　冒頭から何の説明もなしに謎めいた事件が描かれるので、気軽に楽しめるアニメではない。ペルソナを通じて能力者の心の闇があら

わになる展開は何とも陰鬱で、実に私好みである。派生アニメの全部を見たわけではないが、個人的な感想を言わせていただければ、

大人のアニメファンにとって見る価値があるのは、この『トリニティ・ソウル』だけである（偏見かな？）。

【短評】ましろ色シンフォニー

【評価：☆☆☆】

　純愛アニメの佳作。原作はハーレムもののエロゲー（未プレイ）で、登場する女性たち一人ひとりを攻略するルートがあるようだが、ア

ニメでは、一人の女性を真摯に愛するピュアな恋愛ドラマとなった（でもなぜか、一カ所だけHシーンが残っている…）。

　エロゲーを原作とするアニメはかなりの数に上り、原作同様のエロアニメも少なくない。しかし、（おそらくプロデューサーの意向で）

エロシーンをカットして一般向けにした場合は、脚色を担当したライターの手腕によって、素直に楽しめる良質なドラマに変貌すること

もある。本作は、『ななついろ★ドロップス』（シリーズ構成：島田満）、『Kanon（京アニ版）』（同：志茂文彦）と並ぶ、このタイプの代表作

と言えよう。ただし、シリーズ構成は「チームRIKKA」とクレジットされており、誰の功績かははっきりしない。

【短評】夏雪ランデブー

【評価：☆☆☆】

　「大人にオススメの恋愛アニメは？」と尋ねられたら、まず名前を挙げたい佳作である（後で「変な作品を勧めて！」と文句を言われる

かもしれないが）。

　テレビアニメで恋愛が真剣に描かれることは、意外に少ない。ラブコメというジャンルはあるものの、そこで描かれるのは単なる恋愛

ごっこであり、登場人物の恋愛感情を掘り下げるような心理描写はほとんどない。中高生の恋心を真面目に取り上げた作品には、『好

きっていいなよ。』『君に届け』『アオハライド』『月がきれい』などがあるが、大人からすると「それは恋愛未満の好き嫌い」と思える。こ

うした中で、大人の恋愛をまっすぐに見つめた本作は貴重である。

　「まっすぐに」と書いたが、設定はファンタジー。若くして未亡人となった女性に、８歳年下の青年が恋をするという始まりは、よくあ

るメロドラマのよう。ところが、そこから話が急転、死んだ夫が幽霊として登場し、まるで子供のように青年の恋路を邪魔するのだ。こ

の夫がなぜ成仏できないのか、３人は本当は何を求め最終的にどんな決断をするか－－そんなことに思いを馳せながら鑑賞すると、

表面的な軽さとは裏腹の真摯な愛情が伝わってくる。

Aimerが歌うED曲「あなたに出会わなければ ～夏雪冬花～」も心に沁みる。色恋沙汰に縁のない私だが、こんな恋愛ならしてみた

い。

【短評】幸腹グラフィティ

【評価：☆☆】

　近年、食べ物を美味しそうに描くアニメが増えており、『甘々と稲妻』『ラーメン大好き小泉さん』などの佳作もあるが、本作は少し行

き過ぎ。食べ物の描き方がセンシュアルすぎて、食べることの喜びが伝わらない。美味しいと感じさせるのは、食べ物の味だけではな

く、どのように食べるかというシチュエーションの役割も大きい。本作では、そのことをキャラに指摘させているにもかかわらず、状況

描写が不充分な一方で、見た目を華やかにする表面的な作画に必要以上に力を入れる。テクニックに溺れて、キャラの心情をなおざり

にしたと言わざるを得ない。

【短評】終末のイゼッタ

【評価：☆☆】

　表面的にはウェルメイドな良作に見えるものの、脚本に筋が通っていないので、深い感動を与えることができない。

　舞台となるのは、20世紀半ばのヨーロッパとそっくりな架空世界。ナチスドイツを思わせるゲルマニア帝国は、強大な戦車部隊で周

辺諸国への侵略を開始、アルプスに面したのどかな小国・エイルシュタット公国にも危機が迫る。大公の娘フィーネは、戦乱のさなか

に、かつて窮地から救った魔女イゼッタと再会、二人で力を合わせて祖国を守ろうとするのだが…。

　このアニメの欠点は、状況を設定しただけで、作品の流れを方向付けるドラマ作りがおろそかになった脚本にある。例えば、イゼッタ

とフィーネに関して、幼少期の出来事を紹介したものの、大人になった二人がどのような動機に基づいて行動しているかが語られない



ため、なぜイゼッタがあそこまでフィーネに忠誠を尽くすのか判然としない。全般に内面描写が希薄で物語を推進するエンジンとなる

ものがなく、話を展開するために、「イゼッタにはこんな弱点があった」「実はもう一人魔女がいた」といった新たなきっかけを、後出し

ジャンケンのように次々と付け加えていく。その合間に、視聴者の歓心を買おうと、不必要な百合描写や裸体表現を挿入するので、話

は散漫になる一方。そのまま、大味でいかにもご都合主義的なラストを迎える。

　よく似た設定を採用した『幼女戦記』の迫力と衝撃には、遠く及ばない。

【短評】西洋骨董洋菓子店～アンティーク～

【評価：☆☆☆】

　イケメン４人が勤める洋菓子店の物語。薔薇（←男性同性愛の隠語、若い人は知らないかな）の香り紛々たる内容だが、４人の生き様

に人生の厳しさ・辛さが滲み出ており、見ていて不快ではない。人間交差点を思わせるストーリーは、かなり本格的。主人公のPTSDと

なる陰々滅々とした誘拐の話よりも、洋菓子がらみの前向きなエピソードの方が面白い。

【短評】OVERMAN キングゲイナー

【評価：☆☆☆】

　支配を嫌って逃げる自由人と何が何でも追いかける支配者の、そこまでやるかという追いかけっこの物語。監督の富野由悠季は、

『ブレンパワード』を転回点として、祝祭的な雰囲気の強い作品を発表するようになったが、その特徴が最も強く表れた作品である。命

懸けの戦闘のはずなのに、妙に楽しげで誰も死にそうにない。巨大ロボットのパイロットを英雄にしないという方針は見事なまでに徹

底され、主人公のゲイナーは「こんなのあり？」と思えるほどイモっぽい（←褒め言葉です！）。

【短評】ACCA13区監察課

【評価：☆☆☆】

　オフビートなポリティカル・スリラーの佳作。オフビートとは、もともとジャズなどで通常は弱拍となる箇所にアクセントを置く演奏を

意味する。さして面白くないコメディ映画の宣伝文句として苦し紛れに使われることもあるが、ここでは、褒め言葉のつもりである。

　舞台となるのは、文化や産業が大きく異なる13の自治区が緩やかに結ばれた架空の王国。この多様性に富んだ国をまとめるのが、

象徴的な存在であるドーワー王室と、小さな自治体に起きがちな不正に目を光らせる統一組織ACCAである。平和な世情が100年近

く続いたため、ACCA不要論が高まる中、各自治区に設置されたACCA支部に赴いた監察課副課長ジーンの耳に、何やらきな臭い噂が

聞こえてくる…。

　このアニメの特徴は、冒頭にも書いたオフビートな展開。ありきたりのドラマなら、途中で起こる要人誘拐やクーデターなどのアク

ションシーンに力が入るのに対して、本作の場合、その辺りはさらりと流される。代わりに、嗜好品の描写がやたらに濃い。タバコが超

高級品になっており、ゆったりと紫煙をくゆらすだけで政治的な示威行為となる。しかも、登場人物全員がなぜか甘いもの好きで、課

内でも視察先でもスイーツの話題が最優先。そんなほっこりする描写の背後に、どす黒い謀略が渦巻く。

　こうした作品に接すると、型どおりの映像がいかに見る者の思考力を奪うかを実感させられる。激しいアクションシーンがあれば、ど

うしても、敵と味方、善玉と悪玉に区分する単純化した見方を採用してしまう。ヒーローの英雄的な行為にうっとりして、作品に込めら

れていたかもしれないメッセージを見逃す危険性も大きい。一方、『ACCA』では、表面だけ見ていると、何が起きているのか訳がわか

らなくなる。穏やかにタバコを吹かしたり甘いものに舌鼓を打ったりする情景の背後に何があるか、映像を見る側が真剣に考えを巡ら

し読み解かなければならない。一見平和な社会の裏にどんな不満がくすぶっているか、多様性を否定し中央集権化を進めようとする

人々の本心はどこにあるのか－－画面のあちこちに、ずっしりとした問いかけが見え隠れする。

　何も考えずに楽しめる作品ではないが、それだけに、集中して見た後の充足感は大きい。

【短評】荒川アンダーザブリッジ



【評価：☆☆】

　エリート街道驀進中だった若者が、ひょんなことから、荒川の河川敷に住むフリーで電波な人々と共同生活を始める物語。第２話まで

に登場する３人は、現実でもしばしば見かけるキャラをアニメ的にデフォルメしたもので、その内面を想像することが可能である。自称

「金星人」のニノさんは、他者の心の内を忖度せず、社会の常識ではなく自分律に従う。村長は、カッパという匿名性の中に引きこもり、

その範囲に限って尊大に振る舞うパーソナリティの持ち主で、SNSでは珍しくもない。かつて有能な営業マンだった白（白井通）は、与

えられたラインから外れることを恐れるあまり強迫神経症に罹ったことが窺える。彼らは、少し変わった性格でさして危険性がないに

もかかわらず、付き合うのが面倒というだけで社会から阻害されるタイプ。現代社会では生きづらさに苛まれるであろうこうした人々

の姿を、ギャグを絡めて好意的に描き出した第２話の途中までは、抜群に面白い。

　しかし、この辺りでキャラのアイデアが尽きたのか、上記の３人以外は、リアリティを感じさせない人ばかりとなる。例えば、シスター

は、修道尼の格好をした傭兵上がりの偉丈夫で、何かにつけて銃器を持ち出すという、よくあるギャグ要員。星やマリアも、類型を先鋭

化したキャラにすぎない。人間ドラマとしては掘り下げが浅く、コメディとしても大して笑えない。第３話以降の失速感は、いかんともし

がたい。

　もっとも、ニノさんだけは、最後まで豊かな人間性を感じさせる。特に、第２話でリクが彼女に頭を洗ってもらうシーンは素晴らしい。

見ていて泣きそうになった。

【短評】ココロ図書館

【評価：☆☆☆】

　街から離れた僻地にポツンと建つ図書館。週に数人の利用者に応対するために司書として働く三姉妹の日常を描いた、萌えと癒やし

のアニメ…かと思いきや、終盤になると、背後に重い物語があることがわかってくる。なぜ、そんな僻地に図書館があるのか？ この図

書館で奇跡が起きると言われる理由は？ そして、世界的な怪盗は何を目当てに蔵書を盗む（ただし、期限までに返却してくれる）の

か？ 原作（同人誌に発表された高木信孝の作品を少年誌連載用のストーリー漫画にスケールアップしたもの）の時点からシナリオ作り

に関与した黒田洋介の筆力が冴える佳作である。特に、第11話「ジョルディの日記」が感動的。

【短評】アベノ橋魔法☆商店街

【評価：☆☆☆】

　昭和の雰囲気を漂わせる商店街が再開発されようとするさなか、街を護っていた四神獣の最後の一つが事故で壊れ、それをきっか

けに、幼なじみの小学生・あるみ（♀）とサッシ（♂）は異世界に飛ばされて不思議な体験をする－－そんな設定の下に描かれた、ちょっ

とノスタルジックで甘酸っぱさを感じさせる佳作。異世界での出来事は、スタッフ（制作会社・GAINAXの山賀博之、今石洋之、樋口真

嗣、庵野秀明のほか、佐藤竜雄や片渕須直も参加している）が悪乗りしたかのようなスラップスティックギャグの連続だが、バックス

トーリーがしっかりしており、笑いをとるだけではなく、時にしんみりさせる。初回と最終回、それに第７話が全体的な構成を示す枠組

みとなっており、この部分をきちんと読み解けば、異世界の随所に現実の姿が反映されていることがわかる。

【短評】空中ブランコ

【評価：☆☆☆】

　奥田英朗による直木賞受賞作のアニメ化で、監督・中村健治（『怪～AYAKASHI～ 化猫』『モノノ怪』）の独特の感性が光る佳作であ

る。ライトノベルと異なって原作にイラストがないことを逆手に取り、主人公の精神科医・伊良部のキャラデザには驚くべき裏技が使わ

れた（予備知識なしにアニメを見てのけぞってほしい）。ポップでキッチュな映像は幻惑的で、精神疾患を取り上げた硬派なストーリー

とのミスマッチ感が、逆に心を揺さぶる。人間精神の不可解さが映像化されたかのようだ。

　生身の人間の映像をアニメ画に起こすという手法も、強烈なアイキャッチ効果を上げている。同じテクニックが、本作の４年後にアニ

メ『惡の華』（監督は『蟲師 』の長濱博史）で用いられたときには、「アイデア倒れ賞」ものの出来だったが。

【短評】ぼくたちは勉強ができない

【評価：☆】

　優秀な生徒を登場させる学園ラブコメは、『バカとテストと召喚獣』『俺の妹がこんなに可愛いわけがない』『涼宮ハルヒの憂鬱』など、

以前からかなりの本数が制作されている。しかし、これらの名作と比べて、本アニメや『かぐや様は告らせたい』のような同趣向の近作

は、あまり面白さが感じられない。おそらく、優秀な人材に対する作者（原作者 or 脚本家 or アニメーター）のルサンチマンが随所に

漂っており、不愉快な気分にさせられるからだろう。

　私は、そこそこの進学校の出身なので、本当に頭の良い中高生がどんなものか、その実態をある程度は知っている。彼らは、往々にし

て、知識量や暗記力はそれほどではない。事象の連関性を見出したり、視点を自在に変更したりする能力に長けているのである。例え

ば、『バカテス』に登場する坂本雄二は、間違いなく特Ａ級の才人である。ところが、実態を知らない作者は、膨大な知識をひけらかす

か、推論抜きでいきなり結論に飛びつくような、現実の学園では決してトップになれない人物を、さも天才であるかのように描いてし

まう。現実には、たとえ計算力が異様に優れた生徒であっても、文章の理解力がないと問題文が読み解けないので、数学の成績は悪い

（つまり、本作のリズのような生徒はいるはずがない）。優秀さをネタとして使うことができず、むしろ、あまりにドジな行為をギャグと



して描き視聴者を笑わせようとするだけなので、コメディとしては底が浅いと言わざるを得ない。もっとも、浴室掃除の際にリズが「清

掃中」の札を自分の首に掛けたエピソードには、本気で笑ってしまった。私も似たような失敗をしたことがあるので…。

【短評】同居人はひざ、時々、頭のうえ。

【評価：☆☆☆】

　「両親が急死した引きこもり気味の青年作家が、意に反して猫を飼い始める」という設定はありきたりで、人間関係もさして興味を引

くものではない。しかし、初めてペットを飼うときのとまどいは面白い。適当なエサの量がわからず、全部食べるので皿いっぱいに入れ

てしまう。動物は、食糧不足を何よりも恐れており、うっかり食べ残すと生存競争のライバルを呼び込むリスクがあるため、与えられた

エサは本能的にすべて食べるのだ。初心者がやりがちな失敗である。

　各回後半で、前半と同じ出来事が猫の視点から描かれるところは、なかなかに楽しめた。

【短評】Aチャンネル

【評価：☆☆☆】

　ガールズグループの日常を描くアニメの佳作。『らき☆すた』『ゆるゆり』などと比べて常識からの隔たりは小さく、『のんのんびより』

『ひだまりスケッチ』『きんいろモザイク』などと同様に、実際にありそうなリアリティあふれる描写が秀逸である。

　もちろん、多少の誇張はある。いくら寝ぼけたとはいえ、パンツを履き忘れて登校する女子高生など、現実にいるとは思えない（ブラ

ジャーを着け忘れた女子高生なら知っているが）。しかし、物語の大半は、家が近いので雨の中を駆け出し、下着までズブ濡れになって

しまったとか、花火大会で絶好の見物スポットがあると高台に向かい、着いたときには終了間際だったといった、「あるある」と呟きた

くなるささやかな出来事が中心。一見クールなのに、結構ドジなナギがカワイイ。

　さらに、大きな魅力となっているのが、河野マリナが歌うOP曲「Morning Arch」。これほど爽やかで心が浮き立つアニソンは、他

に、いきものがかり「青春ライン」（『おおきく振りかぶって（第１期）』後期OP）くらいしか思いつかない。

【短評】ゴブリンスレイヤー

【評価：☆】

　昔、『ドラゴンスレイヤー』という大ヒットゲームがあったが、本作の主人公は、ドラゴンならぬ異世界最弱のモンスター・ゴブリンをひ

たすら殺しまくる。ゴブリンとは、もともと、ヨーロッパの民間伝承に登場するイタズラ好きの妖精。トールキンが醜い邪悪な生き物と

して描いたことから、RPGなどで冒険を始めたばかりの者が相手にするのに手頃な雑魚とされた。もっとも、本作のゴブリンは、弱い

ながらも、集団で襲いかかって冒険者を殺し女性を性奴隷にする。それでも、大物狙いの冒険者は目もくれない。そこで、ゴブリンスレ

イヤーの登場と相成ったのである。

　開巻まもなく、ゴブリンが少女を集団でレイプする生々しいシーンがあり、その復讐という名目で、主人公がゴブリンを次々と血祭り

に上げる。ゴブリンによる農場襲撃計画が判明すると、自警団を組織して襲い来るゴブリンを一掃する。だが、少し考えると、こうした

ストーリーに無理があることがわかるはずだ。農場は封建制の社会において最重要の財である。新規の開拓地ならばともかく、街には

賞金稼ぎがごろごろしており、彼らに金を払う組織もあるのだから、財を強奪する外敵の侵入があれば、何らかの対応が講じられて当

然である。それなのに、なぜゴブリンスレイヤーひとりが苦労して戦わなければならないのか。

　加えて言えば、人間の目にゴブリンが醜く見えるのだから、当然、ゴブリンからすると人間の方が醜い生き物となる。彼らが嬉しそう

に人間の娘をレイプするのは、何とも奇妙である。

　もちろん、こうした無理を押し通すのは、醜く邪悪なゴブリンは人間の敵だから、いくら殺戮してもかまわないと思わせるためであ

る。主人公をいかにもストイック、しかも戦略に長けた英雄的存在に見せることで、視聴者の良心を麻痺させ、随所にちりばめられた暴

力的な陵辱と血なまぐさい虐殺の描写を正当化する。小説ならばまだしも、多くの青少年が目にするアニメで、かくも扇情的なシーン

がまかり通るのは、業界の退廃を示すように思われる。

【短評】ツルネ－風舞高校弓道部－

【評価：☆☆☆】

　弓道は、不思議な武芸である。伝統はあるもののメジャーとは言えず、スポーツと呼んで良いかもわからない。的に当てることを最終

的な目標とするアーチェリーとは異なり、矢を射るという行為そのものの精神性を大切にする。

　一般的なスポーツ系部活アニメでは、どうしても勝敗にこだわりがちなのに対して、弓道にいそしむ高校生を描いた『ツルネ』は、こう

した精神性に目を向ける。第４話「合わない筈」では、５人の射手が順に弓を引く際の所作が丁寧に説明されるが、その姿が実に美し

い。前の人に少し遅れてゆっくり立ち上がり静かに構えるところは、まるで神聖な儀式のようだ。この光景は、最終話の決戦場面でエ

コーのように再現され、感動を増幅する。

　第４話には、コーチの青年が矢渡し（安全を祈念する儀式としての射）を行うシーンもあるが、肌脱ぎ（腕を袖から抜き肩や胸をあらわ

にすること）した姿が異様なほど色っぽい。

　部活アニメとしては、人間関係が深掘りされない、成長のきっかけが曖昧、勝負の決着がつく過程がご都合主義的－－などの欠点が

あるものの、所作の美しさと弓を引く音の迫真性ゆえに、佳作として星３つを付けたい。

　なお、主人公が罹る「早気（はやけ）」という病気についても一言。充分な溜めを取れず、意に反して性急に矢を放ってしまうことで、



症状からすると、ピアニストにしばしば見られる局所性ジストニア（細かい動きが要求される筋肉の制御ができなくなり、過度に収縮し

たり別の筋肉が動いたりする）と類似した、脳神経系の疾患だと思われる。漫画家や美容師にも見られる病気で、確立した治療法はな

く、長い時間をかけた療養が必要だとされる。

【短評】テガミバチ

【評価：☆☆☆】

　太陽の光が失われ、巨大なガイチュウが生息する荒れ地の拡がる世界。文明は衰退し、霊的エネルギーで輝く人工太陽の恩恵を受け

るわずかな地域に、18世紀頃のヨーロッパを思わせる街並みが残される。ともすればすさみがちな人々の心を癒やすため、国家事業

として、「テガミバチ」と呼ばれる配達人による「テガミ」の配達が続けられている。

…というプロットを聞くと、なかなか面白そうなファンタジーを予想するが、原作者が途中でネタ切れになったせいか、テガミを巡る

感動的なエピソードは第１期前半の一部のみ。ストーリーの大半は、テガミバチとガイチュウのバトルや、独裁的な政府による悪行の描

写に費やされる（この傾向は、第２期になるとさらに強まる）。タイトル通り、テガミの物語を前面に押し出していれば、もっと高く評価

できる作品になったのだが。

【短評】墓場鬼太郎

【評価：☆☆☆】

1960年代から断続的に放送されているテレビアニメ『ゲゲゲの鬼太郎』は、正義の味方・鬼太郎が悪しき妖怪たちと対決する、娯楽

色の強い子供向け作品だが、アニメ放送に合わせて『ゲゲゲの－』と改題される前の水木しげるの原作は、全く雰囲気が異なる。もとも

との紙芝居版は現存しないものの、その内容を継承した貸本漫画版『墓場－』や、少年誌に掲載された当初の『墓場の－』は、不条理で

不気味な怪奇漫画。子供向けでない『鬼太郎』を偏愛するファンは、少数ながら貸本時代から確実にいた。ミステリ作家・京極夏彦を含

むファンの声に後押しされて、2008年にフジ・ノイタミナ枠で放送されたのが、この『墓場鬼太郎』である。

　内容は貸本版に基づく。特に、悲惨な運命に弄ばれる猫娘（寝子）は、『ゲゲゲの－』におけるコミカルな姿とは全く異なり、見るのが

つらくなるほど。心がタフでないと、最後まで完走できないかもしれない。

【短評】鉄人28号(2004年版)

【評価：☆☆☆】

　原作は、1956年から10年にわたって少年誌に掲載された横山光輝の漫画。掲載時から大人気だったため、実写版・アニメ版などが

いくつも作られた。この作品は、テレビアニメ第４作に相当する。ストーリーはオリジナルだが、原作者の意図を尊重しており、復興が進

む一方で悲惨な戦争の記憶に苛まれる世相を、正面から描いている。

　巨大ロボットを登場させる作品は、どうしても力への憧れに溺れてしまいがち。その傾向を戒め、「鉄人」という軍事技術の忌まわし

さを見据えた本作は、大人の鑑賞に堪える。ただし、レトロな絵柄については、好き嫌いの分かれるところ。

　主題歌はアニメ第１作のものがそのまま流用されており、著名人を多数含む六本木男声合唱団が本気で歌っているのも楽しい。

【短評】BANANA FISH

【評価：☆☆】

　『BANANA FISH』は、吉田秋生（『吉祥天女』『櫻の園』）が、1985年から10年にわたって「別冊少女コミック」（日本マンガの歴史を

変えた伝説の雑誌）に連載した長編。この傑作が、完成から四半世紀を経てアニメ化されると耳にしたとき、期待よりも不安が先に

立った。樹なつみ『花咲ける青少年』や岩明均『寄生獣』に示されるように、発表から年月を経た漫画作品をアニメ化する際の障害は、

想像以上に大きいからである。

　放送されたアニメを見たところ、原作の雰囲気を保ったまま舞台を現代に移し替えようと、監督や脚本家が腐心したことが伺えた。そ

の努力を評価することには、やぶさかでない。しかし、原作が持つ圧倒的なパワーを再現するのは、やはり荷が重かったようだ。

　マンガとアニメは、似ているようで根本的に異なるメディアである。最も重要な相違点は、時間の扱いだろう。マンガは、時間の流れ

を自由に操れる。一つのコマで異なる時間を表現したかと思えば、思いを凝縮したコマによって一瞬を永遠に変えることも可能だ。と

ころが、アニメの場合、キャラの動きと作品内での時間の流れを連動させなければならず、制約が大きい。『BANANA FISH』のように

物語性の強い作品では、キャラが実時間に近い流れの中で動き回ることになる。

　主人公のアッシュ・リンクスは、原作では象徴的な存在として場に君臨する。ところが、アニメになると、時間に束縛されて動き回るふ

つうの人間にしか見えない。しかも、原作で10年という長年月を掛けて醸成した人物像を、わずか半年で描ききらなければならない。

その結果、原作の持つ象徴性は大幅に失われ、迫力満点だが胸に突き刺さるような痛みを感じさせることのない、良くできたアクショ

ン・アニメにしか見えなかった。アニメ単体ではもう少し高く評価すべき作品で、特に冒頭３話の描き込みは素晴らしいのだが、後半で

原作から後退したことを重く見て、星２つとした。

【短評】無人惑星サヴァイヴ



【評価：☆☆】

2003年からNHK教育テレビで放送された全52話の大作。事故で無人惑星に漂着した７人の少年少女（＋ペットロボット）のサバイバ

ルを描く冒険アニメなのだが…。

NHKのSF／ファンタジー・アニメというと、前年の『十二国記』をはじめ、『プラネテス』『ふたつのスピカ』『電脳コイル』『精霊の守り

人』など、大人が見ても感動的な名作が多い。しかし、この『サヴァイヴ』は、ストーリーが単純で完全に子供向け。未知の惑星であるに

もかかわらず、14歳前後の子供たちだけで食料を見つけ家を作ってしまう、湖に直接口をつけて水を飲んでも誰も病気にならない－

－といった突っ込みポイントも多い。ハワード一人に嫌われ役を押しつけ、他の６人は、多少の欠点はあってもいずれも“良い子”という

設定は鼻白む。さらに、途中でネタ切れになったらしく、第26話でいきなり脱獄囚が登場し子供たちと対決する安直な展開に。終盤で

は、毎週のように「これじゃ死ぬだろう」という危地に陥りながら、奇跡的な幸運に恵まれて生き延びることの繰り返しとなる。

　サバイバルの過程をもっと具体的に描写して２クールにまとめれば、面白くなったはずの題材なのにと惜しまれる。

【短評】色づく世界の明日から

【評価：☆☆】

　いかにもP.A.WORKSの作品らしく、作画が丁寧で映像が美麗だが、肝心の物語に深みがない。「魔法が使える世界」についての考察

が不充分で、時間を操ったり絵の中に入り込んだりする大魔法が可能なのに、なぜ日常生活のささやかな不自由がそのままにされる

のか、わからないのである。このため、登場人物が特定の行動を採る理由が曖昧で、心理的な葛藤が描かれない。だいたい、なぜ瞳美

は、「元の時代に帰る」という大前提がありながら平然と学校に通い、色がわからないのに美術部に入ったのか。特に異様なのが琥珀

の言動で、さまざまな魔法が使えるにしては、生活の幅が狭すぎる。同じ設定で私が脚本を書くならば、過去の琥珀は登場させない。

　さらに、「色覚を失った主人公が、時折色づいた光景を目にする」という、映像作家にとって腕の振るいがいがある設定を採用しなが

ら、表現の工夫に欠ける。モノクロ映像にカラーを混ぜると劇的な効果が生まれることは、『天国と地獄』『アンドレイ・ルブリョフ』『シン

ドラーのリスト』などのケースから明らか。アニメ『桃華月憚』の第21話「園」では、モノクロ画面がカラーに変わる瞬間を感動的に描き

出していた。こうした先例のある表現テクニックを使いこなせなかったのは、アニメーターの勉強不足ではないか。

【短評】INGRESS

【評価：☆】

　原作は、ポケモンGoの先駆けとなった拡張現実がらみのモバイルゲームで、Googleマップに表示された現実の場所を拠点とする陣

取り合戦。Googleのサービスとして提供され、アメリカと日本でそこそこの人気を得たことから、アニメも、Netflixによる先行配信、

フジテレビの新アニメ枠『+Ultra』での第１弾と、業界ではそれなりに期待されたようだ。だが、完成作は「なにこれ？」と言いたくなる

ほど。

　ゲームのアニメ化は頻繁に行われるが、AVGやビジュアルノベルを原作とするもの（『Fate/stay night』『STEINS;GATE』など）以

外に成功例は少ない。失敗の理由は明らかだ。ストーリーが面白くないのである。通常のゲームは、プレイに集中できるように重いドラ

マを排除するので、アニメ化する場合には独自のストーリーを練り上げなければならない。だが、ゲームと共通基盤を持たせるための

制約が大きく、脚本家が才能を発揮できない。

　さらに、『INGRESS』の場合は、笑ってしまうほど作画が酷い。キャラの心理が全く表現できておらず、登場人物が危地から脱しよう

と必死で逃げる場面は、単に手足を動かして前に進んでいるようにしか見えない。最新技術を駆使したスマートCGアニメだそうだが、

技術に頼って魂を入れ忘れたとしか言い様がない。

【短評】神様のメモ帳

【評価：☆☆】

　暴力団や麻薬が関与する陰惨な犯罪と、それを解決する「ニート探偵団」の妙に軽い描写がアンバランスな作品で、どうにも居心地が

悪く楽しめなかった。ニート探偵団の中心人物は、大人っぽい話し方と幼女のような外見がちぐはぐな少女・アリス。ぬいぐるみを愛好

し極端な偏食で、いかにもエキセントリックな天才に見せかけているものの、発話の内容をよくよく考えると、大した中身のない妄言で

ある。ハッキングによって犯罪に関する情報を入手し、そこから真相を推理するようだが、何を根拠にどう推理したかは示されず、結論

を導くまでの論理性に欠ける。ニート探偵団の他のメンバーも、女性を落とすことにかけては天才的な美青年など人物設定が非現実的

な割に、キャラデザがあまりに平凡で面白味がない。取り上げられる犯罪は、暴力団の金を持ち逃げした男の追跡など、さして捻りの

ないありきたりなもの。

　ただし、原作者・杉井光がアニメ用に原案を書き下ろした第１話（１時間のスペシャル版）は、陰鬱で後味の悪い真相が興味深く、ニート

探偵団の紹介を省いて事件に関わった人の内面をもう少し深く描き込んでいれば、佳作と言える出来になったろう。これを冒頭に置

き、ラストが盛り上がる原作第１巻のエピソードを締めに使った水上清資のシリーズ構成は、なかなか巧みである。

【短評】３月のライオン

【評価：☆☆☆】

　講談社漫画賞・手塚治虫文化賞に輝く羽海野チカの名作を、名匠・新房昭之（『魔法少女まどか☆マギカ』『化物語』）が見事にアニメ



化……するかと思いきや、意外とギクシャクした展開。原作のストーリーラインが必ずしも一貫しておらず、制作の方針が定まらなかっ

たのか。高校生のプロ棋士を主人公にしながら、将棋の厳しさを追求しきれず、擬似家族による癒やしや学校でのいじめ問題へと話が

コロコロ変わる。囲碁を通じて人としての生き方を語った『ヒカルの碁』などに比べると、どうにも物足りない。

　ただし、美術設定・画面設計を担当した名倉靖博（『天使のたまご』『メトロポリス』）のおかげだろう、作画は実に味わい深い。実際に

は殺風景な運河沿いの街並みが、輝かんばかりの光景に変貌している。

【短評】響け！ ユーフォニアム

【評価：☆☆☆】

　高校の吹奏楽部をフィーチャーしたウェルメイドな作品。第１期は、コンクール入賞を目指して、有能な指導者の下で部員が力を合わ

せる姿が描かれる。もっとも、やや強権的な指導法は、私にはやりすぎのように感じられて、楽しめなかったが。第２期になると、人間

関係の難しさを前面に押し出し、心をサンドペーパーで擦られるようなヒリヒリした物語となる。第１期・第２期を通じて、高校生活の陰

陽両面を描き出したと言うべきか。

【短評】もやしもん

【評価：☆☆】

　某農大の発酵学研究室を舞台に、教授や院生、学部学生らの日々を描き出す学園物語だが、「細菌やウイルスが肉眼で見える特殊能

力の持ち主」という主人公の設定がうまく生かされておらず、研究を媒介として増幅される大学生活の面白さが描き切れていない。獣

医学部を取り上げた佐々木倫子の傑作漫画『動物のお医者さん』と比べると、弱点がよくわかる。動物を通して人間同士の結びつきを

浮き上がらせた『動物のお医者さん』と異なり、『もやしもん』では、物語を展開するきっかけとして、かわいい男子学生の女装や学園祭

でのドタバタなど、発酵とは無関係の出来事を利用することが多い。第２期になると、学外でのエピソードが増えて、ネタ切れ感がいっ

そう強まる。

【短評】ハナヤマタ

【評価：☆☆☆】

　監督のいしづかあつこは、『さくら荘のペットな彼女』『ノーゲーム・ノーライフ』『宇宙よりも遠い場所』などで人気を得たが、私はこれ

らの作品が好きではない。ややあざとさを感じさせるベタな設定に基づき、軽いノリでエピソードをつなげていくいしづかの作風は、

芸術や社会といった大きな問題と向き合うテーマ性の強い作品とソリが合わない。その点、『ハナヤマタ』は、仲の良い女子中学生が祭

で「よさこい」を踊るだけのシンプルなプロットであり、能天気なキャラも笑って許せるハレの物語なので、素直に楽しめた。

【短評】マクロスシリーズ

【評価：☆☆（第１期ほか）／☆☆☆（『マクロスプラス』）】

　ガンダムと並ぶ人気シリーズだが、基本設定にリアリティが感じられないため、私は好きではない。第一に、「歌で宇宙を救う」という

プロットが、いかにも作り事めいている。エイリアンとの戦争という冷酷なハードSFに、アイドルの楽天的な物語を加味することで、小

中学生の歓心を買おうとする下心が透けて見える。第二に、シリーズ中に必ず登場する変形ロボットが、工学的に無理のある構造をし

ており、どうにも腹立たしい。『装甲騎兵ボトムズ』などの無骨なメカの方が、私好みである。

　そうした中で、（後に『カウボーイビバップ』で再結集する）監督・渡辺信一郎－脚本・信本敬子－音楽・菅野よう子によるOVA『マクロ

スプラス』だけは、ヴァーチャルアイドルによる歌唱がマインドコントロールの手段となることを匂わせるなど、リアルで心に迫る出来に

思える。

【短評】この素晴らしい世界に祝福を！

【評価：☆☆☆】

　近年流行している異世界召喚／転生もののパロディ。不慮の事故で死んだ主人公が、態度の悪い女神アクアを道連れに、RPG風の世

界に転生するのだが…。司祭役となるアクアをはじめ、中二病の魔道士めぐみんやドMの女騎士ダクネスなど、同行するのが常軌を逸

した美少女ばかりで、爆笑要素満載の快作である。のんびりとしたエンディングもステキ。RPGネタに依存するギャグが多いので、笑え

る人と笑えない人がいるかもしれない。

【短評】ピンポン

【評価：☆☆☆☆】

　きわめて個性的で熱烈なファンの多い湯浅政明の脚本・監督作品だが、彼にしてはおとなしい内容。湯浅は、WOWOWで放送された



『ケモノヅメ』（06年）と『カイバ』（08年）で試行錯誤を繰り返した後、メジャーデビューとなったフジ・ノイタミナ枠の『四畳半神話大系』

（10年）で一つの頂点を築く。『ピンポン』（14年）は、同じノイタミナ作品として期待されたものの、松本大洋による原作漫画の完成度

が高いせいか、極端なデフォルメや自在な色使いなど湯浅独自の表現は抑制され、「ふつうのアニメ」に近い。それでも秀作と言える出

来になったのは、さすがだが。

【短評】フルメタル・パニック！

【評価：☆☆☆（第１～３期）／☆（第４期）】

　「若き傭兵が超常的な能力を持つ女子高生を敵から護衛する」という賀東招二によるライトノベルを原作とするアニメ。原作が、シリ

アスな長編とコミカルな短編とに書き分けられているのに対して、４期にわたるアニメは、この配分が各期ごとに異なる。第１期『フル

メタル・パニック！』（監督：千明孝一、制作：GONZO）は、シリアス／コミカルな要素が入り混じっており、さまざまな視点から楽しめる

ウェルメイドな作品。第２期『フルメタル・パニック？ ふもっふ』と第３期『フルメタル・パニック！ The Second Raid』（いずれも、監

督：武本康弘、制作：京都アニメーション）は、前者がコミカル、後者がシリアスと対照的な内容。第４期『フルメタル・パニック！

Invisible Victory』（監督：中山勝一、制作：XEBEC）になると、シリアスを通り越して冷酷・残虐な展開となる。私は第２期が好きで第

１期と第３期はまあまあ、第４期は嫌いと、はっきり好悪が分かれた。

【短評】ヨルムンガンド

【評価：☆☆☆】

【ネタバレあり】

　紛争地帯の現状に目を向け、少年兵の過酷な実態と、背後に蠢く武器商人の反倫理性を暴いた作品であり、その点は評価できる。た

だし、具体的な描写には、批判すべき点が多い。ハードボイルドタッチを装いながら、随所でおふざけが過ぎ、無造作に繰り返される人

殺しが、何の目的もないただの殺戮にしか見えない。これでは、戦争に真剣に向き合っているとは思えない。

　武器商人のココは、地上から戦争を消滅させる秘策を持っているかのように振る舞うが、ラストで明かされるその内容は噴飯物。少

年兵だったヨナが、なぜココに付き従うのか、その心情もきちんと描かれていない。意欲作ではあるものの、高評価は付けられない。

【短評】ガサラキ

【評価：☆☆☆】

　『装甲騎兵ボトムズ』などのリアルロボットもので知られる高橋良輔の問題作。初めの何話かは、中央アジアの小国で起きた内戦を

巡って緊迫感あふれるシーンが続き、巨大ロボットアニメの最高傑作とも言える出来。謎を秘めた二人の主人公・憂四郎とミハルの関

係も気を惹き、興味津々の展開。

　しかし、途中からストーリーが怪しくなる。冒頭から断片的に示されたオカルト要素が中盤にかけて濃厚になり、輪廻転生を巡る因縁

が話の流れを滞らせる。かと思うと、後半は一転して、日米経済摩擦を力で一刀両断しようとするキナ臭い内容に。憂四郎とミハルは

影が薄くなり、最終話では、日米紛争が急転直下の解決かという瞬間にオカルト要素が舞い戻り、さらなる事件の予兆を漂わせて幕。

どうやら、野崎透による全体構想の途中まで描いた段階で、放送枠が尽きたらしい。劇場版でケリをつけるという声もあったようだ

が、結局、尻切れトンボのままになった。

　「残念アニメ」の代表作である。

【短評】大正野球娘。

【評価：☆☆☆】

　大正時代、良妻賢母育成を目指す女子高の生徒が野球チームを結成するという物語で、いかにも絵空事のように思えるが、実は、こ

の時代に女子野球部が存在したことを示す証拠写真があるそうだ（私は実見しておらず、新聞コラムの受け売り）。それによると、ミッ

トやスパイクまで揃えた本格的なもので、相当に使い込まれたユニフォームから、真剣なプレーが行われていたことが窺えるという。

　女子野球に対する憧れは、日本でもアメリカでも昔からのもの。男子チームに女性が混じるという話には、小説『赤毛のサウスポー』

や漫画『野球狂の詩』などがあるし、女子リーグを取り上げたのが映画『プリティ・リーグ』と小説「1950年のバックトス」、そして、女子

チームが男子チームに挑戦するというのが、アニメ『プリンセスナイン 如月女子高野球部』と本作（原作はライトノベル）である。

　アニメ『大正野球娘。』は、これらの作品中、リアリティを失わず爽やかな後味を残すという点で、「1950年のバックトス」と並ぶ女子

野球ものの名作と言って良いだろう。男子チームと戦うシーンも無理がなく、和装と洋装が混在する大正ファッションも巧みに取り入

れられており、素直に楽める。



アニメ雑文＞アンソロジー

【早世したアニメ作家】

若くして亡くなったアニメ監督・脚本家の名作を集めてみました。

1. 千年女優　原案・監督・脚本：今敏（享年46歳）

2. 妄想代理人　原作・総監督：今敏（享年46歳）

3. 涼宮ハルヒの消失　監督：武本康弘（享年47歳）

4. 氷菓　監督：武本康弘（享年47歳）

5. 耳をすませば　監督：近藤喜文（享年47歳）

6. 十二国記　監督：小林常夫（享年50歳）

7. 英國戀物語エマ　監督：小林常夫（享年50歳）

8. serial experiments lain 監督：中村隆太郎（享年58歳）

9. キノの旅　監督：中村隆太郎（享年58歳）

10. 神霊狩 GHOST HOUND 監督：中村隆太郎（享年58歳）

11. ロミオの青い空　全話脚本：島田満（享年58歳）

12. リトルウィッチアカデミア　シリーズ構成・脚本：島田満（享年58歳）

【アニメによる音楽パフォーマンス】

ポップスやロックのライブ、クラシックのコンサートなど、音楽パフォーマンスを描いたアニメが増えています。ただし、脚本・演出・作画が音とかみ

合わないと、（私のようなすれた）人を感動させることはできません。ここでは、優れたパフォーマンスを表現できたテレビアニメを、最高のシーン

とともに選んでみました。

1. のだめカンタービレ　学祭でのラフマニノフ「ピアノ協奏曲第２番」（第11話）

2. 坂道のアポロン　文化祭でのピアノ即興（第７話）

3. キャロル＆チューズデイ　ライブハウスでの「Someday I'll Find My Way Home」（第５話）

4. この音とまれ！　邦楽コンクール神奈川予選での「天泣」（第25話）

5. NANA ライブハウスでの 「rose」(第15話)

6. 覆面系ノイズ　テレビ出演で歌った「カナリヤ」（第５話）

7. ゾンビランドサガ　サガロックでの「アツクナレ」（第７話）

8. Wake Up, Girls! アイドルの祭典での「7 Girls War」（第12話）

9. ましろのおと　津軽三味線の連弾（第５話）

10. 四月は君の嘘　学園祭でのチャイコフスキー「眠れる森の美女・ワルツ」ピアノ連弾（第18話）

【地道なお仕事アニメ】

近年人気のお仕事アニメ。ここでは、芸術家やスポーツマンなど格別の才能を必要とする専門職ではなく、地道に努力し続ければ、それなりに成

果が上げられる仕事を取り上げました（殺せんせーは格別なキャラですが、教育の方法論は古風です）。比較的平凡なものから並べ、最後に今はま

だない職業を挙げています。

1. 異世界食堂　ウェイトレス

2. 暗殺教室　中学教師

3. 働きマン　雑誌編集

4. SHIROBAKO アニメ制作

5. 花咲くいろは　仲居

6. 舟を編む　辞書編纂

7. 甘城ブリリアントパーク　遊園地経営

8. 英國戀物語エマ　（本物の）メイド

9. よみがえる空 RESCUE WINGS 航空救難団

10. プラネテス　デブリ回収業

【NHKアニメ・ベスト12】

NHKは、テレビ東京やフジテレビと並ぶ、名作アニメの宝庫。私の好みで、ベスト12を選んでみました（『絶対少年』を入れ忘れていたので、訂正し

ました）。

1. 十二国記

2. 映像研には手を出すな！

3. 電脳コイル

4. ふしぎの海のナディア

5. 絶対少年

6. 精霊の守り人

7. プラネテス



8. ツルネ－風舞高校弓道部－

9. カードキャプターさくら

10. 獣の奏者エリン

11. ヴィンランド・サガ

12. ふたつのスピカ

【次点】花咲ける青少年

【アニメは絵画を超える】

挿入されるイラスト風のシーンや背景そのものが、美術品のように美しく引き込まれるアニメを並べてみました。

1. 怪～AYAKASHI～ 化猫

2. 魔法少女まどか☆マギカ

3. 巌窟王

4. ef-a tale of memories.

5. 少女革命ウテナ

6. Ergo Proxy

7. WOLF'S RAIN

8. メイドインアビス

9. 少女終末旅行

10. 灰羽連盟

【癒やしのアニメ】

ほっこりして心が癒やされる－－そんなアニメを集めてみました。就寝前に見ると、寝付きがよくなります（不眠症歴20年のキャポックちゃんの体

験に基づく）。

1. ARIA 水の癒やし

2. ハクメイとミコチ　森の癒やし

3. ふらいんぐうぃっち　日常の癒やし

4. のんのんびより　田舎の癒やし

5. 異国迷路のクロワーゼ　異国の癒やし

6. うさぎドロップ　幼子の癒やし

7. 甘々と稲妻　家族の癒やし

8. 三ツ星カラーズ　自由の癒やし　

9. ラーメン大好き小泉さん　食の癒やし

10. ココロ図書館　書物の癒やし

【中高生の真剣な日常】

中高生時代は、将来の展望がない宙ぶらりん状態のまま、閉塞的な環境で同年齢の人と顔を付き合わせながら生きることを強いられます。平凡

な生活のように見えて、実は人生の不条理に最も苛まれる、ヒリヒリした時期かもしれません。そんな中高生の真剣な日常を描いたアニメを集め

てみました。

1. true tears

2. グラスリップ

3. あの日見た花の名前を僕達はまだ知らない。

4. 好きっていいなよ。

5. 響け！ ユーフォニアム２

6. 君に届け

7. ３月のライオン 第２シリーズ

8. とらドラ！

9. 放浪息子

10. 月がきれい

【人類は宇宙に挑む】

『銀河英雄伝説』のように宇宙狭しと活躍する人間を描いたアニメも面白いですが、宇宙空間という過酷で無慈悲な環境に人類が挑むアニメも見

応えがあります。そうした作品を集めてみました（『宇宙兄弟』は全話見ていないのでパス）。

1. 宇宙のステルヴィア

2. 無限のリヴァイアス

3. プラネテス

4. シドニアの騎士

5. 銀河漂流バイファム



6. ふたつのスピカ

7. 機動戦士ガンダム 鉄血のオルフェンズ

8. トップをねらえ！

9. ロケットガール

10. ガンダム Gのレコンギスタ

【文学のある光景 in アニメ】

アニメの中に文学作品が登場することは、珍しくありません。ここでは、ストーリーの上で重要な役割を果たすものから、小道具として場面に一瞬

映し出されるケースまで、いろいろとピックアップしてみました。

1. 四畳半神話大系　ヴェルヌ『海底二万哩』

2. グラスリップ カミュ『転落・追放と王国』

3. 攻殻機動隊STAND ALONE COMPLEX サリンジャー『ライ麦畑でつかまえて』

4. 暗殺教室　サリンジャー『ライ麦畑でつかまえて』

5. 青い花 E.ブロンテ『嵐が丘』

6. GUNSLINGER GIRL -IL TEATRINO- バルザック『谷間の百合』

7. 涼宮ハルヒの憂鬱（第１期）　シモンズ『ハイペリオンの没落』

8. 英國戀物語エマ　シェークスピア『テンペスト』

9. 絶園のテンペスト　シェークスピア『ハムレット』

10. ロミオの青い空　グリム童話「ブレーメンの音楽隊」

11. PSYCHO-PASSサイコパス　フーコー『監獄の誕生』

12. 輪るピングドラム　村上春樹「かえるくん、東京を救う」

13. フリップフラッパーズ　夏目漱石「夢十夜」

14. 月がきれい　太宰治「女生徒」

15. 恋は雨上がりのように　夏目漱石『それから』

16. ささめきこと　堀辰雄『風立ちぬ』

17. バーナード嬢曰く。　夢野久作『ドグラ・マグラ』

【記憶が消える…】

失われた記憶をテーマにしたアニメは、数多く作られています。そんな作品の中から10本選んでみました。最初の４本は、主人公が記憶を失った

状態で登場するアニメ。次の３本は記憶が消えていくアニメ。終わりの３本は、失われた記憶の謎を解くアニメです。

1. けものフレンズ

2. BLOOD+

3. 東のエデン

4. エルフェンリート

5. ef-a tale of memories.

6. 一週間フレンズ。

7. プラスティック・メモリーズ

8. AMNESIA

9. 黄昏乙女×アムネジア

10. NOIR

【手紙が紡ぐ物語】

京アニの新作『ヴァイオレット・エヴァーガーデン』にちなんで、手紙が重要な役割を果たすアニメを集めました。最初の３本はクライマックスに手紙

が登場するもの、次の３本は手紙がプロットの軸となるもの、残りの６本は手紙が小道具となるエピソードが含まれるものです。

1. 妖狐×僕SS

2. 四月は君の嘘

3. あの日見た花の名前を僕達はまだ知らない。

4. テガミバチ

5. シゴフミ

6. orange

7. ARIA The ANIMATION 第４話「その 届かない手紙は…」

8. ARIA The NATURAL 第４話「その ネオ・ヴェネツィア色の心は…」　

9. 俺物語！！　第21話「俺と手紙」－第22話「オレへの手紙」

10. のうりん　第7話「号泣サラダ」

11. バカとテストと召喚獣　第11話「宿敵と恋文と電撃作戦」

12. バーナード嬢曰く。　第11話「往復書簡」

【カフェ薫る…アニメ】



カフェが重要な舞台となるアニメは数多くあります。思いつくものを並べてみました。タイトルの次は、作中に登場する看板に記された店名です。

1. キャッツ・アイ　「CAT'S EYE」

2. Witch Hunter ROBIN 「HARRY'S」

3. 青い花　「Milky Hall」

4. 夏のあらし！　「喫茶　方舟」

5. イヴの時間　「イヴの時間」　

6. それでも町は廻っている　「メイド喫茶　シーサイド」

7. たまゆら　「Cafe たまゆら」

8. ご注文はうさぎですか？　「RABBIT-HOUSE」

9. グラスリップ　「CAFE カゼミチ」

10. ふらいんぐうぃっち　「喫茶　コンクルシオ」

11. モーレツ宇宙海賊　「ランプ館」

12. だがしかし　「喫茶　エンドウ」

【アニメの真髄】

文学や演劇のような他のいかなるメディアでも不可能と言える、アニメならではの表現テクニックがあります。ここでは、特出した表現を含むテレ

ビアニメのエピソードを集めました。

1. 機動警察パトレイバーTV版　第29話「特車二課 壊滅す！」

2. うる星やつら 78回「みじめ！愛とさすらいの母!?」

3. 少女革命ウテナ　第14話「黒薔薇の少年たち」

4. 輪るピングドラム　第９話「氷の世界」

5. 蟲師　第8話「海境より」

6. Ergo Proxy 第14話「貴方に似た誰か/ophelia」

7. 四畳半神話大系　第10話「四畳半主義者」

8. ARIA The NATURAL 第1話「その カーニバルの出逢いは…」

9. フリップフラッパーズ 第5話「ピュアエコー」

10. カウボーイビバップ　第17話「マッシュルーム・サンバ」

11. FLAG 第6話「闇の中の光」

12. すべてがＦになる　第8話「紫色の夜明け」

13. 【俗・】さよなら絶望先生　第7話Cパート「津軽通信教育」

14. 妄想代理人　第10話「マロミまどろみ」

15. 進撃の巨人　第7話「小さな刃―トロスト区攻防戦 (3)―」

16. 涼宮ハルヒの憂鬱（第１期）　第11話「射手座の日」

【私を泣かせたエピソード】

タイトル通り、私が流した涙の多い順に、テレビアニメのエピソードを並べました。

1. 夏目友人帳　第6話「水底の燕」

2. GUNSLINGER GIRL 第3話「少年- ragazzo -」

3. ターンエーガンダム　第50話「黄金の秋」

4. 交響詩篇エウレカセブン　第48話「バレエ・メカニック」

5. ef-a tale of memories. 第11話「ever forever」

6. 東京マグニチュード８．０　第10話「おねえちゃん、あのね」

7. 暗殺教室　第9話「転校生の時間」

8. CLANNAD AFTER STORY 第18話「大地の果て」

9. ふしぎの海のナディア　第39話「星を継ぐ者…」

10. 異国迷路のクロワーゼ　第11話「祈り」

11. 僕だけがいない街　第8話「螺旋」

12. プラネテス　第11話「バウンダリー・ライン」

13. バカとテストと召喚獣　第13話「バカとテストと召喚獣」

14. デュラララ！！　第8話「南柯之夢」

【笑いのツボ】

『銀魂』『おそ松さん』『鬼灯の冷徹』『ポプテピピック』に全く笑えない私が、こんなアニメには笑ったという作品のリストです。サブタイトルの次に

記したのは、「笑いのツボ」のキーワードです。

1. バーナード嬢曰く。　第11話「往復書簡」　「メロス、激怒した？」

2. 男子高校生の日常　第1話より「男子高校生と文学少女」　「でも、少し…」

3. 私がモテないのはどう考えてもお前らが悪い！　第6話「モテないし、花火に行く」　「私、これが見たかったんだっけ？」

4. はたらく魔王さま！　第10話「魔王と勇者、いつもと違った日常を過ごす」　お化け屋敷



5. 日常　第14話より「日常の58」　焼きサバ

6. gdgd妖精s 第6話より「メンタルとタイムのルーム」（パーティゲーム篇）　「終わり方が悲しすぎる」

7. 監獄学園(プリズンスクール)　第3話「大噴出」　ウ●コ mp3

8. 俺の妹がこんなに可愛いわけがない（第１期） 第10話「俺の妹がこんなにコスプレなわけがない」　カナカナちゃん

9. みなみけ ただいま　第10話「エコライフはじめました」　「ここ、カード使えましたか？」

10. 探偵オペラミルキィホームズ　第6話「王女の身代わり」　円周率

11. のだめカンタービレ　第2話「Lesson2」　ミレリーゲ・アラ・パンナ・コン・イ・ブロッコリー

12. 神のみぞ知るセカイ　第12話「神以上、人間未満」　「神様が気持ち悪いデス」

13. これはゾンビですか？ オブ・ザ・デッド　第4話「いや、帰れご主人様」　「違～う！なんか違～う！！」

14. ベン・トー　第7話「 オムっぱい弁当 752kcalとロコもっこり弁当 1100kcal」　氷結の魔女

15. 僕は友達が少ない　第2話「電脳世界は神様が居ない(゜Д゜)」　「いいお名前ですね」

【子供時代へのノスタルジー】

登場する幼稚園から中学生くらいまでのキャラが往時の自分と重なり、たまらなく懐かしい気持ちにさせてくれるアニメを、キャラのおよその年

齢順に並べました。

1. 甘々と稲妻　第6話「おともだちとギョーザパーティー」　幼稚園児

2. うさぎドロップ　第9話「たいふうがきた！」　小学生

3. のんのんびより　第4話「夏休みがはじまった」　小学生

4. それでも町は廻っている　第7話Ｂパート「ナイトウォーカー」　小学生

5. 侵略！イカ娘　第8話Ｃパート「ささなイカ？」　小学生

6. 今日の５の２（TV版）　第12話Ｂパート「コンコン」　小学生

7. かみちゅ！　第11話「夢色のメッセージ」　中学生

8. 風人物語　第５話「保健室物語」　中学生

9. もっけ　第16話「ソラバヤシ」　中学生

10. 月がきれい　第1話「春と修羅」　中学生

【対決の果てに】

両雄が激突するバトルアニメは昔から人気がありますが、ここでは、単純な闘いではなく、対決の結末が心を揺さぶるエピソードを集めてみまし

た。前半６本が武道や超能力による肉弾戦、後半５本が頭脳戦・心理戦・機械の闘いです。

1. 北斗の拳　第97話「さらばユリア! 強き男は死しても愛を語らず!!」　ジュウザvsラオウ

2. 少女革命ウテナ　第29話「空より淡き瑠璃色の」　ウテナvs樹璃

3. Fate/Zero 第23話「最果ての海」　ライダーvsアーチャー

4. キルラキル　第３話「純潔」　流子vs皐月

5. 鋼の錬金術師 Fullmetal Alchemist 第54話「烈火の先に」　マスタングvsエンヴィ

6. DARKER THAN BLACK-流星の双子-　第３話「氷原に消える…」　スオウvsターニャほか

7. ヒカルの碁　第55話「sai vs toya koyo」　佐為vs塔矢行洋

8. ちはやふる2　第13話「ゆめのかよひぢ　ひとめよくらむ」　千早vs恵夢

9. 咲 -SAKI- 第９話「開眼」　福路vs優希ら

10. DEATH NOTE 第25話「沈黙」　夜神月vsＬ

11. ふしぎの海のナディア　第38話「宇宙（そら）へ…」　N-ノーチラスvsレッドノア

【マイナーアニメこの１話】

あまり人気のないマイナーアニメでも、見応えのあるエピソードが１，２話含まれていることがあります。そんな作品を選びました（『スペース☆ダ

ンディ』は優れたエピソード目白押しですが、作品の質に比べて人気が低いので加えました）。

1. 桃華月憚　第21話「園」

2. しにがみのバラッド。　第4話「あきのまほう。」

3. あそびにいくヨ！　第9話 「いだいなるさいしょのあしとろいど？」

4. スペース☆ダンディ 第21話「悲しみのない世界じゃんよ」

5. RD 潜脳調査室　第10話「至高の話者」

6. ヒャッコ　第11話「虎口を逃れる」

7. 紅 -kurenai- 第8話「自愛と臆病と」

8. RDG レッドデータガール　第2話「はじめての手のひら」

9. 屍姫　第8話「安らぎ」

10. テガミバチ　第19話「病気のテガミバチと少女たち」

【引きこもりは荒野を目指す】

引きこもりの少年・少女が登場するアニメは、沢山あります。その描き方も、深刻な問題として誠実に取り上げたケースから、話を面白くするため

の添え物扱いにしたものなど、幅広いスペクトルが見られますが、ここでは、代表作を深刻さの順に並べてみました（『絶対少年』では第２部で登



場）。

1. 絶対少年

2. 電波女と青春男

3. ローゼンメイデン

4. あの日見た花の名前を僕達はまだ知らない。

5. .hack://SIGN

6. カオスヘッド

7. 神様のメモ帳

8. N・H・Kにようこそ！

9. さよなら絶望先生

10. ささみさん＠がんばらない

11. ノーゲーム・ノーライフ

12. アウトブレイク・カンパニー

【凛として】

女性の形容として最高の褒め言葉は「凛と」だと思いますが、そんな言葉がぴったりの女性キャラを集めてみました。

1. RIDEBACK 尾形琳

2. Fate/stay night [Unlimited Blade Works] セイバー

3. パンプキン・シザーズ　アリス・マルヴィン

4. 十二国記　中嶋陽子（第３部）

5. シュヴァリエ　リア・ド・ボーモン（憑依中）

6. キルラキル　鬼龍院皐月

7. Ergo Proxy リル・メイヤー

8. 少女革命ウテナ　有栖川樹璃

9. ベン・トー　槍水仙（氷結の魔女）

10. 二十面相の娘　チコ

11. DARKER THAN BLACK-流星の双子-　葉月水無

12. 魔法少女隊アルス　シーラ

【エンディングの美学】

作品世界に引き込もうとするオープニングアニメに比べると、エンディングには、オートバイに乗るルパン不二子を延々と捉えた『ルパン三世』の

ように、想いを彼方へと誘う作品が目立ちます。私の好きなエンディング曲を集めました。

1. 少女革命ウテナ　バーチャルスター発生学

2. WOLF'S RAIN gravity

3. ターンエーガンダム　月の繭

4. 残響のテロル　誰か、海を。

5. かみちゅ！　アイスキャンディー

6. 十二国記　月迷風影

7. GUNSLINGER GIRL DOPO IL SOGNO～夢のあとに～

8. 人類は衰退しました　ユメのなかノわたしのユメ

9. 狼と香辛料　リンゴ日和

10. 僕は友達が少ない　私のキ・モ・チ

11. フリップフラッパーズ FLIP FLAP FLIP FLAP

12. 電脳コイル　空の欠片

13. ぼくらの Little Bird

14. 妄想代理人　白ヶ丘-マロミのテーマ

【悪こそ華】

悪役・敵役が魅力的なアニメが好きです。悪役と言っても悪人とは限らず、社会に対する独自の見識を有し、一般的な良識に反することもあえて

是とするキャラです。以下、興味深い悪役の順に並べました。

1. 機動警察パトレイバー The Movie 帆場暎一

2. 銀河英雄伝説　オーベルシュタイン

3. PSYCHO-PASSサイコパス　槙島聖護

4. 攻殻機動隊S.A.C.2nd GIG 九世英雄

5. BLACK LAGOON Roberta's Blood Trail ロザリタ・チスネロス（ロベルタ）　

6. Fate/Zero アーチャー

7. 機動戦士ガンダム　シャア・アズナブル

8. DEATH NOTE 夜神月



9. 機動戦士ガンダム 鉄血のオルフェンズ（第１期）　マクギリス・ファリド

10. MONSTER ヨハン・リーベルト

11. 黒執事　セバスチャン・ミカエリス

12. 攻殻機動隊STAND ALONE COMPLEX 笑い男

【別格】新世紀エヴァンゲリオン　カヲル君

【日常の中の非日常】

女の子たちの何ということもない日々を描く日常系アニメが人気ですが、完全に日常的ではなく、どこかに非日常性を混ぜることが隠し味となっ

ておもしろさを増幅しています。ここでは、代表的な作品を、私見に基づいて、非日常性の少ない順に並べてみました。

1. Ａチャンネル

2. あいうら

3. のんのんびより

4. ひだまりスケッチ

5. ゆゆ式

6. きんいろモザイク

7. たまゆら

8. 苺ましまろ

9. けいおん！

10. みなみけ

11. らき☆すた

12. ゆるゆり

13. あずまんが大王

【かなり本格的なミステリ】

ミステリ風に味付けしただけのアクション／ホラーや子供向けパズル、著名な推理作家の名前を借りながらリスペクトの感じられない作品が多い

中で、“かなり”本格的なミステリ・アニメを集めてみました。ラストで事件の全貌が明らかになったときに、そのあまりの恐ろしさに戦慄させられ

る長編３本、ささやかな謎の意外な解決が小気味良い短編９本です。

1. 【長編】魍魎の匣

2. 【長編】Another

3. 【長編】すべてがＦになる

4. 氷菓　第18話「連峰は晴れているか」

5. 櫻子さんの足下には死体が埋まっている 第6話「アサヒ・ブリッジ・イレギュラーズ」

6. それでも町は廻っている 第9話Ｂパート「大人買い計画」

7. ジョーカー・ゲーム　第6話「アジア・エクスプレス」

8. 機動警察パトレイバー旧OVA 第4話「Lの悲劇」

9. 魔法の天使クリィミーマミ 第37話「マリアンの瞳」

10. うる星やつら 75回（第98話）「そして誰もいなくなったっちゃ!?」

11. 探偵オペラミルキィホームズ 第2幕　第6話「エノ電急行変人事件」

12. UN-GO 第6話「あまりにも簡単な暗号」

【大人にこそ見てほしい】

一見、子供や中高生向きのようでありながら、実際には、社会的な知見を身につけて初めて理解できる、深い含蓄を持つアニメがあります。「戦争

はなぜ起きるか」に目を向けた『ターンエーガンダム』や、AR（拡張現実）技術の過剰な進歩がもたらす恐怖を扱った『電脳コイル』などで、以前に

見てさほどでないと思った場合でも、社会人の目で見直すと、新たな感動が呼び覚まされるはずです。

1. ターンエーガンダム

2. 電脳コイル

3. ロミオの青い空

4. 絶対少年

5. 宇宙のステルヴィア

6. 精霊の守り人

7. 十二国記

8. かみちゅ！

9. 花咲くいろは

10. アベノ橋魔法☆商店街

【テロリスト！テロリスト！】

日本アニメには、主人公に逆らう単なる悪人としてではなく、その社会的な意味を見極めようとする視点からテロリストを取り上げた作品が少な



くありません。以下の10本のうち、はじめの４本はテロリストと国家権力の関係、続く３本はテロリストの真情、終わりの３本はテロ撲滅という大

義名分の危うさを扱ったものです。いずれも、ドストエフスキーの『悪霊』に匹敵する、日本が世界に誇るべき傑作です。

1. 攻殻機動隊S.A.C.2nd GIG

2. 残響のテロル

3. RIDEBACK

4. 機動警察パトレイバー２ （劇）

5. BLACK LAGOON Roberta's Blood Trail

6. 輪るピングドラム

7. PSYCHO-PASSサイコパス

8. GUNSLINGER GIRL

9. FLAG （WEB）

10. 人狼 JIN-ROH （劇）

【文学少女に会いたい】

文学少女とは、単に本を数多く読むだけのキャラではない（もちろん、本を食べることもない）。繊細で優しい性格なのに、本を愛するあまり人付

き合いが下手で、しばしば病弱、時にエキセントリックに見える少女たちのこと。独特の雰囲気を湛えた文学少女たちが登場するエピソードをまと

めました。

（『妖狐×僕SS』の第11話は盛大なネタバレ回なので、初めて見る場合は第１話からにしてください）。

1. GUNSLINGER GIRL -IL TEATRINO- 第8話「クラエスの一日」

2. 神のみぞ知るセカイ　第9話「大きな壁の中と外」

3. 涼宮ハルヒの憂鬱（第１期）　第9話「サムデイ　イン　ザ　レイン」

4. もっけ　第9話「エンエンラ」

5. 青い花　第1話「花物語」

6. キノの旅　第9話「本の国」

7. ココロ図書館　第11話「ジョルディの日記」

8. 妖狐×僕SS 第11話「陽炎」

9. グラスリップ 　第4話「坂道」

10. バーナード嬢曰く。　第5話「三大奇書」

【猫の王国】

実写ドラマでは、演出が難しいため登場機会の少ない猫ですが、アニメでは出番が多くあります。ここでは、究極の猫アニメ『ARIA』をはじめ、猫

ないし猫のようなもの（使い魔、化猫、姿なき猫）が重要な役割を果たすエピソードを集めてみました。

1. ARIA The NATURAL 第７話「その 猫たちの王国へ…」

2. 怪～AYAKASHI～ 化猫　第９話「化猫 序の幕」

3. 涼宮ハルヒの憂鬱（第２期）　第24話「涼宮ハルヒの溜息V」

4. ふらいんぐうぃっち　第５話「使い魔の活用法」

5. 猫物語(黒)　第１話「つばさファミリー其ノ壹」

6. 異国迷路のクロワーゼ　第12話「屋根の上の猫」

7. ダーティペア　第４話「追跡はチーズケーキと死のにおい」

8. 閃光のナイトレイド　第４話「カメラと包子と野良猫と」

9. さんかれあ　第３話「さんか…れあ」

10. あにゃまる探偵 キルミンずぅ　第21話「湯煙の向こうに猫又の影!?」

11. 日常　第３話「日常の第三話」

12. 墓場鬼太郎　第4話「寝子」



アニメ雑文＞［キャポックちゃんの］ちょっと深読み

アニメ絡みのトピックを取り上げ、独自の観点から深読みの（こじつけに近い）解説をします。あまり本気にしないで、気楽に読み流してください。

【見える子ちゃん】みこはなぜさとるに深々とお辞儀をしたの？

【重大なネタバレあり】

　アニメ『見える子ちゃん』は、物語の構成がねじくれており、序盤のちょっとエッチで他愛のないストーリーが、第５話辺りから急に方向性を変え

る。おそらく、原作漫画の展開をそのままなぞったのだろう。原作は、突飛な設定で読者の気を引くホラーコメディとして始まったものの、話が続

かなくなったらしく途中で方針転換した。いかにもまとまりが悪く、優れたアニメになるとは思えない代物である。ところが、原作の構成をあまり

いじっていないにもかかわらず、アニメの終盤（第10-11話）はドラマチックに盛り上がり、なぜか作画の質も大幅に向上する。その象徴的な場面

が、第11話半ばで描かれる、ヒロイン・四谷みこが獣医師のさとると対話するシーン。

　みこは、臨時教員の遠野善が猫の死霊に取り憑かれているのを見て、猫を虐待した報いと思い込み下校時に後をつける。ところが、この疑いは

まったくの誤解で、実は大の猫好きだった。自分の誤解から交通事故に遭わせてしまった善を見舞ったみこは、そこでさとると出会う。

　冒頭の何話かでエッチなお姉さんの役を振られていたみこだが、実際には、利発で礼儀正しく友達思いのお嬢様。男性との交際経験はないらし

い（シスコンの弟くんが邪魔したのかも）。そんな彼女が、若いとはいえ大人の男二人に挟まれて、警戒しないはずがない。しかも、一人は恐怖を感

じていた教師、もう一人は初対面の獣医師。ところが、彼女はさとるに対して丁寧に会釈する。

　実は、その直前に、善が「（捨て猫の里親について）僕にツテがあるから、そこで探したらいい…」と言ったのを廊下で聞きとがめたさとるが、「ツ

テって俺のこと？ 俺んとこの動物病院を猫であふれさせる気か、善」と言い、善が「さとるか」と答えていた。会釈は、この会話を受けた行動であ

る。

　女子校の生徒にとって、大人の男が名前で呼び合う光景など滅多に目にするものではない。名前呼びと会話の内容で一気に警戒心が解けたか

らこそ、みこは素直に会釈したのだろう。そこから、病室を出て病院屋上でさとるとみこが話し合うシーンへとつながる。

　小学校からの友人のさとるは、善が毒親による強圧的な支配のせいで感情を失ったように見えること、なんとか立ち直らせようと無償で手助け

していることを語る。「なんでそこまで？」と問うみこに対して、さとるは「友達が困ってたら助ける。それだけ」と笑顔で答える。涙が止まらなくな

る名シーンである。

　仕事に戻ろうとするさとるを「あ、あの」と呼び止めたみこは、「ありがとうございました」と深くお辞儀をする。さとるは、みこのメリットになる

ことは何もしていない。このお辞儀は、彼の行動そのものに対する人間としての感謝なのである。

　おそらく、こうした場面の描画を通じて、アニメーターがみこへの共感を深めていったのだろう。作画の質が向上したのは、共感に溢れているか

らである。優れたアニメが生まれるには、アニメーターの思いが重要なことを実感させる。

【DEATH NOTE】海砂はなぜ独り寂しく歌うのか？

　アニメ『DEATH NOTE』は、途中まで夜神月（やがみライト）とＬの頭脳戦を足早に描いてきたのに、第25話「沈黙」になると、突然スピードが落

ち、ヒロインの弥海砂（あまねミサ）が独りで街を彷徨いながら寂しそうに歌い出す（原作にない）シーンが挿入される。それまで歌パートのなかっ

た海砂が、いきなり心情を託すようにアカペラで歌い始めたことは驚きであり、その儚げな歌声は、無防備だった視聴者の心に沁み通った。

NHKFM「アニソンアカデミー」に海砂役の声優・平野綾が出演した回（2023年6月17日放送）では、この歌のシーンが「作品の中でちょっとそこだ

け異質」と語られ、Ｌの声を当てた山口勝平が（おそらく収録直後だろう）「すごい良かった」と褒めてくれたことが紹介された。

　大場つぐみがストーリーを作った漫画『DEATH NOTE』は、冒頭数巻に限れば抜群に面白く、日本漫画史上の傑作と言える。だが、人気が出て

からは（おそらく掲載誌「少年ジャンプ」の編集方針に従って）連載の引き延ばしが図られ、結果的に話が迷走する。月とＬの対決に収まらなくなっ

て登場人物が膨れ上がり、デスノートのルールは後出しジャンケンのように付け加えられていった。原作では、漫画としては異例なほど多量の文

字を使って説明するが、アニメの場合、リアルタイムで語られる台詞を使うしかなく、ひどくわかりにくい。はっきり言って、話数が進むほどつまら

なくなった。

　アニメは原作の連載終了５ヶ月後に放送が開始され、当初は、原作にきわめて忠実に作られていたが、その後、出来の良くない後半をどう扱う

か議論になったに違いない。私の勝手な憶測では、製作委員会か制作会社（MADHOUSE）で話し合いが持たれ、必ずしも原作通りにしなくても

良いと結論されたように思われる。原作漫画では、第１部が59話、第２部が49話と同程度だが、アニメになると、第１部が25話（第26話は総集

編）、第２部が11話と後半を軽くし、最終回も内容を変えている。

　アニメ『DEATH NOTE』のメインライターは、名手・井上敏樹（他に、井上と同じく特撮ヒーローものを得意とする小林靖子と米村正二）で、原作

から離れる転回点として第25話を構想したのは、おそらく井上だろう。また、このエピソードは、はじめて監督を任された荒木哲郎（『進撃の巨

人』）が絵コンテを担当しており、回想やイメージシーンを多用して圧倒的な表現力を実現している（荒木が単独で絵コンテを切ったのは、この回

の他には初回と最終回のみ）。

　神回と言って間違いない第25話は、原作の枷を解かれた脚本家と監督が、自由な創造性を発揮した成果である。そう考えると、海砂が突然歌い

出したことも腑に落ちる。「Misa no Uta」という何のひねりもないタイトル、心情をそのまま言葉にしたような歌詞、1分15秒という短い尺、後

半にわずかなピアノ伴奏が付くだけのシンプルな作り---この歌は、パブリシティのためのキャラソンではなく、切り離すことのできない物語の一

部として、脚本家と監督が挿入したのである。

【暗殺教室】カルマが解いた数学の難問とは？



　クラス全員が担任教諭（殺せんせー）の暗殺を狙っているという『暗殺教室』は、あまりにバカバカしい設定とは裏腹に、教育問題にきちんと目を

向けた秀作である。特に、第１期・第８話「修学旅行の時間・2時間目」、第９話「転校生の時間」、第13話「才能の時間」、第２期・第５話「リーダーの

時間」、第９話「２周目の時間」は素晴らしい。ただし、これらのエピソードは、自分を見つめながら自覚的に人生の選択を行うことの重要性を示す

内容で、学習との関係は乏しい。勉強の方法論に関する限り、殺せんせーの考え方はやや古くさく、実際の中学校教育への応用性に欠ける。そう

した中で、第２期・第12話「空間の時間」に登場する数学の試験問題は、勉強がなぜ大切なのかを教えてくれる好材料となる。

　実は、この問題はかなり知られたものだ。私も高校生の時に問題集で目にし、浅野学秀と同じやり方で解こうとして解けず、模範解答を見て「こ

んな考え方があったのか」と膝を打った記憶がある。画面に示された問題全文を引用しよう。

「右の図［この文書では下の図］のように、一辺aの立方体が周期的に並び、その各頂点と中心に原子が位置する結晶構造を体心立方

格子構造という。NaやKなど、アルカリ金属の多くは体心立方格子構造をとる。体心立方格子構造において、ある原子A0に着目した

とき、空間内のすべての点のうち、他のどの原子よりもA0に近い点の集合がつくる領域をD0とする。このとき、D0の体積を求め

よ。」

A0として、立方体の中心（体心）にある原子を考えよう。答えるべきは、この立方体の内部にある各点のうち、頂点にある８個の原子よりも体心

のA0に近い領域の体積である（立方体外部を考える必要のないことは、すぐにわかるだろう）。

　この問題を、浅野学秀のように、体心と頂点を結ぶ線分と中点で直交する面を考え、この面に囲まれる立体の体積を求める－－というやり方で

試験時間内に解くのは、（数学の天才ならともかく）困難である。それでは、カルマはどうやって解いたのか？

　大切なのは、視点を転換すること。A0として、体心にある原子ではなく、頂点にある原子を選んだらどうなるかを考えてほしい（試験問題には、

A0がどちらなのか指定されていないが、このこと自体がヒントである）。

　体心と頂点のように、２つある分類の項目を入れ替える変換は、数学で双対（そうつい）変換と呼ばれる。体心立方格子の場合、体心を頂点とす

る立体図形は、一辺の長さがaに等しい立方体となる。この立方体の体心は、元の体心立方格子の頂点に当たるので、体心と頂点を入れ替える双

対変換を施すと、ある体心立方格子は、格子定数（この場合は立方体の辺の長さ）が等しく、全体として各辺の方向にa/2ずつ動かした体心立方

格子に変わる。幾何学的に合同な格子なので、どちらの格子で体心にある原子に近い領域の体積を求めても、等しいはずである。これは、体心に

ある原子に近い点の集合と、頂点にある（＝双対変換をした体心立方格子の体心にある）原子に近い点の集合とで、体積が等しいことを意味す

る。そこに気付けば、あとは簡単だろう。

　体心にある原子A0は、立方体の頂点にある８つの原子と対峙する。この８つの原子にとって、他の原子よりも自分に近い領域は、自分を取り囲

む８つの立方体に等分に分割される。したがって、A0のある立方体の内部に限ると、頂点にある各原子に近い部分の体積は、原子ごとにD0の

1/8となり、原子が８つあるので、トータルでD0と等しい。立方体の全体積を、体心の原子と頂点の全原子とで等しく分け合うことになるので、

D0の体積は、aの３乗を２で割ったものとなる。

　カルマは、体心にある原子を自分自身に、各頂点にある原子をクラスメートになぞらえることによって、視点の転換を可能にした。アニメでは、

映像を基にわかりやすく説明されているので、上の文章が難解だと思う人は、アニメを見ていただきたい。

　数学とは、単に公式を暗記して問題に適用するだけの教科ではない。物事を抽象化して考えるための手法である。ここで示した試験問題は、抽

象化された数学的なモデルが、現実の状況とどのように結びつけられるかを示す好例である。

【のだめカンタービレ】エルガーのバイオリンソナタってどんな曲？

　抜群の才能を持ちながら個性的すぎてなかなか芽が出ない二人の音大生・千秋とのだめの成長を描くアニメ『のだめカンタービレ（第１期）』は、

何と言っても、クラシック音楽の扱いが素晴らしい。原作マンガやドラマ版よりも感動的で、クラシックをフィーチャーしたアニメの最高峰と言って

良い。

　ラフマニノフのピアノ協奏曲第２番を取り上げたエピソード（第10-11話）では、まず千秋がソロパートを練習するシーンが描かれた。この曲は、

巨大な手の持ち主だったラフマニノフが自分で演奏するために作ったもので、通常のピアニストには弾きこなせない超絶技巧が要求される（ア

シュケナージですら、和音をアルペッジョに置き換えて演奏した）。ピアノパートだけでは技巧的でわかりにくく、クラシックに詳しくない視聴者は、

練習シーンを見て面白みのない曲だと感じたろう。ところが、本番でスラブ的な哀愁漂う管弦楽パートと合わさると、ピアノとオケの相乗効果に

よって、心を揺さぶる音楽となる。さらに、抑制されたモノローグとディズニー映画『ファンタジア』の「トッカータとフーガ」を思わせる華麗な映像

が加わり、生涯にそう何度も味わえない感動体験をもたらしてくれた。

　クラシックファンならラフマのピアコンは何度も耳にしているはずなので、練習から本番への飛躍に驚かされなかったかもしれない。だが、第15

話で千秋とのだめが演奏するエルガーのバイオリンソナタには、かなりのクラシック通でものけぞったに違いない。このソナタは、今でこそコン

サートでしばしば取り上げられるものの、それは『のだめ』がヒットしたおかげであり、放送された当時は、知る人ぞ知る作品だった。私も、このア

ニメではじめて聴いたのだが、「なぜこんなステキな曲を知らなかったのか」と驚嘆した。



　エルガーは、19世紀末から20世紀初頭にかけて活動したイギリスの作曲家で、若い頃は大人気を博したが、シェーンベルクやストラヴィンス

キーが台頭した1910年代になると、伝統にしがみつく古くさい作曲家と見なされるようになる。『威風堂々』のような儀式張った行進曲を書いた

り、ナイト（後に准男爵）に叙せられ王室の音楽師範になったことも、評論家に批判される原因となった。

　『のだめ』では、そんなエルガーの作品に光が当てられる。千秋の祖父はエルガーのファンで、その作品について「カッコイイ曲だろ。古典的だろ

うと単純だろうと、これが俺の音楽だという彼の気持ちがね」と語る。古くさいと批判されながらも自分を貫き通す生き方自体が、カッコイイので

ある。千秋の叔父は、音楽を捨ててビジネスに没頭する実業家のはずなのに、バイオリンソナタの演奏を耳にしたとき、「エルガーは『威風堂々』や

『愛のあいさつ』…なら知っているが」と10曲近くスラスラと名を挙げ、図らずも、音楽愛を失っていないことを示した。

　私も、このアニメを見てからエルガーを聴き始めたが、1918-19年に作曲された４曲が特に好きだ。バイオリンソナタを筆頭に、ピアノ五重奏

曲、弦楽四重奏曲、チェロ協奏曲と傑作が並ぶ。この４曲を作った直後の1920年、エルガーは最愛の妻アリスに先立たれ、そのショックで作曲で

きなくなったという。精神性を重んじた彼らしい逸話である。

【クロムクロ】ソフィーと茂住はなぜ「お嬢様と執事ごっこ」をするのか？

【ネタバレあり】

　『クロムクロ』は、SF的な設定にロマン豊かなストーリーを絡ませた秀作である。戦国時代にエイリアンの侵略から人類を守った巨大ロボット・ク

ロムクロが、コールドスリープ状態にあった操縦者ともども発掘されるという発端からして、胸が躍る。互いに秘めた思いを抱く姫君と若武者の

関係をベースに、現代に目覚めた若武者が、姫君の面影を受け継ぐ二人のヒロイン・由希奈とムエッタの間に繰り広げる物語は、近年のテレビアニ

メとして異例なほど波乱に富む。

　もっとも、ここで深読みしたいのは、脇役であるソフィーと茂住の物語。『クロムクロ』には、数多くのサイドストーリーが用意されている。その出

来にはかなりの差があるが、この二人については、作中であらわに語られる以上の読み込みが可能で、実に面白い。

　ソフィーは、ロストテクノロジーに基づいて製造されたロボット（ジオフレーム）のパイロットを務めるフランス人美少女。言動が大人びており、萌

えアニメでしばしば登場する金髪の天才幼女かと思わせるが、実は、単に小柄なだけの女子高生（飛び級したので年齢は14歳）。言葉遣いがお嬢

様風なのは、育ちが良いから。

　一方、戦闘におけるソフィーのパートナー・茂住は、小太りな上に髪を染めシャツをはだけただらしない格好。なのに、ソフィーは彼をセバスチャ

ンと呼び、執事であるかのように接する。茂住も、ソフィーの呼びかけに応じて、しばしば執事っぽい口調で話す。二人は、お嬢様と執事になり

きった「ごっこ遊び」をしているように見える。しかし、命がけの戦闘のさなかに、なぜそんな悠長なことをするのか？

　その理由は、作中で断片的に語られる世界情勢に関係するようだ。発掘されたロストテクノロジーは、強力な兵器を製造するのに利用できる。軍

拡競争の渦中に置かれた各国は、他国の兵器開発がどうなっているか、探り出そうと余念がない。日本の場合、国内に軍事教練を受けた経験者

が少ないため、諸外国から人員を招集しジオフレームに搭乗させているが、当然、彼らがスパイである可能性も考慮して、対策を立てねばならな

い。

　ソフィーは、本国の治安部隊で研修を受けていたことからパイロットに採用されたが、やはりスパイの可能性は払拭できない。そこで監視役に付

けられたのが、茂住である。彼は、だらしない外見とは裏腹に、陸上自衛隊所属の情報将校である。軍事機密を漏洩しないか見張るのが、任務

だったのだろう。

　ところが、ソフィーは、国益よりも人類全体の未来を優先するグローバルな見識の持ち主だった（だからこそ、エイリアンに面会相手として選ば

れた）。茂住も、彼女と行動を共にするうちに、その真情に打たれたのだろう。人類が危機に瀕しているのに内輪で情報戦を繰り広げているのが、

バカバカしくなったのかもしれない。そんな息苦しい状況から逃れようとして始めたのが、「お嬢様と執事ごっこ」なのである。もちろん、ソフィー

も承知の上である。物語終盤での会話から、彼女がとうに茂住の任務に気づいていたことが窺える。

　監督の岡村天斎は、『WOLF'S RAIN』『DARKER THAN BLACK』シリーズなど、象徴性が強く、作中で語り尽くされない謎を秘めた作品を得

意とする。その彼が手がけた『クロムクロ』に、簡単には読み解けない裏の物語が隠されていたとしても、何の不思議もない。

【バカとテストと召喚獣】霧島翔子は結婚可能年齢を知らなかったの？

【ネタバレあり】

　『バカとテストと召喚獣』で独自の存在感を示すのが、学年トップの才媛・霧島翔子である。坂本雄二のお嫁さんになることを夢見てストーカー

のようにつきまとい、雄二と親しくする男女に厳しく当たる。アニメの終盤では、強引にサインさせた婚姻届を手に雄二を伴って市役所に赴く。と

ころが、日本における結婚可能な年齢（婚姻適齢）は女性16歳に対して男性18歳であり、すごすごと引き返す羽目に。さて、翔子ほど高い知性の

持ち主が、自分にとって大問題であるはずの婚姻適齢を知らないことがあるのだろうか？

　アニメ版の『バカテス』は、学園ラブコメという枠を守って非現実的なギャグが随所に挿入される一方で、登場人物の心理に関しては、かなりシ

リアスな描写が見られる。暴力シーンで被害者が骨折したり黒焦げになったりするが、これはあくまで過剰に装飾されたギャグであり、シリアスな

心理描写とは一線を画して鑑賞すべきだろう。主人公・吉井明久の姉・玲は、屋外をバスローブで歩くクレージーな姿で登場するため、弟にキスし

ようとするのもエロチックなギャグと思われがちだが、彼女の弟に対する態度は思いやりにあふれ、常に逃げ場を用意してあるので、ギャグでは

なく、性に対して奥手の弟を優しくからかっているだけだとわかる。

　アニメーターたちがキャラの心理をきちんと推測しながら作画したことは、各場面での適切な描写にはっきりと現れる。例えば、主要人物が並ん

で床に座るシーンでは、美波が横座り、瑞希が体育座り（自分がどう見られているか自覚していない）、秀吉が正座と、キャラの性格を表す姿に描

き分けられている。視聴者を笑わせるためのギャグはギャグとして割り切り、人間の描写は大真面目に行うのが、アニメ『バカテス』の特徴だと

言ってよい。だとすれば、突飛に見える翔子の行動も、彼女の内面を慮った上での演出だと考えるべきだろう。



　オープニングアニメでは、次々と登場するキャラがいずれも瞬きをするのに、翔子だけがじっと目を見開いており、意志の強さを感じさせる。彼

女の行動は、高い知性と強い意志に裏付けられた戦略的なものであり、決して思いつきで過激に突っ走るわけではない（もちろん、目を突いたり

スタンガンで痺れさせたりと雄二を虐待するのは、独占欲の強さを表す象徴表現である）。したがって、婚姻届にサインを強要するのも、それほど

雄二が好きだと伝えるための手段であって、本気で今すぐ結婚したいのではないだろう。婚姻届を受理されなかった翌日の翔子がサバサバして

いるのも頷ける。

　神童と呼ばれるほどの頭脳の持ち主である雄二も、そうした翔子の本心はわかっていたはずだ。結婚を巡る二人の大騒ぎは、暗黙の了解の下

で行われた一種のゲームだったのかもしれない。雄二が異様なほど大げさに嫌がったのは、自分の役割を心得た見事な演技なのだろう。

…というのが私の解釈だが、これは深読みに過ぎるだろうか？

【おおきく振りかぶって】西浦はなぜ桐青と互角に戦えたのか？

　高校野球を取り上げたアニメ『おおきく振りかぶって（第１期）』のクライマックスは、地方予選緒戦となる西浦と桐青の試合である。三橋・阿部

バッテリーが所属する県立西浦高校硬式野球部は、１年生10人だけの新設チームで、監督は軟式野球部マネージャーだった女性。対する私立桐青

高校は、 前年に甲子園に出場した強豪校。実力差は歴然としており、西浦のコールド負けは確実と思われた。しかし、予想を覆して、西浦は桐青に

食らいついて善戦する。並の作品ならば、「西浦の選手ががむしゃらに奮闘したから」といった安直な説明で済ませてしまいそうだが、原作漫画の

作者・ひぐちアサは合理的な理由付けを行った。野球に関する知識がないと少しわかりにくいことなので、説明しておこう。

　重要なのは、西浦野球部の二人の指導者が、選手から絶大な信頼を寄せられていること。女性監督の百枝まりあ（選手からは「モモカン」という

愛称で呼ばれる）は、抜群のバットコントロール力を見せ、ガテン系のアルバイトで部活動の資金を稼ぐなど、実力と情熱で信望を勝ち得て生徒を

引っ張る。顧問の教師・志賀は、生理学・心理学の知識があり、食事やマッサージなどの身体面、緊張のほぐし方といったメンタル面で合理的な指

導を行った。二人への信頼を軸に全員がまとまり、試合中でも、相手選手に関して積極的に情報を交換し、熱中症にならないように水分補給を呼

びかけ合うなど、チーム内部での意思疎通が密になった。これが西浦の強みとなる。

　桐青との試合では、地元テレビの映像を活用して情報を収集し、対策を練っていた。桐青のエースは技巧派で、決め球となるシンカーとフォーク

は打ちづらいが、直球とスライダーはそれほどでもない。また、キャッチャーの配球には、一定のパターンがあることもわかった。そこで、直球とス

ライダーに絞ってピッチングマシンで練習を重ね、モモカンが球種を予測しバッターにサインを出すことで、実力のない選手でもある程度は打てる

ようにした。

　一方、新設チームである西浦の情報を、桐青はほとんど持っていなかった。ピッチャーの三橋は、中学時代に正規の投球練習を受けられなかっ

たせいで、異様に遅いクセ球しか投げられない。球筋を覚えられると、簡単に打ち崩せる。しかし、キャッチャーの阿部がコースを散らしたため、情

報がないまま相手を侮って大振りを繰り返す桐青のバッターは、中盤まで打ちあぐねる。その結果、圧倒的な実力差がありながら、西浦が善戦で

きたのである。

　監督同士の読み合いも面白い。５回表、西浦攻撃でワンナウト１塁３塁の場面。ふつうならスクイズの好機だが、桐青の監督は、３塁ランナーが投

手であり、本塁に突入して怪我をすると代わりがいないことから、スクイズと見せかけてボールを投げさせ、満塁にしてタッチプレーを回避すると

読む（満塁ならばベースを踏むだけでアウトにできる）。ところが、モモカンは、中学時代にシニアチームに所属し硬球を恐れずにバンドできる選手

がバッターだったことから、相手監督の裏をかこうと策を練って…。野球の知識があれば、凄まじいまでのサスペンスを味わえるシーンである。

　部活を扱うアニメでは、抜群の能力を持つ監督やコーチが強権的な指導を行うことも少なくない。しかし、『おおきく振りかぶって』では、選手の

自主性を重んじながら情報に基づいて知的にスポーツを行う姿が描かれた。そこには、体育会系のノリとは全く異なる健全な部活のあり方が見て

取れる。

【フリップフラッパーズ】階段脇の絵には何が描かれている？

　押山清高のテレビアニメ『フリップフラッパーズ』は、随所にちりばめられた伏線を読み解いて、はじめてその真価がわかる作品である。もっと

も、その伏線は必ずしもわかりやすいものでなく、漫然と見ていると看過してしまう。例えば、ヒロインのココナは、ちょっと古ぼけた日本家屋に

「おばあちゃん」と住んでおり、朝食には納豆を食べる。ところが、一歩外に出ると、カラフルな路面電車が走り石造りの住宅が並ぶ、ヨーロッパの

古都を思わせる街並み。学校の校舎は、異様に広大な敷地に建つ壮麗な建物なのに、内部の職員室や保健室は、何ともせせこましく日本的な雰囲

気を漂わせる。「ここはどこ？」と思ってしまうのだが、こうした不調和な描写は、すべて伏線なのだ。

　そうした伏線の一つが、校舎階段の脇にある大きな絵画。木々に囲まれた沼か川に、何かが浮かんでいる。はじめのうちははっきりしないが、し

だいに、シェークスピア『ハムレット』に出てくるオフィーリア水死のシーンであることがわかってくる。

　オフィーリアは、愛するハムレットに父ポローニアスを誤殺され、狂気の内に心を閉ざしてしまう。無心に歌を歌いながら花を摘んでいたが、川

べりの柳に花輪を飾ろうと登ったところ、枝が折れて川に落ちる。裳裾が広がっていったんは水面に浮かんだものの、やがて衣服が水を含んで重

くなり、川底へ引きずり込まれた。その姿は、ガートルードの口を借りて語られる。

しばらくは人魚のように川面に浮かびながら

古い歌をきれぎれに口ずさんでいました、

まるでわが身に迫る死を知らぬげに、あるいは

水のなかに生まれ、水のなかで育つもののように。

　（『ハムレット』４幕７場、小田島雄志訳）

　この情景は多くの芸術家にインスピレーションを与え、さまざまな絵画作品が描かれてきた。最も有名なのが、ラファエル前派の画家ミレイの油

絵で、水を張ったバスタブにモデルを浮かべて描いたと言われるオフィーリアの姿は真に迫り、見る者の心を揺さぶる。『フリップフラッパーズ』の

絵画は、こうした伝統を踏まえ、差し迫った運命に気づかないまま安逸な生活に溺れる人間の実像を象徴している。



　シェークスピアを引用したアニメは、ほかにもいくつかある。

　『英國戀物語エマ』では、鐘の音を耳にしたドイツ出身の女主人が、

聞け かの鐘の音を　ディン・ドン・ベル

　（『テンペスト』１幕２場、福田恒存訳を原作漫画に合わせて修正）

と口ずさんで、「何だったかしら、あれは」と呟くと、背後で働いていたエマが即座に「テンペスト」と答える（第２期第５話）。この台詞は、シェークス

ピア作中でも特に有名で、日本で言えば「智に働けば角が立つ…と書いたの誰だっけ？」と聞くようなものだが、舞台となった19世紀英国の使用

人は読み書きがやっと。別のシーンでは、メイド仲間がエマに手紙の代筆を頼んでおり、詩の知識があること自体が驚きだった（もっとも、原作漫

画では「真夏の夜の夢」と答えており、エマと原作者のどちらが間違えたのか？）。

　『絶園のテンペスト』になると、冒頭からハムレットの名文句が引用される。

世の中の関節は外れてしまった。

ああ、なんと呪われた因果か、それを直すために生まれついたとは！

　（『ハムレット』１幕５場、野島秀勝訳）

この作品は、絶海の孤島に魔法使いが取り残されるという内容で、まさに『テンペスト』そのもの。その後も、復讐や恋愛を巡ってシェークスピアづ

くしの展開となる。

【ちはやふる】千早が倒れた原因は？

　『ちはやふる』第１期では、全国大会団体戦に出場しながら、エースの千早が急病で途中棄権するシーンがある。作中で病名が示されず、それま

で健康そのものだった千早が急に倒れるのは、無理に話を作ったようだと感じたファンもいるだろう。だが、医学的に見ると、病状をかなり正確

に描いており、ストーリー展開におかしな点はない。

　さまざまな症状から見て、千早の病気は、まず間違いなく偏頭痛である。偏頭痛は、低血圧の女性に多い病気で、幼児期には見られないが、思春

期以降に急に発症する。偏頭痛の特徴と千早の症状を並べておく。

(1) 偏頭痛は精神的ストレスと関係しており、過大なストレスから解放され脳血管が拡張すると発作が起きることが多い。千早の場合、必勝祈

願に訪れた近江神宮で最初の前駆症状が現れており、「ようやくここまで来た」という思いが発作の引き金になったようだ。

(2) 偏頭痛では、光や音の刺激など、ちょっとしたことで症状が増悪する。試合前、千早は、ふだんと違って大人しくしているが、これは悪化の

予兆を感じた患者が本能的にとる態度である。

(3) 偏頭痛には、吐き気、音や光に対する過敏症、さまざまな視覚異常や神経症状が伴う。千早には、これらの症状が複合的に現れている。

(4) 激しい運動をすると、偏頭痛の症状は急激に悪化する。頭の痛みは、一般の人が想像するよりも激越で、立っていることもままならず、酷い

ときは文字通り昏倒する。千早は、団体戦ということもあって、無理に頑張りすぎた。

(5) 偏頭痛の持続時間は数時間から数日。熟睡すると、脳の状態がリセットされて、症状が完全に消失することもある。千早の場合、一晩眠った

翌日に何事もなかったかのように試合に出場するが、偏頭痛ならば別に不思議ではない。

(6) 脳血管の拡張が関係する病気なので、頭を冷やすと症状が緩和される。翌年の全国大会で、千早は頭にアイスノンを付けて冷やしている

が、おそらく、医者から冷やすようにと指示されたのだろう。

(7) 偏頭痛の治療薬はないが、予防薬や症状を緩和する薬ならば、いくつか市販されている。最初の全国大会で倒れて以降、偏頭痛の発作が起

きないのは、薬を服用しているからかもしれない。

　以上、20年来の偏頭痛持ちであるキャポックちゃんの解説でした。

【PSYCHO-PASSサイコパス】常守朱はなぜカレーうどんを食べる？

　『PSYCHO-PASSサイコパス』のヒロイン・常守朱は、公安局に着任早々、職員用の食堂で月見カレーうどんを食べる。これは、奇妙な行動であ

る。ふつう、新任の若い女性は、服に黄色いシミが付いて見とがめられるのでは…と気にし、カレーうどんなど注文しない。常守の行動は、彼女が

他人の気持ちを忖度せず、自分の規範に忠実なことを表す伏線なのである。実際、これに続くシーンでは、心理テストにパスせず「警察の狗」に甘

んじている同僚に対して、自分がどんな職業にも就ける好成績だったことを得々と語り、相手を激怒させた。

　飲食のような日常的シーンを通じて登場人物の特徴を浮かび上がらせる演出は、視聴者が自分の体験と比較しながら意味するところを読み解

けるので、映像作品でよく用いられる。実写映画『家族ゲーム』（監督：森田芳光）では、松田優作演じる家庭教師が、飲み物を常に一息で飲み干し

ていたが、他のどんな行動よりも、その異常さを際立たせる優れた表現だった（松田自身が考案したとも言われる）。

　アニメも負けていない。

　『銀河英雄伝説』に登場するヤン・ウェンリーは、米軍兵士などが好むコーヒーを嫌悪し、ブランデーを入れた紅茶（火をつけてアルコール分を飛

ばすような真似はしない）を愛する。ラインハルトが長身で金髪碧眼という所謂“アーリア人”を連想させる容貌なのとは対照的に、名前と外見か

ら中国系だと思われるヤンだが、その言動からは、どこかでヨーロッパ的な習慣と教養を身につけたことが窺える。

　『甘々と稲妻』では、小鳥の食べっぷりが印象的だ。大食いの女子高生で、休み時間ごとに巨大な菓子パンを頬張っているが、昼食の時間になる

と、料理研究家の母親が作った弁当を取り出す。焼き魚やフキの煮物など凝ったおかずが入っており、小鳥は、それを何とも嬉しそうな表情で



黙々と食べる。不在がちな母親に対して不満を口にすることがあっても、実は、互いに心が通じ合った仲の良い母娘だとわかるシーンである。

　このほか、『坂道のアポロン』のカツカレー、『僕だけがいない街』のベーコンエッグと味噌汁の朝食など、登場人物の内面や置かれた立場が読み

取れる場面は少なくない。飲食物を単なる添え物として見過ごさず、演出意図を考えながら鑑賞すると、アニメをより楽しめるだろう。

【STEINS;GATE】エル・プサイ・コングルゥって、どういう意味？

　『STEINS;GATE』では、主人公の岡部倫太郎が、さまざまな中二病的言辞を弄するが、中でも印象に残るのが、つながっていない電話に語り

かけるとき、最後に決め台詞として使う「エル・プサイ・コングルゥ」。原作となるPCゲームのライター・林直孝のインタビュー（DENGEKI ONLINE

News (2009年11月20日)掲載）によると、「全く意味のない言葉」とされる。しかし、本作に登場する他の言葉は、「シュタインズ・ゲート（石の

扉？）の選択」にせよ「アトラクタフィールド（アトラクタもフィールドも正式な物理学用語）」にせよ、全く無意味ではなく、何らかの元ネタがある。

とすると、「エル・プサイ・コングルゥ」も、どこかから引っ張ってきた可能性が無視できない。

　実は、この言葉が意味を持つコンテクストがある。理論物理学の一分野である素粒子論では、運動方程式を決定する基本的な物理量としてラグ

ランジュ演算子が使われ、ラテン文字のエル（L）で表される。素粒子論では、いくつかの場（フィールド）が取り上げられるが、その一つとして天才

物理学者ディラックが提案したのがスピノル場で、ギリシャ文字のプサイが使われる。スピノル場のラグランジュ演算子は、エルに添え字としてプ

サイが付いた形となり、エル・プサイと読まれる。

　一方、「コングルゥ」に該当する英語には、「～と一致する」を意味する “congrue” がある。つまり、「エル・プサイ・コングルゥ」とは、（三単現の

s がないので）「スピノル場のラグランジュ演算子は～と一致すべし」という意味になる。ラグランジュ演算子が何かと一致すると、それに応じて、

どんな物理現象が起きるかが決定される。もしかしたら、ある特別なラグランジュ演算子になると、時間遡行が可能になるのかもしれない。

　この解釈の難点を言えば、 “congrue” という英単語は、現在ではまず使われない古語であること。もっとも、数学では、合同の意味で

“congruence” という用語が頻繁に使われるので、数学の好きな物理学者が、ちょっと気取った言い回しとして、「エル・プサイ・コングルゥ」を使

うこともあり得ないわけではない。

　ゲーム『STEINS;GATE』のシナリオを構想していたライターが、アイデアを求めて物理学の専門書をパラパラめくっているうちに、偶然、この部

分に目が留まり、何となく語呂がよくて使ったものの、どこから引っ張ってきたか忘れてしまった…そんな推測も成り立つような気がする。

【涼宮ハルヒの憂鬱】長門は何を読んでいた？

　『涼宮ハルヒの憂鬱』に登場する長門有希は、汐宮栞やクラエスとともに、日本のアニメでしばしば描かれる文学少女の代表格。部室では、いつ

も熱心に本を読んでいる。では、何を読んでいるのか。

　画面から確認できるのは、サイモン・シン『暗号解読』、笠井潔『哲学者の密室』、阿部和重『グランド・フィナーレ』、綿矢りさ『蹴りたい背中』など

で、かなりマニアックでハードな作品が多い（個人的には、ハイデガーを糾弾する哲学的ミステリ『哲学者の密室』がオススメ）。

　彼女が読んだ本の中で、物語の進行に重要な役割を果たすのが、ダン・シモンズ著『ハイペリオン』と続編の『ハイペリオンの没落』。まず『ハイペリ

オンの没落』を読んでいる長門の姿が描かれ、その後、間に挟んだ栞を見せる目的で、キョンに『ハイペリオン』を手渡すシーンとなる。なぜ、正続

の順番が逆になったのか。

　栞さえ目に留まれば本は何でもいいはずなのに、自分が読み終えたばかりの続編ではなく、順番通り正編の『ハイペリオン』を渡さなければと考

えるほど、長門が律儀だったのか（私は、そう解釈する）。あるいは、そこに書かれた内容に意義を認めたのか。

　『ハイペリオン』には、未来予測も可能な統合知性と時間を逆転させる謎の存在「時間の墓標」が登場し、長門の情報統合思念体やみくるちゃん

のTPDDを連想させる。正統的なハードSFとして、かなり面白い。だが、『ハイペリオンの没落』になると、ほとんど支離滅裂で内容が把握しにくい

（と言うか、私は途中から流し読みで済ませた）。自分たちと似たものがきちんと描かれているからこそ、『ハイペリオン』を選んだとも考えられる。

　そうだとすると、長門は、あの顔で結構食わせ物だと言えそうだが…。

【けものフレンズ】ラッキービーストって、何がラッキー？

　『けものフレンズ』では、フレンズの世話をしたりシステムメンテナンスを行うロボットが登場する。正式名称は不明だが、彼ら自身は「僕はラッ

キービーストだよ」と語る。しかし、自分のことを「ラッキー」と呼ぶのは、ちょっと奇妙である。

　ラッキービーストは、本来はパークガイドロボットであり、単に情報を教えてくれるだけでなく、バスを運転して目的地まで運ぶなど、パークの入

園者にとって実に有用な存在である。しかし、広大なパークに比して数が少なく、ラッキービーストが同時に複数台目撃されることはほとんどな

い。パークがオープンしても、入園者がパークガイドロボットと出会う機会は、滅多に訪れなかったろう。「出会えたら入園者にとってラッキー」と

いう意味で、ラッキービーストと名付けられたのではないか。

　ふつうの動物を表す animal ではなく、悪いニュアンスで用いられることの多い beast にしたのは、お伽噺などで人語を話す動物が beast

と呼ばれるのを踏まえたのかもしれない（ディズニーアニメ『美女と野獣』の原題は “Beauty and the Beast” ）。

　フレンズがラッキービーストを「ボス」と呼ぶのは、おそらく、人間の代わりだと思ってほしいという願いから、退去直前のパーク従業員がそう呼

ばせたのだろう。もっとも、フレンズからすると、じゃぱりまんを配るなど自分たちに奉仕する役割に見えるので、ボスの呼び名に相応しい扱いは

していないのだが。



アニメ雑文＞マイ・フェイバリット・アニメ

テレビアニメ・ベスト60

1. 少女革命ウテナ

2. 新世紀エヴァンゲリオン

3. 涼宮ハルヒの憂鬱

4. 灰羽連盟

5. 銀河英雄伝説(*)

6. 攻殻機動隊S.A.C.2nd GIG

7. 進撃の巨人

8. 蟲師

9. 十二国記

10. PSYCHO-PASSサイコパス

11. ターンエーガンダム

12. 輪るピングドラム

13. GUNSLINGER GIRL

14. Fate/Zero

15. Witch Hunter ROBIN

16. FLAG(*)

17. 青い花

18. 残響のテロル

19. 氷菓

20. バカとテストと召喚獣

21. RIDEBACK

22. 交響詩篇エウレカセブン

23. 英國戀物語エマ

24. 映像研には手を出すな！

25. すべてがＦになる

26. 俺の妹がこんなに可愛いわけがない

27. 攻殻機動隊STAND ALONE COMPLEX

28. キルラキル

29. true tears

30. ARIA

31. 四畳半神話大系

32. 無限のリヴァイアス

33. けものフレンズ

34. 宇宙のステルヴィア

35. 狼と香辛料

36. さよなら絶望先生

37. 夏目友人帳

38. ヒカルの碁

39. スペース☆ダンディ

40. かみちゅ！

41. 花咲くいろは

42. ef-a tale of memories.

43. 電脳コイル

44. 坂道のアポロン

45. DARKER THAN BLACK-流星の双子-

46. Ergo Proxy

47. 機動戦士ガンダム 鉄血のオルフェンズ

48. ちはやふる

49. ケムリクサ

50. 昭和元禄落語心中

51. 妄想代理人

52. クロムクロ

53. シドニアの騎士

54. serial experiments lain

55. ロミオの青い空

56. うる星やつら

57. あの日見た花の名前を僕達はまだ知らない。

58. 放浪息子



59. やはり俺の青春ラブコメはまちがっている。

60. 魔法少女まどか☆マギカ

【次点】バッカーノ！

(*)OVAないしWEBアニメですが、テレビでも放映されたため、ここに加えました。

劇場用アニメ・ベスト20

1. GHOST IN THE SHELL/攻殻機動隊

2. 人狼 JIN-ROH

3. 涼宮ハルヒの消失

4. 機動警察パトレイバー　the Movie

5. クレヨンしんちゃん　アッパレ!戦国大合戦

6. 天空の城ラピュタ

7. うる星やつら２　ビューティフル・ドリーマー

8. 機動警察パトレイバー２ the Movie

9. となりのトトロ

10. 風の谷のナウシカ

11. 千年女優

12. パーフェクトブルー

13. ルパン三世　カリオストロの城

14. リズと青い鳥

15. この世界の片隅に

16. サマーウォーズ

17. セロ弾きのゴーシュ

18. 銀河英雄伝説 わが征くは星の大海

19. 百日紅

20. 夜は短し歩けよ乙女

【次点】空の境界 第一章 俯瞰風景

【次々点】秒速5センチメートル

劇場用アニメのベスト作品を選ぶと、どうしても上位に押井守作品、中位に宮崎駿作品が集まってしまいますので、下位にその他の監督作品を並

べる形になりました。

短期シリーズ・ベスト10

1. BLACK LAGOON Roberta's Blood Trail（全５話）

2. 機動戦士ガンダム0080 ポケットの中の戦争（全６話）

3. 銀河英雄伝説 奪還者（全４話）

4. 機動警察パトレイバー旧OVA 二課の一番長い日（全２話）

5. 涼宮ハルヒの憂鬱（第２期） 涼宮ハルヒの溜息（全５話+「朝比奈ミクルの冒険」）

6. 怪～AYAKASHI～ 化猫（全３話）

7. イヴの時間（全６話）

8. 青い文学シリーズ・人間失格（全４話）

9. FLCL（全６話）

10. 花物語（全５話）

【次点】トップをねらえ！（全６話）

テレビシリーズは、１クール12～3話を単位として作られることが多いのですが、この話数は、まとまりの良い長編を作るには少し長すぎます。30

分もの６話以下にまとめた短期シリーズ（テレビアニメ／OVA）で、見応えのある長編となっている作品を集めてみました。

短編エピソード・ベスト10

1. 機動警察パトレイバーTV版　第29話「特車二課 壊滅す！」

2. GUNSLINGER GIRL 第5話「約束-promessa-」

3. 氷菓　第18話「連峰は晴れているか」

4. 蟲師　第16話「暁の蛇」

5. 続 夏目友人帳　第10話「仮家」

6. ARIA The NATURAL 第7話「その 猫たちの王国へ…」

7. うる星やつら　第100話（放送第77回）「ダーリンが死んじゃう!?」

8. カウボーイビバップ　第11話「闇夜のヘヴィ・ロック」

9. のんのんびより　第10話「初日の出を見た」



10. スペース☆ダンディ　第18話「ビッグフィッシュはでっかいじゃんよ」

【次点】もっけ　第9話「エンエンラ」

シリーズ物の中には、登場人物のキャラ設定さえ押さえておけば、その１話だけを完成された短編として鑑賞しても感動できる作品があります。

そんなアニメを選んでみました。第１位に選んだ「特車二課 壊滅す！」は、押井守が脚本を執筆したエピソードで、テレビアニメの枠を超えた超絶

的な傑作です。

アニメの名セリフ・極私的ベスト

○胸を衝く思い

「どうしたの、さっきから話し掛けてるのに。まるで、宇宙人でも見たような顔してるわよ」「宇宙人なんか珍しくもない。もっとあり得ない

ものを見ちまった」　 『涼宮ハルヒの消失』

「もし、この戦いが終わっても、生きていいって言われたら、小さな鏡を一つ買って、微笑む練習をしてみよう。何度も何度も練習しよう」　

『交響詩篇エウレカセブン』第48話「バレエ・メカニック」

「私の中に、明確な意識が芽生えていく。生きたい。生き延びたい。死にたくない。笑っていたい。悲しみたくない。あなたが好き。あなた

が好き。あなたが好き。思いがあふれて止まらない」　『無限のリヴァイアス』第22話「いきのこるために」

「朝、目が覚めるたび、いちばん気になることがある。それは、今日も自分の体が、ちゃんと存在するかということ。良かった、動く。自由な

体。すばらしいことだ。社会福祉公社－－私はここでの生活を、とても気に入っている」　『GUNSLINGER GIRL』第３話「少年

-ragazzo-」

「あのとき、ただひたすら困惑した。巨人が巨人を殺すなんて、聞いたことがない。そして、かすかに高揚した」　『進撃の巨人』第７話「小さ

な刃 -トロスト区攻防戦 (3)-」

○背後の意味がわかると…

「忠道、大儀である。ゆめ、そのあり方を損なうな」　『Fate/Zero』第23話「最果ての海」

「そう、あれは７年も前のことだ。処刑の前に君は、僕の家族の写真を破り捨てたね。それは、たくさんの小さな傷の一つとなって、君の中

に残った。その傷が穏やかで平和な暮らしの中で、どのように膿み爛れていくものか」　『BLACK LAGOON Roberta's Blood

Trail』#27「Angels in the Crosshairs」

「なぜ僕を理解しない。僕は全てを受け容れている。君の弟の罪さえも」「先輩、さあ良く見て。あの時、あの場所には、本当は誰がいて、

誰がいないか。あの館に火を放ったのは、本当は誰か」　『少女革命ウテナ』第23話「デュエリストの条件」

「ディアナ様、またあした」　『ターンエーガンダム』第50話「黄金の秋」

「一箇所、大きな間違いをしてしまいました。訂正させてください」「もう試験は終わった。訂正は認められん」…（中略）…「お願いします。

どうしても、どうしても、それだけは直さないといけないんです」　『バカとテストと召喚獣』第13話「バカとテストと召喚獣」

「でもレイコさん。ふつうはそういうのは、「私の友だちのうち」って言うんだよ」　『続 夏目友人帳』第10話「仮家」

○人生の至言

「遠くから見ているだけでは、何も変わらない。一歩ずつでも、時に後戻りすることがあろうとも、歩み出さなければ。「大きなウリエッタ

は、小さなアレサの集合である」－－私の星の言葉です」　『宇宙のステルヴィア』第22話「それぞれのみち」

「（同僚からある生徒の指導法を問われて）答えに迷うでしょうね。ですが、迷わぬ教師などいない。本当に自分はベストの答えを教えてい

るのか、内心はさんざん迷いながら、生徒の前では、毅然として教えなくてはいけない。決して迷いを悟られぬように、堂々とね。だから

こそ格好良いんです、先生って職業は」　『暗殺教室』第13話「才能の時間」

「ミューゼル艦長と申したの。そなたにとって、このジークフリードは、家来か、従者か」「友です、かけがえのない」　『銀河英雄伝説・外伝』

「奪還者」Kap.IV

「個人的な思いつきを他人に強要しているだけでは、人の心を打つことはできない。そこには、善意でも悪意でもいい、何かしら確固たる

信念のようなものがない限り、天才とか英雄と呼ばれる存在にはなれない」　『攻殻機動隊S.A.C.2nd GIG』第22話「無人街

REVERSAL PROCESS」

○どこかで使いたい一言

「歌はいいねえ。歌は心を潤してくれる。リリンが生み出した文化の極みだよ」　『新世紀エヴァンゲリオン』第24話「最後のシ者」

「そう囁くのよ、私のゴーストが」　『GHOST IN THE SHELL/攻殻機動隊』

「でも少し、この風、泣いています」　『男子高校生の日常』「男子高校生と文学少女」

「いいか、ジャン。今の君に、いい言葉を教えてやる。「それはそれ、これはこれ」」　『ふしぎの海のナディア』第17話「ジャンの新発明」

マイ・フェイバリット・アニソン

1. 魂のルフラン　『新世紀エヴァンゲリオン 劇場版 REBIRTH』ED（作詞：及川眠子、作曲・編曲：大森俊之、歌：高橋洋子）

2. バーチャルスター発生学　『少女革命ウテナ』後期ED（作詞・作曲： J.A.シーザー、編曲：光宗信吉、歌：上谷麻紀）

3. 月の繭　『ターンエーガンダム』後期ED（作詞：井荻麟、作曲：菅野よう子、歌：奥井亜紀）

4. to the beginning　『Fate/Zero（第２期）』OP（作詞・作曲・編曲：梶浦由記、歌：Kalafina）

5. 月迷風影　『十二国記』ED（作詞：北川恵子、作曲・編曲：吉良知彦、歌：有坂美香）

6. ノルニル　『輪るピングドラム』前期OP（作詞・作曲：ティカ･α、編曲：江藤直子、歌：やくしまるえつこメトロオーケストラ）

7. プリズム　『電脳コイル』OP（作詞・作曲・歌：池田綾子、編曲：TATOO）



8. 誰か、海を。　『残響のテロル』ED（作詞：青葉市子、作曲・編曲：菅野よう子、歌：Aimer）

9. 旅の途中　『狼と香辛料（第１期）』OP（作詞：小峰公子、作曲・編曲：吉良知彦、歌：清浦夏実）

10. 明日へのbrilliant road　『宇宙のステルヴィア』OP（作詞：atsuko、作曲・編曲：KATSU、歌：angela）

11. rise　『攻殻機動隊S.A.C.2nd GIG』前期OP（作詞：Tim Jensen、Origa、作曲・編曲：菅野よう子、歌：Origa）

12. Morning Arch　『Ａチャンネル』OP（作詞：こだまさおり、作曲・編曲：神前暁、歌：河野マリナ）

13. シリウス　『キルラキル』前期OP（作詞：meg rock、作曲・編曲：Ryosuke Shigenaga、歌：藍井エイル）

14. 紅蓮の弓矢　『進撃の巨人（第１期）』前期OP（作詞・作曲・編曲：Revo、歌：Linked Horizon）

15. DOPO IL SOGNO ～夢のあとに～　『GUNSLINGER GIRL（第１期）』ED（作詞：うえのけいこ、作曲：ガブリエル・フォーレ、編曲：佐橋俊

彦、三村奈々恵、歌：op.）

16. アンインストール　『ぼくらの』OP（作詞・作曲・歌：石川智晶、編曲：西田マサラ）

17. 青春ライン　『おおきく振りかぶって』後期OP（作詞・作曲：水野良樹、編曲：江口亮、歌：いきものがかり）

18. oblivious　『空の境界　第一章「俯瞰風景」』ED（作詞・作曲：梶浦由記、歌：Kalafina）

19. gravity　『WOLF'S RAIN』ED（作詞：troy、作曲・編曲：菅野よう子、歌：坂本真綾）

20. 君の知らない物語　『化物語』ED（作詞・作曲・編曲：ryo、歌：supercell）

【次点】時を刻む唄　『CLANNAD ～AFTER STORY～』OP（作詞・作曲：麻枝准、編曲：ANANT-GARDE EYES、歌：Lia）

第１位にあげたのは、未完成のまま公開された『REBIRTH』のED曲。劇場でこの曲が流れたときには痺れるような感動が全身を貫きましたが、

現在では（いろいろな事情で）映像版で見るのがほぼ不可能になった作品です。

好きなアニメキャラ（テレビアニメ限定）

○女性部門

1. ディアナ・ソレル　『ターンエーガンダム』

2. 尾形琳　『RIDEBACK』

3. クラエス　『GUNSLINGER GIRL』

4. 黒猫（五更瑠璃）　『俺の妹がこんなに可愛いわけがない（第１期）』

5. 汐宮栞　『神のみぞ知るセカイ』

6. 長門有希　『涼宮ハルヒの憂鬱』

7. 瀬名ロビン　『Witch Hunter ROBIN』

8. 神林しおり　『バーナード嬢曰く。』

9. エマ　『英國戀物語エマ』　

10. アリス・マルヴィン　『パンプキン・シザーズ』

ちなみに嫌いなキャラは、平沢唯、キマリ、小松奈々です。

○男性部門

1. カヲル君　『新世紀エヴァンゲリオン』

2. ドミニク・ソレル　『交響詩篇エウレカセブン』

3. 縢秀星　『PSYCHO-PASSサイコパス』

4. レグ　『メイドインアビス』

5. ファーレンハイト　『銀河英雄伝説』

6. セバスチャン・ミカエリス　『黒執事』

あまり思いつかない…。

名作だけど見るのが困難なアニメ（第２弾）

1. 恋風

2. 絶対少年

3. 青い文学シリーズ・人間失格

本当に怖いお化け屋敷のアニメ

1. 見える子ちゃん “本物”が混じってる（第９話）

2. 黄昏乙女×アムネジア　怖いと思うものが見える（第５話）

3. はたらく魔王さま！　悲鳴が哄笑に聞こえる!?（第10話）

宗教的な決め台詞の登場するアニメ

1. Roberta's Blood Trail　「生者のために施しを、死者のためには花束を、正義のために剣を持ち、悪漢どもには死の制裁を」（ロベルタ）

2. 幼女戦記　「神の御名において、祖国を侵す輩に鉄槌を」（デグレチャフ）



3. REVENGER　「いと慈悲深きサンタマリアの御前に、その罪その咎、悔い改めよ」（幽烟）

ロードムービーの趣のあるアニメ（第２弾）

1. 少女終末旅行

2. takt op.Destiny

3. キノの旅

そうは見えないけどとっても「良い子」が登場するアニメ

1. その着せ替え人形は恋をする　まりん

2. 三ツ星カラーズ　カラーズ（ゆい・さっちゃん・ことは）

3. 異世界食堂　アレッタ

指導する者とされる者が互いに相手を育てるアニメ

1. ヒカルの碁　佐為とヒカル

2. この音とまれ！　堂島晶と箏曲部メンバー

3. 風が強く吹いている　ハイジとカケル

女性の手つきが美しいアニメ

1. 僕だけがいない街　悟の母がハンバーグをこねる手つき（第２話）

2. 神のみぞ知るセカイ　栞が本を抜き差しする手つき（第９話）

3. スーパーカブ　小熊がカブを手入れした後で座席に軽く触れる手つき（第１話）

愛すべきストーカーが登場するアニメ

1. ラーメン大好き小泉さん　悠「潤からもらった袋麺、かすかに小泉さんの香りがしてるよ」（第８話）

2. バカとテストと召喚獣　翔子「んんん、うちの主人と」（第５話）

3. カードキャプターさくら　知世「私が作った服を着たさくらちゃんを、私が撮影する---幸せですわ」（第11話）

冒頭３話は素晴らしいアニメ（その後は…）

1. 電波女と青春男

2. RDG レッドデータガール

3. 推しが武道館いってくれたら死ぬ

クラシック音楽が効果的な劇伴になったアニメ

1. 新世紀エヴァンゲリオン　ベートーヴェン第９、ヘンデル「メサイア」

2. 涼宮ハルヒの憂鬱（第１期）　マーラー第８、ショスタコ第７

3. 銀河英雄伝説　ラヴェル「ボレロ」、マーラー第３、ブルックナー第６、ドヴォルザーク、ニルセン、チャイコフスキー…私が知らない曲も！

意外な料理男子の手際が見られるアニメ（オススメ料理付き）

1. バカとテストと召喚獣　吉井明久のパエリア（第９話）

2. PSYCHO-PASSサイコパス　縢秀星の「本物の料理」（第６話）

3. ふらいんぐうぃっち　倉本圭のフキノトウの天麩羅（第２話）

HAL9000並みに[非]人間的なAIが登場するアニメ

1. RD 潜脳調査室　エライザ

2. 東のエデン　ジュイス

3. けものフレンズ　ラッキービースト

大人向けの（大人にしかわからない）アニメ

1. 夏雪ランデブー　大人の恋愛

2. ハクメイとミコチ　大人の安らぎ



3. さらい屋 五葉　大人の生きづらさ

ポップスやクラシックとは異質の音楽アニメ

1. 坂道のアポロン　ジャズ

2. この音とまれ！　邦楽

3. 覆面系ノイズ　パンク・ロック

滅多にない仕事が描かれるアニメ

1. 櫻子さんの足下には死体が埋まっている　標本士

2. ヨルムンガンド　武器商人

3. 図書館戦争　武装司書

日本語の美しい女性が登場するアニメ

1. もっけ　葛城佐保「あなたとお知り合いになれて、本当に良かった」（第９話）

2. クロムクロ　ソフィー・ノエル「あなたは敵なのですか、味方なのですか」（第19話）

3. この音とまれ！　堂島晶「でも、音がとても丁寧になりましたね。驚きました」（第20話）

人類が終わりそうなアニメ

1. 人類は衰退しました

2. 少女終末旅行

3. けものフレンズ

末路が哀れなギャングたちのアニメ

1. バッカーノ！

2. 91Days

3. ミチコとハッチン

恐怖の料理下手女子が出るアニメ

1. バカとテストと召喚獣　姫路瑞希（魂を持って行かれるまずさ）

2. うる星やつら　ラム（何でも激辛）

3. 神のみぞ知るセカイ　エルシィ（美味しいが危険）

衝撃的な告白のあるアニメ

1. true tears 比呂美から眞一郎に（第６話）

2. ターンエーガンダム　キエルからハリー大尉に（第38話）

3. 宇宙のステルヴィア　ヒュッター先生からジェームズ先生に（第22話）

最終回での時間の飛躍が余韻を生むアニメ

1. NANA 花火を見る顔ぶれが変わり…

2. クロムクロ　まだ戦争が続いていた…

3. 英國戀物語エマ　二人のその後は…

人の死に向き合ったアニメ

1. 輪るピングドラム

2. しにがみのバラッド。

3. ゾンビランドサガ

「エッ、実在のモデルがいたの！」というアニメ

1. シュヴァリエ　モデル：女装して諜報活動を行ったデオン・ド・ボーモン

2. ジョーカー・ゲーム　モデル：スパイ養成の陸軍中野学校と設立者・岩畔中佐



3. 大正野球娘。　モデル：大正時代に実在した某女子校野球部

クジラが空を飛ぶアニメ

1. ふらいんぐうぃっち　第11話「くじら、空をとぶ」

2. これはゾンビですか？　第4話「ちょ、俺輝いてる？」

3. Re:ゼロから始める異世界生活　第17話「醜態の果てに」

巨大列車の登場するアニメ

1. 甲鉄城のカバネリ　甲鉄城

2. OVERMAN キングゲイナー　シベリア鉄道

3. 機動戦士ガンダム 鉄血のオルフェンズ　未来のアラスカ鉄道？

脇役だけど頑張れ（今度こそ）犬のアニメ

1. パンプキン・シザーズ　マーキュリー号（軍用犬）

2. カウボーイビバップ　アイン（コーギー）

3. キルラキル　ガッツ（パグ）

専門用語の出るアニメ

1. 宇宙のステルヴィア　カラビ・ヤウ多様体（超ひも理論で使われる数学的道具）

2. GUNSLINGER GIRL -IL TEATRINO- メソシデライト（隕石の１タイプで希少）

3. 空中ブランコ　自己愛性パーソナリティ障害（病的なナルシシズム）

グランギニョールなアニメ（気の弱い人は見ないでください）

1. 黒執事 Book of Circus

2. クレイモア

3. 魍魎の匣

ケモ耳少女（犬猫以外）の活躍するアニメ

1. 狼と香辛料　ホロ（狼耳）

2. ウマ娘　プリティーダービー　スペシャルウィーク（馬耳）ほか

3. ストライクウィッチーズ　イェーガー（ウサギ耳）ほか

ロードムービーの趣のあるアニメ

1. サムライチャンプルー

2. DARKER THAN BLACK-流星の双子-

3. Ergo Proxy

街の雰囲気を丹念に再現したアニメ（東京篇）

1. デュラララ！！　池袋

2. 三ツ星カラーズ　上野

3. STEINS;GATE 秋葉原

満開の一本桜が見られるアニメ

1. ARIA The NATURAL 第５話Bパート「その 春にみつけたものは…」

2. 氷菓　第22話「遠まわりする雛」

3. みなみけ ただいま　第13話「ここだけの話はここだけで」

熱唱！カラオケ・アニメ

1. かんなぎ　第10話「カラオケ戦士 マイク貴子」

2. 僕は友達が少ない　第６話「カラオケボックスは客が少ない」



3. Ａチャンネル　第７話「夏祭り」

懐かしのアニソンが歌われるアニメ

1. あそびにいくヨ！　「おいらは淋しいスペースマン」（第９話）

2. よみがえる空 RESCUE WINGS　「ひょっこりひょうたん島」（第７話）

3. 鉄人28号（2004年版）　「鉄人28号」（OP）

ちょっと足りない中華料理が出るアニメ

1. 機動警察パトレイバーTV版　ニラ抜きニラたまライス（第29話）

2. カウボーイビバップ　肉のないチンジャオロース（第１話）

3. 新世紀エヴァンゲリオン　にんにくラーメン チャーシュー抜き（第12話）

OP/EDで踊ってしまったアニメ

1. 賭ケグルイ ED「LAYon-theLINE」

2. 人類は衰退しました OP「リアルワールド」

3. 涼宮ハルヒの憂鬱（第１期） ED「ハレ晴レユカイ」　

伏線のしっかりしたアニメ

1. 輪るピングドラム

2. PSYCHO-PASSサイコパス

3. フリップフラッパーズ

まじめなLGBTアニメ

1. 青い花

2. 放浪息子

3. あの日見た花の名前を僕達はまだ知らない。

高い壁に囲まれた街のアニメ

1. 灰羽連盟

2. 進撃の巨人

3. DARKER THAN BLACK

名作だけど見るのが困難なアニメ

1. 青い花

2. 英國戀物語エマ

3. 風人物語

「夢落ちなのに覚めない」アニメ

1. うる星やつら　第101話（放送78回）「みじめ！愛とさすらいの母！？」

2. ARIA The NATURAL 第12話Ａパート「その 逃げ水を追って…」

3. フリップフラッパーズ　第13話「ピュアオーディオ」

大食い美少女の登場するアニメ

1. 甘々と稲妻　飯田小鳥 ←「きょうもおいしそうに食べてるな～、飯田さん」

2. ラーメン大好き小泉さん　小泉さん ←「いま美少女から煮干しの香りがしたんだ」

3. サムライチャンプルー　フウ ←「軽いバケモノだな」

猫に負けるな、犬のアニメ（は負けてるので狼のアニメ）

1. WOLF'S RAIN

2. 狼と香辛料



3. おおかみこどもの雨と雪 （細田守監督の劇場用アニメ）

「性のタブー」に挑んだアニメ

1. 恋風　兄妹の近親相姦

2. 放浪息子　中学生の性同一性障害

3. 青い文学シリーズ・人間失格　ペドフィリア、不倫と心中

オープニングが神懸かっているアニメ

1. GUNSLINGER GIRL

2. 機動戦艦ナデシコ

3. ぼくらの

声優の至芸が堪能できるアニメ

1. 新世紀エヴァンゲリオン　林原めぐみ（綾波レイ）・石田彰（カヲル君）

2. 四畳半神話大系　浅沼晋太郎（私）

3. 昭和元禄落語心中　石田彰（有楽亭八雲）・山寺宏一（有楽亭助六）

【おまけ】けものフレンズ　藤井ゆきよ（アルパカ・スリ）・小林ゆう（ツチノコ）

「世界図書館」を夢見るアニメ

1. 交響詩篇エウレカセブン　第47話「アクペリエンス・４」

2. 攻殻機動隊STAND ALONE COMPLEX 第26話「公安9課、再び」

3. 輪るピングドラム　第9話「氷の世界」

大人の女性（腐女子を除く）にオススメのアニメ

1. ミチコとハッチン

2. 青い花

3. 昭和元禄落語心中

「テレビアニメなんか…」と思っている人に見せたいアニメ

1. 灰羽連盟

2. 蟲師

3. 妄想代理人

理想の男子が登場するアニメ

1. 交響詩篇エウレカセブン　ドミニク

2. メイドインアビス　レグ & ナナチ

3. ロミオの青い空　アルフレド

パロディの粋が見られるアニメ

1. スペース☆ダンディ

2. サムライチャンプルー

3. 探偵オペラミルキィホームズ

キャラデザからは想像できないほど奥深いアニメ

1. 電脳コイル

2. 宇宙のステルヴィア

3. けものフレンズ

崇高なくらいドロドロな鬱アニメ

1. 少女革命ウテナ



2. 恋風

3. 無限のリヴァイアス

演奏シーンのすばらしいアニメ

1. 坂道のアポロン 第７話「ナウズ・ザ・タイム」

2. 覆面系ノイズ 第12話「とどきますように」

3. のだめカンタービレ　第11話「ピアノ」

最終回が感動的なアニメ

1. ふしぎの海のナディア

2. ターンエーガンダム

3. バカとテストと召喚獣

これを褒めるとインテリに見えるアニメ

1. serial experiments lain

2. Ergo Proxy

3. 四畳半神話大系

人間の作画がすばらしいアニメ

1. true tears

2. ふらいんぐうぃっち

3. かみちゅ！

萌えアニメのようで違うアニメ

1. 涼宮ハルヒの憂鬱

2. 俺の妹がこんなに可愛いわけがない（第１期）

3. やはり俺の青春ラブコメはまちがっている。

第１期から第２期の落差が半端ないアニメ

1. GUNSLINGER GIRL

2. 交響詩篇エウレカセブン

3. みなみけ

見る人が見れば凄さがわかる（はずの）アニメ

1. エンドレスエイト（『涼宮ハルヒの憂鬱（第２期）』より）

2. 輪るピングドラム

3. スペース☆ダンディ

評価が不当に低いアニメ

1. FLAG

2. フラクタル

3. RIDEBACK

原作より面白くて原作者から嫌われたアニメ

「うる××」とか「GUNS××」とか「俺の××」とかいろいろあります


